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は じ め に 

 

 

 図書館年報「令和４年度版」をここに発行いたします。 

 

 令和４年度は「東大阪市電子申請システム」を利用した非来館の新規利用登

録を開始するなど、昨年度にスタートした電子図書館サービスとともに、ウィ

ズコロナ環境の経験を活かした新しい「非来館型サービス」が充実した年とな

りました。 

令和２年度から続いた新型コロナウイルスとの闘いにおいても、「行事の開

催条件の緩和」「館内滞在制限の緩和」など、全て少しずつではありますが、

これまでの日常へと戻るための道筋が見え始めた年であったように思います。 

 また、市内の小中学校ではタブレット活用を通じた電子図書館も盛んに利用

されました。図書館における電子書籍の蔵書数は、日本最大級を誇る東大阪市

ではありますが、我々図書館は、今後も引き続き「人と人が会することで生ま

れる効果」「紙の本を通じた図書館サービス」といった従来からのサービスを、

電子図書館をはじめとした新しい非来館型サービスとともに、運営の両輪とし

てさらに地域の人々の読書環境の充実に努めたいと考えています。 

 

 

令和５年１０月 
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１ 概要・沿革 
 
（１）東大阪市の概要 

 ≪東大阪市の誕生≫ 

   東大阪市は、昭和４２年２月１日、布施市(昭和１２年西部６町村合併)・河内市 

(昭和３０年中部５町村合併)・枚岡市(昭和３０年東部４町村合併)の３市合併により、 

誕生した。当時の人口は 462,891 人で、その後、昭和４９年の 525,032 人をピークに 

減少し、令和４年４月１日現在で、488,490 人（233,876 世帯）である。 

 市の木として「クスノキ」、花として「ウメ」、市民の花として「キキョウ」が制 

定されている。 

 

 ≪東大阪の歴史≫ 

 旧石器時代、市域には大きく海が浸入し生駒山地の麓まで入り込んでいたが、時代

と共に湖と湿地帯へと変化していった。そのころの遺跡から、山麓を中心に１００以

上の集落や古墳が作られたことがわかっている。律令国家が整えられた大化の改新以

降には渋川・若江・河内に、郡役所が置かれたと考えられている。 

 鎌倉時代には、真言宗の道場として山寺が栄え南北朝時代には南朝方の拠点となり、 

楠木一族の活躍が伝えられている。室町時代には、河内国の争奪戦が繰りひろげられ、 

若江の地は畠山氏に継ぎ三好氏が治めていたが、後に織田信長に攻撃され滅ぼされた。 

大坂冬の陣・夏の陣では、小坂や若江は激戦地となり、豊臣方の木村重成など多くの 

将兵が討死し、河内の農村も大きな被害をもたらされた。 

 江戸時代、幾度となく氾濫を繰り返していた大和川は、中甚兵衛らの努力が実を結 

び、堺までの付け替えが行われた。埋め立てられた旧川床や池沼地は、新田として開 

墾し綿が栽培され、貝原益軒が「南遊紀行」に記したように良質の河内木綿として全

国に知られるようになった。大阪の豪商鴻池善右衛門が開発した鴻池新田には、豪壮

な会所がのこっている。一方、生駒山麓では水車を利用した製米・製麦・絞油、また

現在にもつながる鉄針金製造・真鍮針金など地域産業が発達した。生駒山麓を南北に

走る東高野街道と大阪から奈良に向かう暗峠越えの奈良街道は、重要な交通路であっ

た。文化面では、松尾芭蕉や上田秋成などが句や作品を残し、文化文政時代から幕末

にかけては国学・和歌・俳諧などが盛んで、庄屋層を中心として河内文芸が華を咲か

せた｡ 

 明治になり、１８８１年大阪府が置かれ、３国に分かれていた郡制も１８９６年に

は中河内郡となった。１８８９年に大阪鉄道（現ＪＲ関西線）、１８９５年に浪速鉄

道（現ＪＲ学研都市線）、１９１４年には大阪電気軌道の大阪上本町と奈良間（現近

鉄奈良線）、ついで１９２４年には布施－八尾間（現近鉄大阪線）が開通し、農村の

景観が次第に商工業地域の顔に変わってきた。特に第二次世界大戦後、工場進出が目

覚しく、大阪府下東部工業地帯の一中心地となり、中小企業の街として知られるよう

になった。       ＜“東大阪市のプロフィール”、「大阪府の地名」（平凡社）より＞ 
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 ≪位置・地勢・気候≫ 

   市域は、河内平野のほぼ中央部に位置し、西は大阪市、南は八尾市、北は大東市に 

接し、東は生駒山地で奈良県と境を接している。市の面積は、61.78ｋ㎡（東西 11.2

㎞、南北 7.9 ㎞、周囲 44.8km）である。 

   地形は、生駒山地と平野部の２つに大別できる。生駒山頂は海抜 642.27m、平野部

は、おおむね標高５ｍ前後になっている。市の北部には、淀川水系の一つである寝屋

川が流れ、南から恩智川、第二寝屋川、長瀬川などの河川が流れこんでいる。 

   気候は比較的温暖で、大阪の平均気温は 17.5 度、年間降水量は 1,058.0mm である。     

（『大阪府の気象 2022 年（令和 4 年）年報』[大阪管区気象台]による） 

 

（２）東大阪市立図書館の沿革 

  昭和２２年 ４月 布施市長栄寺 2 丁目 18 番地の中央公民館内に市立図書館を併設。 

職員数２名で開館準備をはじめ、同年１１月開館。 

           自由閲覧式（開架式）を採用。蔵書数 1,805 冊。 

  昭和２３年１２月 布施市ＣＩＥ図書館（連合軍軍政部民間情報教育局）別棟設置。 

  昭和２４年１２月 布施市立図書館条例・施行規則を公布。 

           市立図書館蔵書数 6,000 冊。ＣＩＥ図書館蔵書数 1,457 冊。 

  昭和３２年 ２月 布施市高井田 1313 番地に移転。（旧永和図書館）。 

図書館延床面積 444.2 ㎡。 

        ３月 公民館より独立開館。延床面積 659 ㎡に拡大。 

  昭和３３年 ７月 軽読書室を開設。（テレビ設置） 

  昭和３５年 ５月 児童図書室開設。（開架式） 

  昭和３８年 ２月 公民分館内に巡回文庫設置。 

  昭和３９年 ８月 書庫を一階に増築改装し一般閲覧室を拡充。 

  昭和４１年 ６月 移動図書館（１号車）巡回開始。（２０箇所・グループ貸出式） 

           併せて巡回文庫も担当。 

  昭和４２年 ２月 三市合併による東大阪市誕生で、東大阪市立図書館（東大阪市高 

井田元町二丁目 9 番 23 号）と改称。 

        ８月 東・中地区への移動図書館巡回開始。（３０箇所） 

        ９月 児童への館外貸出を実施。 

  昭和４３年 １月 【東大阪読書友の会】結成。 

        ４月 一般への館外貸出を開始。 

  昭和４４年 ９月 移動図書館（２号車）増設。 

  昭和４５年 ７月 移動図書館車庫完成。 

  昭和４６年１０月 移動図書館（３号車）増設。 

  昭和４７年 ７月 移動図書館、グループ貸出から家族貸出へ変更。 

  昭和４９年 ５月 移動図書館（４号車）増設。 

  昭和５１年１２月 移動図書館巡回場所が６４箇所に増設。 

  昭和５２年 ５月 永和図書館大改装。 事務室改装及び書庫棟を建設。 
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  昭和５３年 １月 【図書館協議会】が発足。 

        ８月 第１回緑陰図書館を実施。 

        ９月 移動図書館において個人への貸出開始。 

  昭和５４年 ２月 図書館協議会『東大阪市立図書館サービスのあり方について』 

           答申。 

        ４月 東公民館内に東分室開設（延床 50 ㎡）。 

           移動図書館巡回場所３箇所廃止。 

        ７月 図書返却ポストを市内１０箇所に設置。 

  昭和５５年 ９月 永和図書館内、児童室・一般閲覧室をワンフロア化。 

       １０月 文化会館内に中分室開設（延床 91.4 ㎡）。 

       １２月 『東大阪市総合計画基本計画』策定。 

           ＜中央図書館・地区図書館・分館・分室・移動図書館が、一体と 

なった図書館サービスの確立＞ 

  昭和５７年 ３月 移動図書館５号車（3,900 冊）購入を機に愛称を募集。  

市民の花「キキョウ」（３号車）・市の花「ウメ」（４号車）・ 

市の木「クスノキ」（５号車）に決定。 

  昭和５８年 ２月 東大阪市・八尾市・柏原市≪図書館に関する基本協定≫締結。 

  昭和５９年 ９月 移動図書館キキョウ号（６号車）更新。（積載約 3,000 冊） 

       １０月 石切公民分館内に石切分室開設（延床 90.4 ㎡）。 

移動図書館巡回場所２箇所廃止。 

図書館協議会へ『花園地域に建設される図書館の建設計画につい 

て』『当面の東大阪市図書館整備計画のあり方について』諮問。 

  昭和６０年 ６月 『花園地域に建設される図書館の建設計画について』中間答申。 

       １１月 『当面の東大阪市図書館整備計画のあり方について』中間答申。 

  昭和６１年 ３月 『東大阪市における図書館整備計画基本構想』 図書館協議会 

           最終答申。 

  昭和６３年 ３月 『東大阪市における地域別計画策定にかかる基本的考え方』 

           東大阪市都市問題研究会答申。 

  平成 元年 ２月 『仮称東大阪市立花園図書館建築計画書（案）』（社会教育部） 

        ３月 『東大阪市図書館整備計画に関する調査報告書』（日本図書館 

           研究会）＜７館構想をもりこむ＞ 

        ８月 移動図書館車ウメ号（７号車）更新（積載約 3,400 冊） 

  平成 ２年１１月 １１月７日大蓮分室開設（延床 548.74 ㎡） 

移動図書館巡回場所４箇所廃止。 

平成 ３年 ２月 『東大阪市総合計画新基本計画』策定。 

           ＜花園図書館の早期設置、中央館と５地区図書館の設置及び、 

新府立図書館とのネットワーク化＞ 

  平成 ４年 ６月 花園図書館開設（延床 2,301.87 ㎡。吉田四丁目 7 番 20 号）。 

移動図書館巡回場所４箇所廃止。「図書情報システム」（日立）
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花園図書館で稼動。 

  平成 ４年 ９月 永和図書館移動図書館車庫建替完成。 

  平成 ５年 ７月 花園図書館（木曜日）の夜間開館開始［試行］。 

        ８月 東分室拡張（床面積 100 ㎡）。 

  平成 ６年 ２月 『東大阪市総合計画・新基本計画第二次実施計画』策定。 

           ＜永和図書館の整備と今後の図書館網のあり方について検討＞ 

  平成 ７年 ２月 移動図書館車クスノキ号（８号車。全国初の高機能型移動図書館

車。積載約 3,000 冊･身障害用リフト･ビデオ内蔵型テレビ・発電

設備装備）を更新。同時に老人施設３箇所の福祉巡回を開始。 

        ８月 『新図書館網整備計画基本構想』策定。 

        ９月 花園図書館（水曜日）の夜間開館を追加開始［試行］。 

  平成 ８年 ８月 移動図書館キキョウ号を鹿児島県西之表市（種子島）に贈与。 

           （榎木修市長・鮫島安豊館長来阪） 

           移動図書館車キキョウ号(９号車)更新（積載約 3,000 冊リフト・

ビデオ内蔵型テレビ・発電空調設備装備）。 

       １２月 永和図書館中分室及び東分室閉室（６月末に休室）。 

  平成 ９年 １月 新｢図書情報システム」（富士通）花園及び旭町図書館で稼動。 

           旭町図書館開設（延床面積 880 ㎡）。 

           旭町図書館の窓口でＣＤの貸出（１人１点）及び予約サービスを 

           開始。 

花園図書館の夜間開館を本格実施。 

        ４月 旭町図書館（水・木曜日）夜間開館・永和図書館（火曜日）の夜 

間開館を開始［試行］。 

        ７月 図書のリサイクル実施、小・中・高等学校・幼稚園・保育園・ 

           文庫・団体等に贈与。 

       １１月 「図書リサイクルフェア」実施 (一般市民対象) 。 

  平成１０年 ４月 大蓮分室敷地内に大蓮行政サービスコーナー設置される。 

（敷地面積 1,767 ㎡から 1,601.87 ㎡に変更)  

同時に、開室時間を午前１０時に繰り上げ実施（水・木・土曜日）。 

        ６月 近畿視覚障害者情報サービス研究協議会作成のＮＬＢ目録に、 

           市所蔵の録音図書を登録し録音図書の公貸借を開始。 

平成１１年 ７月 『永和図書館建替え調査』委託。 

        ８月 永和図書館（水曜日）夜間開館を追加開始［試行］。 

           移動図書館ウメ号を鹿児島県中種子町（日高實町長）に贈与 

           （羽生昌弘教育長来阪）。 

           移動図書館車ウメ号（１０号車）更新（積載約 3,000 冊リフト・

ビデオ・発電空調設備装備）。 

       １０月 『永和図書館建替え調査報告書』提出。 

１１月 『東大阪市政世論調査報告』(市立図書館についての調査)実施。 
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平成１２年 ４月 少子化関連図書の充実化。 

（少子化対策臨時特例交付金事業予算 20,000 千円） 

  平成１２年 ７月 『永和図書館建替え基本計画調査』委託。         

 ８月 子ども読書年講演会①を関係団体との共催事業として実施。 

 ９月 子ども読書年講演会②を関係団体との共催事業として実施。 

     １０月  『永和図書館建替え基本計画調査報告書』提出。 

平成１３年 １月 「社会参加促進費補助費」（文部科学省）の交付により石切分室・

大蓮分室・移動図書館のＯＡ化を実現。 

           学校図書館関係者との協議を実施。 

 ８月 街頭端末機による蔵書検索システム開始。書誌情報の街頭端末 

機サーバへの提供開始。花園･永和･旭町館に街頭端末機設置。 

平成１４年 １月 新「図書情報システム」（富士通）稼動。 

３月 花園図書館､大蓮分室に｢子ども放送局｣開設。(「子ども放送局」 

設備整備事業費補助金事業） 

少子化対策臨時特例交付金事業による少子化関連図書の充実化。 

（予算額 5,731 千円） 

       １１月 永和図書館大蓮分室の床全面改修。 

       １２月 年末２８日（土曜日）臨時開館。 

  平成１５年 １月 年始５日（日曜日）臨時開館。 

        ２月 『東大阪市第２次総合計画』策定。 

           ＜永和図書館建替え整備・各分室の施設設備の充実・ＯＡ化情報

ネットワークの整備・図書館資料の拡充＞ 

        ４月 教育委員会社会教育部に図書館総務室を設置。 

           永和図書館ＯＡ化準備のため「既存図書資料マーク化事業」実施。 

           永和図書館建替に関わる調査として「市民会館との複合（総合） 

文化施設の適合可能性調査」を実施（社会教育室主管）。 

        ７月 ＜東大阪市立図書館の運営基本方針＞＜東大阪市立図書館資料収 

集方針＞及び＜選書基準＞について見直しを開始（～１１月）。 

           図書館の休館日の見直し、永和･旭町図書館の夜間開館を本格実施。 

  平成１６年 ３月 ＜東大阪市立図書館運営基本方針＞＜東大阪市立図書館資料収集

方針＞及び＜東大阪市立図書館選書基準＞を図書館協議会に提示

し、協議。 

        ４月 花園図書館に起業サポート情報ステーション開設（ﾋﾞｼﾞﾈｽ支援）。      

１０月 永和図書館で「図書情報システム」稼動開始（市立図書館のＯＡ

化完成）。 

花園図書館のビデオブースを改修（～平成１７年１月）。 

  平成１７年 ２月 「東大阪市立図書館運営基本方針」「東大阪市立図書館資料収集 

方針」及び「東大阪市立図書館選書基準」改訂。 

        ４月 永和図書館整備事業費予算化。 
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  平成１８年１２月 図書館協議会へ『これからの東大阪市立図書館のあり方』諮問。 

  平成１９年 ２月 自動車排出ガス規制により移動図書館クスノキ号を廃車。移動図

書館２台で運用。 

        ３月 新「図書情報システム」（富士通）に更新（５月本稼動）。 

           大阪商業大学図書館と「東大阪市立図書館と大阪商業大学図書館

との相互協力覚書」の取り交わし（４月１日施行）。 

       １０月 インターネット蔵書検索サービス開始。  

新しい図書館ホームページ運用開始。 

  平成２０年 １月 年始５日（土曜日）と７日（月曜日）臨時開館。 

        ３月 大阪府立中央図書館の図書横断検索システムに参加。 

        ５月 新刊マーク活用による“収書（発注）システム”稼動。 

           ５日（月曜日・祝日）と６日（火曜日・休日）臨時開館。 

        ６月 図書館協議会から『これからの東大阪市立図書館のあり方』答申。 

        ７月 大東市立図書館と「図書館の相互利用に関する協定書」の取り交

わし (８月１日施行) 。 

       １０月 花園図書館の開館時間拡大及び祝日開館の実施［試行］。 

  平成２１年 ３月 大阪市立図書館と「図書館の相互利用に関する協定書」の取り交 

わし（４月１日施行）。 

        ６月 特別図書整理休館を４日間に短縮し、実施。 

        ８月 大阪樟蔭女子大学と「インターンシップに関する協定書」の取り

交わし（８月２５日施行）。 

  平成２２年 ３月 駐車場狭隘により移動図書館ステーション「川中岡崎医院南」を 

廃止（全４８箇所）。 

        ６月 インターネット予約等サービスを開始。利用者登録更新を開始。 

  平成２３年 ３月 「東大阪市子ども読書活動推進計画」を策定。 

           民間駐車場廃止により移動図書館ステーション「中鴻池町２丁 

目・三島温泉前」を廃止（全４７箇所）。 

        ４月 永和図書館・移動図書館・大蓮分室・石切分室の窓口でＣＤの貸

出（１人１点）及び予約サービスを開始。 

  平成２４年 １月 花園図書館の窓口でＣＤの貸出（１人１点）及び予約サービスを

開始。 

        ２月 花園図書館開館時間、1 時間延長（閉館２１時）を実施。 

        ７月 大阪狭山市・河内長野市・富田林市・羽曳野市・藤井寺市・松原

市と「図書館の相互利用に関する協定書」の取り交わし（７月１

日施行）。 

       １１月 永和図書館（高井田元町二丁目）移転準備の為、１１月１日より

休館。 

       １２月 ２２日に永和図書館（暫定施設）をヴェルノール布施３階（長堂

一丁目）にて開館。移転に伴い開館時間９時～閉館時間２１時を
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実施。移動図書館は大蓮分室へ移転。 

平成２５年 ８月 ブックスタート事業を本格的に実施（計６４回）。 

１１月 移動図書館ステーション「東大阪養護老人ホーム」を「上六万寺

児童公園」に名称変更・移設。 

１２月 花園図書館休館日を月曜日から火曜日に変更。同時に月末休館日 

を廃止・開館。 

平成２５年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。 

平成２６年 ２月 平成２５年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

 移動図書館ステーション「ＮＴＴ社宅（善根寺町４）」を廃止 

（全４６箇所）。 

 ５月 平成２６年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。 

      ６月 新「図書情報システム」（富士通）更新。 

      ８月 平成２６年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

１２月 平成２６年度第３回東大阪市図書館協議会を開催。 

平成２７年 ２月 ブックスタートボランティア研修会実施。 

      ３月 『東大阪市立図書館基本構想』策定。 

         平成２６年度第４回東大阪市図書館協議会を開催。 

 ４月 東大阪市立図書館「雑誌スポンサー制度」導入。 

      ５月 東大阪市指定管理者制度運用会議を開催（選定方針の決定。行財  

政改革室）。 

      ６月 東大阪市指定管理予定候補者選定委員会に東大阪市立図書館の指 

定管理者について諮問。東大阪市立図書館指定管理予定候補者選  

定部会を設置。 

      ７月 第１回市立図書館指定管理予定候補者選定部会開催。 

      ８月 東大阪市立図書館指定管理者を募集（募集要項等の配布：8 月 1 

日～21 日。市立図書館指定管理者への申請受付：9 月 11～18 日）。 

１０月 第２回市立図書館指定管理予定候補者選定部会開催。  

           指定管理予定候補者選定委員会に指定管理予定候補者を報告。  

           指定管理予定候補者選定委員会から答申。  

       １１月 定例教育委員会で指定管理予定候補者を決定。  

     １２月 第４回定例会で東大阪市立図書館指定管理者ＮＴＴデータグルー  

         プ・ヒバリヤ書店共同企業体を指定（指定期間：平成 28 年 4 月 1 

         日～平成 33 年 3 月 31 日まで）。  

平成２８年 ２月 平成２７年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。  

           ブックスタートボランティア研修会実施。  

３月 『新永和図書館整備基本計画』策定。  

           旭町図書館（旭町 1 番 1 号）が『（仮称）四条図書館』(南四条町

1 番 1 号)へ移転準備のため３月３１日に閉館。 

        ４月 指定管理者による管理運営開始。 
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・開館日数（祝日開館実施、年末年始休館の廃止）や開館時間（閉

館時間変更）を大幅に拡大。 

・ヒバリヤ書店店頭での図書返却開始。 

・貸出冊数を８冊から１０冊に増加。 

平成２８年 ５月 花園図書館に除菌ボックス導入。 

   花園図書館、永和図書館、四条図書館にインターネット端末導入。  

   花園図書館、永和図書館、四条図書館にて無線ＬＡＮサービス開

始。  

   全館に読書通帳導入。  

   四条図書館開設に向けて内覧会実施。  

６月 ６月１日四条図書館開設。  

   花園図書館にて新刊図書現地装備開始。  

平成２８年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。  

        ７月 花園図書館に貸出ロッカーを設置し、２４時間貸出サービスを開 

           始。 

           花園図書館照明ＬＥＤ化工事完了。 

        ９月 近鉄バス車内にて図書館所在の案内放送開始。 

       １２月 永和図書館に就労・ビジネス支援コーナー新設。 

           四条図書館に子育て支援コーナー新設。 

           花園図書館、永和図書館、四条図書館年末年始期間中も開館。 

  平成２９年 １月 図書館間協力貸出のインターネット予約を開始。 

        ２月 平成２８年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

           ブックスタートボランティア研修会実施。 

        ３月 旧大蓮行政サービスコーナーを書庫として運用開始。 

        ６月 平成２９年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。 

図書返却ポスト「旧旭町庁舎北側」を「東体育館玄関前」に名称

変更・移設。 

        ９月 移動図書館ステーション「東体育館前」を増設（全４７箇所）。 

  平成３０年 １月 ＣＤの貸出点数を１人１点から２点に増加。 

        ２月 平成２９年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

        ３月 ブックスタートボランティア研修会実施。 

        ４月 障害者向け資料宅配サービスを開始。 

           新着お知らせメールサービスを開始。 

        ８月 平成３０年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。 

       １０月 平成３０年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

  平成３１年 ２月 視覚障害者情報提供ネットワーク(サピエ)の運用を開始。 

           平成３０年度第３回東大阪市図書館協議会を開催。 

        ３月 ブックスタートボランティア研修会実施。 

令和 元年１０月 令和元年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。 
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     １２月 ブックスタートボランティア研修会実施。 

図書返却ポスト「イズミヤ若江岩田店駐車場横」を「楠根リージ

ョンセンター入口」に名称変更・移設。 

移動図書館ステーション「イズミヤ若江岩田店」を「岩田公園」

に名称変更・移設。 

令和 ２年 １月 ８日、ヴェルノール布施３階（長堂一丁目）の永和図書館（暫定

施設）が東大阪商工会議所会館 1 階（永和二丁目）に移転の為、

閉館。移転期間中の１月２４日から２月２８日まで、市民多目的

センターにて臨時貸出を実施。 

         新「図書情報システム」（富士通）更新。 

      ２月 令和元年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。 

      ３月 ２日より新型コロナウイルス感染症拡大防止のため全館臨時休館。

休館に伴い、７日に予定していた永和図書館の開館は延期。 

         学校の臨時休校を受け、留守家庭児童育成クラブ向けに緊急の団

体貸出を実施（２１校 １,７３０冊）。 

         ブックスタートボランティアによる読み聞かせ中止。 

      ４月 石切分室の開室日増加（月末日の水曜日及び日曜日を開室）。 

６・７日、花園図書館、永和図書館、四条図書館で予約資料の貸

出と返却資料の受付を実施（９時～１７時） 

         ８日より国の緊急事態宣言を受け全館臨時休館。返却ポストの利

用中止（５月２１日まで）。 

         １４日よりインターネット予約サービスを停止（５月２１日まで） 

      ５月 ２２日、永和図書館を東大阪商工会議所会館１階（永和二丁目）

にて開館。永和図書館にオンラインデータベース（日経テレコン

21、JRS 経営情報サービス）導入。永和図書館、四条図書館に除菌

ボックス導入。 

２２日より一部サービスを縮小して全館開館（開館時間９時から

１７時、３０分入替制、館内閲覧中止、ＣＤ・ビデオの館内視聴

中止、対面朗読サービス中止）。 

東大阪市指定管理者制度運用会議を開催。（選定方針の決定） 

        ６月 １日より通常開館時間にて開館（閲覧席は一部撤去、滞在時間は

３０分程度、ＣＤ・ビデオの館内視聴中止、対面朗読サービス中

止、おはなし会等の定例行事再開）。 

         東大阪市指定管理予定候補者選定委員会に東大阪市立図書館の指 

定管理者について諮問。東大阪市立図書館指定管理予定候補者選  

定部会を設置。 

        ７月 東大阪市立図書館デジタルアーカイブ公開。 

         第１回市立図書館指定管理予定候補者選定部会開催。 

        ８月 令和２年度第１回東大阪市図書館協議会を書面開催。 
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           ＳＮＳ『ｎｏｔｅ』の運用開始。 

           東大阪市立図書館指定管理者を募集（募集要項等の配布：８月１

日～２１日。市立図書館指定管理者への申請受付：９月７日～1４

日）。 

        ９月 郵送貸出サービス開始。 

           国立国会図書館デジタル化資料送信サービス利用開始。 

       １０月 １日より滞在時間を１時間程度に拡大。 

           第２回市立図書館指定管理予定候補者選定部会開催。 

       １１月 １日より対面朗読サービス再開。人数制限の上、定例以外の行事

再開。 

           指定管理予定候補者選定委員会に指定管理予定候補者を報告。 

           指定管理予定候補者選定委員会から答申。 

           定例教育委員会で指定管理予定候補者を決定。 

       １２月 第４回定例会で東大阪市立図書館指定管理者株式会社図書館流

通センターを指定。（指定期間：令和３年４月１日～令和８年３

月３１日まで） 

令和 ３年 １月 １３日より国の緊急事態宣言を受け花園図書館、永和図書館、四

条図書館の開館時間を９時から２０時に変更。 

図書返却ポスト「三菱ＵＦＪ銀行花園支店前」を「瓜生堂会館正

面入口」に移設・名称変更。 

        ２月 令和２年度第２回東大阪市図書館協議会を書面開催。 

      ３月 １日より花園図書館、永和図書館、四条図書館を通常の開館時間

にて開館。 

４月 新しい指定管理者による第２期指定管理運営を開始。 

１日より大蓮分室と石切分室の開館日数を増加。（大蓮分室は日

曜日、石切分室は土曜日を開室） 

大蓮分室と石切分室にて無線ＬＡＮサービスおよびインターネ

ット閲覧端末の館内利用を開始。 

「ひがしおおさか電子図書館」（電子書籍の貸出サービス）を開

始。蔵書数約３万４千点。 

２５日より新型コロナウイルス感染症拡大防止のため全館臨時

休館。（～６月２０日まで） 

        ５月 １９日より臨時的措置として利用カードをお持ちでない方向けに

休館中のみ利用可能な電子図書館用のＩＤとパスワード発行を

実施。 

６月 ひがしおおさか電子図書館の学校利用開始。 

１日より全館で臨時休館中の特別措置として、日時指定での予約

本の引き渡しを開始。 

         ２１日より全館開館。 
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      ７月 令和３年度第１回東大阪市学校司書連絡会出席。（西堤小学校） 

      ８月 デジタルアーカイブ資料（古地図・映画チラシ）をひがしおおさ

か電子図書館にて公開。（映画チラシはウェブサイトにも公開） 

令和３年度第１回東大阪市図書館協議会を書面開催。 

     １１月 出張図書館（布施駅前市民プラザ、楠根市民プラザ）開始。 

     １２月 令和３年度第３回東大阪市学校司書連絡会出席。（花園図書館） 

令和 ４年 １月 令和３年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。（市民多目的セ

ンター） 

      ３月 令和３年度第４回東大阪市学校司書連絡会出席。（花園図書館） 

         読書手帳に新デザインを追加。２種類の配布開始 

         図書のリサイクル譲渡会を実施。東大阪市立小学校へ譲与。 

      ４月 令和４年度第１回東大阪市学校司書連絡会出席。（花園図書館） 

        ひがしおおさか電子図書館に読み放題コンテンツを導入。 

      ５月 東大阪市電子申請システムによる図書館の新規利用申込を開始。 

        永和図書館２周年記念イベントを開催。 

         花園図書館３０周年記念イベントを開催。 

         四条図書館６周年記念イベントを開催。 

      ６月 四条図書館６周年記念として、生活情報雑誌ミニ譲渡会を実施。

市民に譲与。 

      ７月 令和４年度第２回東大阪市学校司書連絡会出席。（教育センター） 

     ８月 令和４年度第１回東大阪市図書館協議会を開催。（市民多目的セ

ンター） 

     １０月 財政援助団体等監査を実施。 

     １１月 ５日～６日、花園ラグビー場にて開催の「HANAZONO EXPO」に参加。 

         図書館の新規利用登録や、電子図書館・電子申請体験会等を実施。 

         図書館システムネットワーク機器のアップデートを実施。 

        松山大学図書館情報学講演会にて「ひがしおおさか電子図書館」

の事例報告。 

     １２月 令和４年度第３回東大阪市学校司書連絡会出席。（教育センター） 

        第７０回大阪公共図書館大会にて「ひがしおおさか電子図書館」

の事例報告。 

令和 ５年 １月 ブックスタートボランティア研修会実施。 

        令和４年度第２回東大阪市図書館協議会を開催。（市民多目的セ

ンター） 

         雑誌のリサイクル譲渡会を実施。市民に譲与。（四条図書館） 

         図書のリサイクル譲渡会を実施。市民に譲与。（花園図書館） 

         近畿大学短期大学部公開講座にて「コロナ禍におけるひがしおお

さか電子図書館と学校連携」講演。 

令和４年度大阪府社会教育振興協議会研修会にて「東大阪市にお
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ける電子図書館の活用について」講演。 

      ２月 図書のリサイクル譲渡会を実施。市民に譲与。（四条図書館） 

         ２３日、法定電源点検により永和図書館臨時休館。 

         ブックスタートボランティアによる読み聞かせを再開。 

     ３月 花園中央公園円形広場にて、図書館の新規利用登録や、電子図書

館・電子申請体験ができる出張図書館を実施。 

         令和４年度第４回東大阪市学校司書連絡会出席。（花園図書館） 
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２　図書館施設　（令和5年3月31日現在）

（１）施　設
≪永和図書館≫ 開設：２０２０（令和２）年５月

所 在 地  永和２丁目１番１号 ［施設内容］

（東大阪商工会議所会館１階部分） 　一般開架  児童開架  新聞・雑誌  郷土・行政資料　ＣＤ

延 べ 床 面 積  １,３００.４７㎡ 　塚本邦雄コーナー　慈雲尊者コーナー　

 鉄 骨 　ビジネス支援コーナー　録音室兼対面朗読室　その他

（地上４階） 　

○ 開 館 時 間 ：午前９時～午後９時

○ 休 館 日 ：図書整理期間

※布施市立図書館開設：１９４７（昭和２２）年１１月 　　　※永和図書館開設：１９５７（昭和３２）年２月

※永和図書館（暫定施設）開設：２０１２（平成２４）年１２月

≪花園図書館≫ 開設：１９９２（平成４）年６月

所 在 地  吉田４丁目７番２０号 ［施設内容］

敷 地 面 積  ２,７１９.４６㎡ 　一般開架  児童開架  新聞・雑誌  郷土・行政資料

延 べ 床 面 積  ２,３０１.８７㎡ 　ビデオ・ＣＤ  司馬遼太郎コーナー  録音室

 鉄筋コンクリート 　対面朗読室  視聴覚室　その他

（地上３階／地下２階）

○ 開 館 時 間 ：午前９時～午後９時

○ 休 館 日 ：毎週火曜日（但し、その日が国民の祝日等（※）の場合は開館）

 図書整理期間
※「国民の祝日に関する法律」で規定する休日  以下同様

≪四条図書館≫ 開設：２０１６（平成２８）年６月

所 在 地  南四条町１番１号 ［施設内容］

（東部地域仮設庁舎１階部分） 　一般開架  児童開架  新聞・雑誌  郷土・行政資料  ＣＤ

延 べ 床 面 積  ６８９.３㎡ 　安岡正篤コーナー　子育て支援コーナー　その他

 鉄筋コンクリート

（地上５階）

○ 開 館 時 間 ：午前９時～午後９時

○ 休 館 日 ：毎週月曜日（但し、その日が国民の祝日等の場合は開館）

 図書整理期間

※旭町図書館開設：１９９７（平成９）年１月

≪石切分室≫ 開設：１９８４（昭和５９）年１０月

 北石切町１番７号 毎週水・土・日曜日

（石切公民分館内） ○開館日及び (但し、国民の祝日等､公民分館休館日､年末年始は除く)

延 べ 床 面 積  ９０㎡ 　開館時間 各曜日とも、午前９時～午後５時

構 造  鉄筋コンクリート（地上２階）

≪大蓮分室≫ 開設：１９９０（平成２）年１１月

所 在 地  大蓮北４丁目３番２５号 毎週水・木・土・日曜日

敷 地 面 積  １,９５８.０６㎡ ○開館日及び (但し、国民の祝日等､月末日､年末年始は除く)

延 べ 床 面 積  ６２６.５㎡ 　開館時間 各曜日とも､午前９時～午後５時

構 造  鉄 骨 平 屋

≪移動図書館≫ 開設：１９６６（昭和４１）年６月

車　　名 図書積載冊数 及び 設備 購　入　年

キ キ ョ ウ 号  ３,０００冊   リフト １９９６年

ウ メ 号  ３,０００冊   リフト １９９９年

構 造

構 造

構 造

所 在 地

○市内４７ステーションを月２回巡回
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（３）図書情報システム 

① 図書情報システムの動向 

 東大阪市立図書館の図書情報システムは、１９９２（平成４）年６月に開館した花園図書館で

初めて導入された。当初花園図書館のみのコンピュータ化であったが、順次各図書館の情報

システム化を進め、２００４（平成１６）年に全図書館の情報システム化が完成した。２０２０（令

和２）年 1 月に更新した図書情報システム（富士通株式会社製）は第六世代目となる。 

 

２０２０.１.８～１.１４   新図書情報システム更新のため全館休館 

２０２０.１.１５       新図書情報システム本稼働 

                ・iLisfieraV3（富士通㈱製） 

                ・通信回線は光専用線（㈱オプテージ製）を使用 

                ・スマートフォン向けＯＰＡＣを追加 

 

② 図書情報システムの概念図 

 

 

光

回

線 

光

回

線 

光回線 光回線 

業務端末機 業務端末機 

業務端末機 業務端末機 

業務端末機・基幹サーバ 

利用者 

その他 
市外図書館 

学 校 

オフライン業務 

花園図書館 

石切分室 大蓮分室 

移動図書館 

永和図書館 四条図書館 

インターネット 
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３　組織・機構　（令和5年3月31日現在）

(1)社会教育委員、生涯学習、図書館に関することなど

統括館長【1】　館長【1】　統括館長補佐【1】　館長補佐【1】

常勤【19】 非常勤【10】

(1)図書館事業の企画及び調査研究、連絡調整に関すること

(2)市立図書館の管理運営の総括に関すること

(3)永和図書館及び大蓮分室の資料の収集及び整備に関すること

(4)永和図書館及び大蓮分室の資料の貸出及び閲覧に関すること

(5)永和図書館及び大蓮分室の行事等の企画、立案及び実施に関すること

(6)永和図書館に係る他の図書館等との連絡調整及び資料の相互利用に関すること

(7)自動車文庫の資料の収集及び整備に関すること

(8)自動車文庫の資料の貸出及び閲覧に関すること

(9)永和図書館に係る読書会等の団体の育成に関すること

(10)図書館協議会に関すること

大蓮分室

移動図書館

館長【1】　館長補佐【1】　常勤【15】　非常勤【7】

(1)花園図書館の資料の収集及び整備に関すること

(2)花園図書館の資料の貸出及び閲覧に関すること

(3)花園図書館の行事等の企画、立案及び実施に関すること

(4)花園図書館に係る他の図書館との連絡調整及び資料の相互利用に関すること

(5)花園図書館に係る読書会等の団体の育成に関すること

館長【1】　館長補佐【1】　常勤【14】　非常勤【3】

(1)四条図書館及び石切分室の資料の収集及び整備に関すること

(2)四条図書館及び石切分室の資料の貸出及び閲覧に関すること

(3)四条図書館及び石切分室の行事等の企画、立案及び実施に関すること

(4)四条図書館に係る他の図書館等との連絡調整及び資料の相互利用に関すること

(5)四条図書館に係る読書会等の団体の育成に関すること

石切分室

(　)内は司書有資格者

(63)

四条図書館 16

合　計 56 (52) 20 (11) 76

(14) 3 (2) 19

33 (28)

(19)

(16)

花園図書館 17 (15) 7 (4) 24

永和図書館 23 (23) 10 (5)

四条図書館

職員数 常勤 非常勤 合　計

花園図書館

教育委員会事務局

社会教育部

社会教育課

東大阪市立図書館指定管理者　株式会社図書館流通センター（TRC）

永和図書館
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４ 指定管理者制度の導入 

 

平成 15 年に地方自治法が改正されたことに伴い、「公の施設」の管理を指定管理者に任せることが可

能となったことから、東大阪市では、公共サービスの実施主体の基本的な考えとして、民間が担うことがで

きるものは民間に委ねるなど、最適な担い手の選択を柔軟に行うとの考え方にたち、指定管理者制度の

導入が効率的・効果的と判断される場合は、指定管理者に移行していくことといたしました。 

平成 24 年度には図書館を対象にした事務量調査が実施され、図書館業務を細分化し、それぞれの最

適な担い手を分析した結果、正規職員の有効活用によるコストの削減とともに、行政サービスの高度化・

効率化が図れると報告がありました。 

この報告や他市での指定管理者制度の導入状況も踏まえ、平成 25 年 5 月、東大阪市立図書館の指

定管理者による図書館運営の方向性が、東大阪市指定管理者制度運用会議で承認されました。 

そして、東大阪市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例（平成 25 年 7 月制定）に基づき、

民間事業者の独自の視点や手法を取り入れ、豊富なノウハウの活用及び全館一括運営のスケールメリッ

トによる運営費用の削減、開館時間や開館日の拡充などサービスの向上を図り、より多くの市民に利用し

ていただける図書館を目指すため、平成 27 年 3 月に東大阪市立図書館条例を改正し、平成 28 年度より

指定管理者による図書館運営を開始しました。1 期目の指定管理者として、ＮＴＴデータグループ・ヒバリ

ヤ書店共同企業体が、平成 28 年度から令和 2 年度までの 5 年にわたり図書館運営を行ってきました。 

そして、令和 3 年度以降の指定管理者について、令和 2 年 8 月に募集した結果、2 者の応募があり、

東大阪市指定管理者制度運用会議及び東大阪市指定管理予定候補者選定委員会での検討を経て候

補者を選定し、令和 2 年 12 月の議会において株式会社図書館流通センターを 2 期目の指定管理者と

することが決定されました。 

 

１．指定管理者（2 期目） 

  株式会社 図書館流通センター 

 

２．指定期間 

令和３年４月１日から令和８年３月３１日まで（５年間） 

 

３．選定理由 

募集要項及び仕様書で示した内容に沿った提案であり、収支計画の内容や適格性、実現の可能

性及び安定した財務基盤、さらには施設の管理運営に係る経費について、他の団体よりも優れた

提案であったため。 

 

４．指定管理者募集要項に示した管理運営方針 

①図書館の設置目的を最大限に発揮する。 

②施設の効率的・弾力的な運営を行う。 

③適切な広報を行うなど、施設の利用促進を積極的に図る。 

④利用者にとって快適な施設であることに努める。 
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⑤魅力ある事業を実施し、市民サービスの向上に努める。 

⑥個人情報の保護を徹底する。 

⑦管理経費の削減に努め、産み出した経費で図書館サービスの充実に努める。 

⑧公の施設として、利用者に良質のサービスを提供する。 

⑨地元貢献に努める。 

⑩東大阪市立図書館基本構想の実現に向け、市とともに努める。 

⑪公共図書館の指定管理者としての明確な企業理念を持つ。 

 

５．指定管理業務の範囲 

①図書館管理に関する業務 

②図書等整理に関する業務 

③移動図書館に関する業務 

④ブックスタートに関する業務 

⑤その他に関する業務 

 

６．選定基準（公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例施行規則第 4 条） 

①平等な利用の確保及びサービスの向上が図られること。 

②事業計画書に沿った管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有していること

又は確保できる見込みがあること。 

③事業計画書の内容が管理を行わせる公の施設の効用を最大限に発揮するものであるとともに、管理

経費の縮減が図られるものであること。 

④市民の声が反映される管理が行われること。 

⑤その他市長が必要と認める基準 

 

７．指定にいたるまでの経過 

令和 ２年 ５月 ２７日 指定管理者制度運用会議の開催（選定方針の決定） 

  ６月 ２２日 指定管理予定候補者選定委員会へ諮問 

  ７月 ３日 指定管理予定候補者選定委員会の開催（部会の設置等） 

  ７月 １６日 第一回東大阪市立図書館指定管理予定候補者選定部会の開催 

    （募集要項案・評価基準案等への意見聴取） 

  ８月 １日 募集要項等の配布（～８月２１日） 

  ８月 ２５日 現地説明会を開催（参加：５団体） 

  ９月 ７日 申請書類等の受付（～９月１４日。申請：２団体） 

 １０月 ６日 第二回東大阪市立図書館指定管理予定候補者選定部会の開催 

    （ヒアリング、評価等） 

 １１月 ２日 指定管理予定候補者選定委員会から予定候補者・次点候補者を答申 

 １１月１２日  指定管理者制度運用会議を開催 

 １２月 ２１日 令和２年第４回定例会で指定管理者として株式会社図書館流通センター 

    の指定を議決 
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５　予算・決算

（１）市の一般会計当初予算及び図書館の予算（補正予算を含む）
（千円）

　　　内容 市の当初予算 図書館の

 館名 (一般会計) 予算総額 資料購入費 その他

社会教育課 232,432 120,000 112,432

永和図書館 33,113

花園図書館 19,130

四条図書館 13,390

合　計 642,432 185,633 456,799

（２）図書館の決算額の推移
（千円）

図書費 雑誌 視聴覚資料 新聞等

社会教育課 205,215 - - - - - 205,215

永和図書館 27,565 23,474 2,601 692 798

元年度 花園図書館 22,766 18,762 2,034 687 1,283

四条図書館 15,910 12,843 1,346 1,080 641

合　計 615,967 66,241 55,079 5,981 2,459 2,722 549,726

社会教育課 229,463 121,680 121,680 - - - 107,783

永和図書館 28,202 24,064 2,597 716 825

2年度 花園図書館 22,639 18,521 2,048 764 1,306

四条図書館 16,008 13,133 1,344 871 660

合　計 637,660 188,529 177,398 5,989 2,351 2,791 449,131

社会教育課 158,451 55,000 55,000 - - - 103,451

永和図書館 30,499 23,355 2,570 377 4,197

3年度 花園図書館 20,134 16,328 2,069 694 1,043

四条図書館 15,000 12,430 1,292 868 410

合　計 568,451 120,633 107,113 5,931 1,939 5,650 447,818

社会教育課 230,205 119,980 119,980 - - - 110,225

永和図書館 34,490 31,207 2,431 300 552

4年度 花園図書館 18,982 15,902 2,110 350 620

四条図書館 13,342 11,246 1,339 392 365

合　計 640,205 186,794 178,335 5,880 1,042 1,537 453,411

※花園資料購入費には、家庭文庫費を含む。

※資料購入費には、電子書籍を含む。

※図書費＝一般書＋児童書＋備品＋家庭文庫+電子書籍+法規集　／　新聞等＝新聞＋官報＋選書資料。

410,000 343,186

410,752 344,511

408,197 341,348

410,000 344,367

年　度 図書館 決算総額 その他

　　内　　　訳
備　　考

209,834百万円

資料購入費：花園図書
館に家庭文庫の資料購
入費（633千円）を含
む。

410,000 344,367

内　　　　　　訳
資料購入費
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６　利用状況

（１）各種指標

市　民　利　用　率 　②利用者数／①人口×１００ ＝ 6.6 ％

利用者１人当りの貸出件数 　③貸出件数／②利用者数 ＝ 55.6 件

市民１人当りの貸出件数 　③貸出件数／①人口 ＝ 3.7 件

市民１人当り蔵書資料数 　④蔵書資料数／①人口 ＝ 1.8 件

市民１人当りの資料費 　⑥資料費／①人口 ＝ 384.0 円

市民１人当りの図書費 　⑦図書費／①人口 ＝ 366.6 円

市民１人当りの図書館費 　⑧図書館運営費／①人口 ＝ 1316.0 円

購入図書の平均単価 　⑦図書費／⑤年間購入冊数 ＝ 5862.4 円/冊

蔵　書　回　転　率 　③貸出件数／④蔵書資料数 ＝ 2.1 回/件

市民１人当りのサービス効果 ※３ ＝ 20240.7 円

（平均単価×③貸出件数－⑧図書館運営費）／①人口

※１　当該年度内で1回でも利用のあった登録者の数。

※２　図書館運営費＝図書館指定管理委託料＋図書館費（市）

※３　図書館の貸出サービスを、図書館がなくて市民1人ひとりがその図書を購入したものと仮定して金額に換算したもの。

⑧ 図 書 館 運 営 費 640,205  千円
                     ※２

⑥ 資 料 費 186,794  千円
図書・雑誌・視聴覚資料・
新聞・電子書籍等

⑦ 図 書 費 178,335  千円
図書等（雑誌・視聴覚資料・
新聞は除く）

④ 蔵 書 資 料 数 864,448  件
図書・雑誌・視聴覚資料
(電子書籍等は除く)

⑤ 年 間 購 入 冊 数 30,420  冊
図書等（雑誌・視聴覚資料・
新聞・電子書籍等は除く）

年度内有効登録者数
                    ※１

③ 貸 出 件 数 1,788,780  件
図書・雑誌・視聴覚資料
(電子書籍等は除く)

① 人 口 486,464  人
令和5年4月1日現在
(市政だより5月1日号より）

② 利 用 者 数 32,188  人
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（２）利用統計

永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

利用者数(人) 12,692 9,592 6,116 859 1,667 1,262 32,188
（内児童）　※ １ (1,668) (1,779) (887) (194) (356) (253) (5,137)

貸出件数(件) 631,635 532,760 278,360 71,424 132,600 142,001 1,788,780
（内児童書） (210,488) (180,370) (85,748) (27,835) (53,843) (61,014) (619,298)

貸出人数(人) 172,409 118,218 77,226 16,532 25,601 22,600 432,586
（内児童） (15,214) (13,056) (7,243) (2,457) (3,989) (3,109) (45,068)

予約入力数(件) 228,002 129,807 71,705 29,497 37,059 55,235 551,305

（内Web）　※ 2 (176,882) (105,074) (55,378) (22,230) (25,643) (35,657) (420,864)

開館日数(日) 359 311 314 146 193 174 -

蔵書件数(件) 169,592 375,768 154,616 20,858 111,720 31,894 864,448
（内児童書）　※ 3 (45,390) (122,727) (46,764) (9,091) (49,321) (13,184) (286,477)

（内ＣＤ等
視聴覚資料） (3,139) (6,794) (8,530) (0) (0) (0) (18,463)

※1 利用者数は、当該年度内に１回以上の利用があった登録者数。
※2 予約入力数は、予約カード受付分のうち、所蔵資料に対する予約入力件数。
　　　(WEB予約：平成22年6月より実施)
※3 花園図書館蔵書件数の「内児童書」には、家庭文庫用資料を含む。

≪家庭文庫用資料、読書会用資料及び録音図書所蔵件数及び登録団体数≫

団体数
文庫用
資料

団体数

文　庫 11 12,788冊 テープ 5,849巻

ＤＡＩＳＹ 652枚

団体数
読書会用

資料

読書会 1 2,989冊

※2021年8月分まで購入
（9月以降は未購入で図書館が手配）

朗読ボランティア

やまびこ

録音図書

1

その他
団体数

150団体

永和図書館

631,635件 35%

花園図書館

532,760件 30%

四条図書館

278,360件 16%

石切分室

71,424件 4%

大蓮分室

132,600件 7%

移動図書館

142,001件 8%
令和4年度貸出件数
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（３）月別貸出件数
（件）

　　 館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計
 月 （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書）

55,576 45,047 23,708 5,862 11,947 13,363 155,503
(17,774) (14,273) (7,211) (2,191) (5,339) (5,690) (52,478)

50,685 43,119 23,583 5,429 11,365 10,309 144,490
(16,024) (13,637) (6,965) (1,876) (4,707) (4,298) (47,507)

50,494 45,177 22,374 6,137 10,501 12,138 146,821
(16,117) (15,110) (6,438) (2,340) (4,172) (5,057) (49,234)

56,120 48,822 25,462 6,737 13,076 12,654 162,871
(20,571) (17,995) (8,908) (2,783) (5,910) (5,490) (61,657)

56,909 47,714 24,422 5,784 11,139 6,984 152,952
(20,666) (18,026) (8,292) (2,242) (4,881) (2,889) (56,996)

52,452 43,017 22,374 5,760 11,451 12,564 147,618
(17,203) (14,402) (6,633) (2,276) (4,694) (5,154) (50,362)

55,064 46,912 23,684 6,792 11,698 13,005 157,155
(18,384) (16,237) (7,391) (2,666) (4,568) (5,707) (54,953)

51,536 40,956 22,315 5,551 9,729 10,880 140,967
(17,699) (13,318) (6,585) (2,170) (3,674) (4,756) (48,202)

50,932 43,751 22,503 5,919 11,354 14,485 148,944
(17,116) (14,949) (6,802) (2,354) (4,441) (6,283) (51,945)

50,760 41,843 23,290 5,732 10,383 10,987 142,995
(16,560) (14,047) (6,980) (2,226) (4,431) (4,801) (49,045)

48,506 41,178 21,820 5,587 9,503 12,188 138,782
(15,655) (13,873) (6,335) (2,175) (3,244) (5,294) (46,576)

52,601 45,224 22,825 6,134 10,454 12,444 149,682
(16,719) (14,503) (7,208) (2,536) (3,782) (5,595) (50,343)

631,635 532,760 278,360 71,424 132,600 142,001 1,788,780
(210,488) (180,370) (85,748) (27,835) (53,843) (61,014) (619,298)

合計
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（４）月別貸出人数 　　　　
（人）

　　　館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

　月 (内児童） (内児童） (内児童） (内児童） (内児童） (内児童） (内児童）

14,532 10,006 6,731 1,415 2,187 2,245 37,116
(1,250) (1,038) (649) (211) (347) (324) (3,819)

13,102 8,720 5,903 1,313 2,233 1,682 32,953
(1,039) (880) (575) (170) (363) (241) (3,268)

13,971 10,004 6,395 1,462 2,104 2,020 35,956
(1,137) (1,027) (552) (211) (342) (273) (3,542)

15,093 10,918 6,950 1,559 2,422 2,041 38,983
(1,561) (1,532) (779) (259) (486) (275) (4,892)

15,635 10,502 6,619 1,310 2,181 1,100 37,347
(1,683) (1,318) (743) (223) (408) (152) (4,527)

14,493 9,658 6,232 1,378 2,186 1,981 35,928
(1,232) (1,045) (556) (223) (312) (244) (3,612)

15,282 10,416 6,559 1,559 2,361 2,048 38,225
(1,345) (1,089) (602) (231) (356) (300) (3,923)

14,276 9,336 6,277 1,293 1,969 1,733 34,884
(1,263) (956) (521) (170) (288) (225) (3,423)

13,771 9,751 6,196 1,202 1,972 2,118 35,010
(1,175) (1,019) (565) (170) (263) (305) (3,497)

14,033 9,465 6,445 1,344 1,893 1,673 34,853
(1,193) (1,054) (560) (193) (245) (222) (3,467)

13,447 9,135 6,272 1,302 1,920 1,932 34,008
(1,110) (958) (527) (187) (254) (294) (3,330)

14,774 10,307 6,647 1,395 2,173 2,027 37,323
(1,226) (1,140) (614) (209) (325) (254) (3,768)

172,409 118,218 77,226 16,532 25,601 22,600 432,586
(15,214) (13,056) (7,243) (2,457) (3,989) (3,109) (45,068)
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（５）月別予約件数
(件)

    館名 

 月

4 19,169 10,469 5,970 2,790 3,031 4,759 46,188

5 17,872 10,578 6,293 2,290 3,043 4,078 44,154

6 18,049 10,780 5,585 2,301 2,900 4,625 44,240

7 19,335 11,498 6,554 2,703 3,499 5,411 49,000

8 19,895 11,264 6,269 2,601 3,143 3,479 46,651

9 19,484 11,141 5,865 2,209 3,046 4,904 46,649

10 19,796 11,233 6,105 2,457 3,298 5,232 48,121

11 19,067 10,475 6,074 2,141 2,954 4,271 44,982

12 18,308 10,235 5,636 2,241 3,070 4,694 44,184

1 19,358 11,284 5,901 2,650 3,016 4,568 46,777

2 18,775 10,400 5,816 2,429 3,015 4,864 45,299

3 18,894 10,450 5,637 2,685 3,044 4,350 45,060

合計 228,002 129,807 71,705 29,497 37,059 55,235 551,305

(内 Web) (176,882) (105,074) (55,378) (22,230) (25,643) (35,657) (420,864)

計永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館
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（６） 協力貸出

（６）－１．資料公貸借状況
（件）

永 和 花 園 四 条 石切 大蓮 BM 合 計 永 和 花園 四条 合 計

1 大阪府立図書館 793 422 522 31 146 104 2,018 78 78

2 大阪市立図書館 121 143 50 9 78 114 515 326 326

3 茨木市立図書館 76 65 91 17 14 9 272 103 103

4 柏原市立図書館 12 5 1 1 4 23 56 56

5 堺市立図書館 88 23 23 3 1 7 145 281 281

6 吹田市立図書館 66 65 76 4 4 10 225 372 372

7 高槻市立図書館 50 44 28 2 2 5 131 63 63

8 豊中市立図書館 43 6 6 20 1 4 80 88 88

9 枚方市立図書館 102 145 58 80 10 42 437 99 99

10 松原市立図書館 87 53 24 5 1 2 172 120 120

11 八尾市立図書館 93 55 57 5 5 8 223 72 72

12 岸和田市立図書館 97 27 53 6 2 185 25 25

13 羽曳野市立図書館 80 8 9 3 100 64 64

14 摂津市立図書館 39 2 2 1 1 1 46 83 83

15 泉南市立図書館 12 4 1 17 62 62

16 四條畷市立図書館 13 1 14 76 76

17 富田林市立図書館 47 24 9 7 1 88 177 177

18 大東市立図書館 15 1 6 33 3 1 59 175 175

19 寝屋川市立図書館 102 99 73 5 2 11 292 94 94

20 高石市立図書館 34 1 2 2 1 40 23 23

21 交野市立図書館 44 8 6 1 5 64 152 152

22 門真市立図書館 10 4 18 2 3 37 20 20

23 河内長野市立図書館 77 19 12 3 111 111 111

24 貝塚市立図書館 4 3 2 9 100 100

25 藤井寺市立図書館 35 1 36 109 109

26 守口市立図書館 20 4 4 1 29 45 45

27 能勢町立図書館 63 63

28 豊能町立図書館 6 6 24 24

29 池田市立図書館 13 2 1 16 92 92

30 箕面市立図書館 65 18 9 5 2 99 43 43

31 島本町立図書館 3 4 7 63 63

32 大阪狭山市立図書館 10 1 11 33 33

33 和泉市立図書館 74 39 9 3 2 127 107 107

34 泉大津市立図書館 37 1 38 33 33

35 熊取町立図書館 30 3 33 54 54

36 阪南市立図書館 5 1 6 76 76

37 泉佐野市立図書館 6 5 11 82 82

38 太子町立図書館 6 1 7 44 44

39 千早赤阪村立図書館 5 5 62 62

40 河南町立図書館 13 13 19 19

41 忠岡町立図書館 1 1 2 23 23

42 田尻町立図書館 10 10

合計 2,428 1,284 1,170 243 277 347 5,749 3,802 3,802

No 府内図書館
借　数 貸　数
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永和 花園 四条 石切 大蓮 BM 合 計 永和 花園 四条 合 計

1 国立国会図書館 14 14

2 福島県立図書館 2 2

3 千葉県立図書館 1 1

4 長野県立図書館 1 1

5 愛知県立図書館 3 3

6 福井県立図書館 1 1

7 三重県立図書館 5 5

8 滋賀県立図書館 1 1

9 京都府立図書館 1 1

10 岡山県立図書館 1 1

11 鳥取県立図書館 2 1 3

12 愛媛県立図書館 1 1

13 徳島県立図書館 2 1 3

14 高知県立図書館 1 1

合計 29 3 0 0 0 0 32 0 6 0 6

永和 花園 四条 石切 大蓮 BM 合 計 永和 花園 四条 合 計

1 北海道・石狩市民図書館 1 1

2 東京都・北区立中央図書館 1 1

3 埼玉県・日高市立図書館 1 1

4 福島県・白河市立図書館 1 1

5 愛知県・名古屋市立鶴舞中央図書館 2 2

6 愛知県・名古屋市立徳重図書館 1 1

7 愛知県・名古屋市立富田図書館 1 1

8 愛知県・半田市立図書館 1 1

9 愛知県・豊川市中央図書館 1 1

10 滋賀県・大津市立図書館 2 6 8

11 滋賀県・大津市立北図書館 3 3

12 滋賀県・大津市立和邇図書館 2 2

13 滋賀県立・竜王町立図書館 1 1

14 滋賀県・甲賀市信楽図書館 1 1

15 滋賀県・長浜市立長浜図書館 1 1

16 滋賀県・守山市立図書館 1 1

17 京都府・八幡市立八幡市民図書館 2 2

18 京都府・京田辺市立図書館 5 5

19 京都府・亀岡市立図書館 1 1

20 京都府・大山崎町立図書館 1 1

21 奈良県・大和郡山市図書館 2 7 9

22 奈良県・橿原市立図書館 1 2 3

23 奈良県・三郷町立図書館 1 1

24 兵庫県・三木市立中央図書館 1 34 5 40

26 兵庫県・三木市立図書館 1 1

25 兵庫県・加東市中央図書館 1 1

27 兵庫県・尼崎市立中央図書館 1 1

28 岡山県・井原市井原図書館 2 2

29 長崎県・長崎市立図書館 1 1

合計 5 1 0 0 0 0 6 22 59 8 89

永和 花園 四条 石切 大蓮 BM 合 計 永和 花園 四条 合 計

1 大阪大学附属図書館 1 1

2 大阪公立大学・中百舌鳥図書館 1 1

計 0 0 1 0 1 0 2 0 0 0 0

永和 花園 四条 石切 大蓮 BM 合 計 永和 花園 四条 合 計

2,462 1,288 1,171 243 278 347 5,789 3,824 65 8 3,897

総合計

借　数 貸　数

No 府外市町村立図書館
借　数 貸　数

No 大学図書館
借　数 貸　数

No 国・都道府県立図書館
借　数 貸　数
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（６）－２．録音図書・点字図書公貸借状況

永和 花園 四条 合計 永和 花園 四条 合計

＜　大阪府内　＞

1 8 8

＜　大阪府外　＞

2 3 3

3 1 1

4 4 8 8合　　　　　計

No 施　　　　設　　　　名
借　　　数 貸　　　数

大阪市立早川福祉会館点字図書室

奈良県視覚障害者福祉センター

神奈川県横浜市中央図書館
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（７）過去５年間の貸出件数の推移

（件）

　　館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

 年度 （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書） （内児童書）

628,875 718,692 357,461 74,486 142,112 145,372 2,066,998

(196,245) (248,874) (109,350) (30,491) (63,843) (64,741) (713,544)

490,314 632,697 308,705 64,928 127,170 135,195 1,759,009

(158,268) (217,632) (93,754) (25,576) (55,944) (60,153) (611,327)

551,917 479,207 246,444 59,257 115,059 126,312 1,578,196

(186,630) (156,931) (77,197) (23,421) (50,683) (54,800) (549,662)

553,089 478,657 245,375 65,576 120,215 121,424 1,584,336

(186,829) (165,355) (80,342) (26,633) (53,202) (52,295) (564,656)

631,635 532,760 278,360 71,424 132,600 142,001 1,788,780

(210,488) (180,370) (85,748) (27,835) (53,843) (61,014) (619,298)

H30

R1

R2

R3

R4

永和
永和 永和 永和

永和

花園

花園 花園 花園

花園

四条

四条

四条 四条

四条

石切

石切

石切 石切

石切

大蓮

大蓮

大蓮 大蓮

大蓮

移動

移動

移動 移動

移動

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

H30 R1 R2 R3 R4

件

年度

過去５年間貸出件数推移

永和 花園 四条

石切 大蓮 移動

28



（８）過去５年間の貸出人数の推移

（人）

　　館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

 年度 （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童）

173,163 160,072 97,076 16,486 25,763 28,003 500,563

(14,874) (22,679) (10,702) (3,129) (5,454) (4,912) (61,750)

133,887 140,383 84,053 14,405 23,256 24,279 420,263

(11,251) (18,962) (8,954) (2,386) (4,385) (4,213) (50,151)

145,387 104,851 67,675 13,596 21,416 22,067 374,992

(13,687) (12,005) (6,694) (2,290) (3,951) (3,284) (41,911)

148,860 103,607 67,110 14,705 22,307 20,066 376,655

(13,655) (12,568) (7,168) (2,776) (4,076) (2,768) (43,011)

172,409 118,218 77,226 16,532 25,601 22,600 432,586

(15,214) (13,056) (7,243) (2,457) (3,989) (3,109) (45,068)
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（９）過去５年間の利用者数の推移

（人）

　　館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

 年度 （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童） （内児童）

13,674 12,700 8,734 999 2,035 1,718 39,860

(1,930) (2,991) (1,528) (309) (555) (409) (7,722)

12,477 11,782 8,181 965 1,939 1,617 36,961

(1,731) (2,804) (1,401) (279) (528) (384) (7,127)

12,048 8,883 6,197 740 1,482 1,402 30,752

(1,568) (1,684) (909) (180) (337) (317) (4,995)

12,169 9,275 6,048 814 1,647 1,290 31,243

(1,683) (1,833) (901) (192) (418) (268) (5,295)

12,692 9,592 6,116 859 1,667 1,262 32,188

(1,668) (1,779) (887) (194) (356) (253) (5,137)

※ 1年間に1回以上の利用があった登録者の数。
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（１０）視聴覚資料利用状況

（１０）－１.　花園図書館ビデオブース利用状況

年度 所蔵数 利用回数 ＊ブース数＝４席

H30 1,264 3,233
R1 1,264 3,210
R2 1,263 0
R3 1,265 0
R4 1,256 28

（１０）－２.　花園図書館ＣＤチェア利用状況

年度 所蔵数 利用回数 ＊ＣＤチェア＝１０席

H30 5,970 4,169
R1 6,226 3,800
R2 6,461 0
R3 6,645 24
R4 6,737 262

※令和２年３月より、新型コロナウイルスの感染防止対策としてビデオブースおよびCDチェアの利用を休止。

※令和４年１月より、席数を制限してCDチェアの利用を再開。

※令和５年３月より、席数を制限してビデオブースの利用を再開。
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（１０）－３.　過去５年間のＣＤ貸出状況と所蔵数

（件）

      　　館名 永和図書館 花園図書館 四条図書館 石切分室 大蓮分室 移動図書館 計

 年度 （所蔵数） （所蔵数） （所蔵数） （所蔵数） （所蔵数） （所蔵数） （所蔵数）

21,418 30,383 23,541 584 807 740 77,473

(2,575) (5,970) (7,590) (0) (0) (0) (16,135)

15,058 25,707 19,875 523 826 613 62,602

(2,759) (6,226) (7,913) (0) (0) (0) (16,898)

18,349 15,827 14,832 626 877 576 51,087

(2,956) (6,461) (8,189) (0) (0) (0) (17,606)

15,858 13,067 13,555 612 592 546 44,230

(3,070) (6,645) (8,433) (0) (0) (0) (18,148)

16,965 16,426 14,591 736 831 475 50,024

(3,139) (6,737) (8,530) (0) (0) (0) (18,406)

※旭町図書館（現 四条図書館）は、平成９年１月の開設時よりＣＤを貸出。
※平成２３年４月より、永和図書館、移動図書館、大蓮･石切分室の窓口で、ＣＤの貸出及び予約を開始。
※平成２４年１月６日より、花園図書館でＣＤの貸出を開始。
　（花園図書館はＣＤチェア利用も含む。）
※平成３０年１月１日より、ＣＤの貸出点数を１人１点から２点に変更。

H30

R1

R2

R3

R4
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（１１）移動図書館利用状況
＜西地区＞

STNo

1 三ノ瀬公民分館 2,189 418

2 金岡公園 6,880 1,014

3 はすの広場(近江堂)北側 4,210 635

4 新家西町第２公園 1,783 219

5 西堤神社境内 2,119 297

6 稲田公園 8,403 1,368

7 大和公園 4,356 636

8 市営鷺島住宅集会所前 2,469 395

9 新喜多公園 4,319 666

10 川俣処理場東側 717 126

12 八戸ノ里公園相撲場西側 8,810 1,025

24 柏田公園 1,036 144

25 岸田堂南公園 2,294 325

31 五百石公園（御厨東２） 8,059 1,236

38 御厨天神社境内 1,894 224

53 市営島町住宅 2,878 420

　　　小　　　　　計 62,416 9,148

※移動図書館巡回時の貸出とは別に、ＢＭ事務所内での貸出として、43件、16人。

※布施駅前市民プラザ・楠根市民プラザで出張図書館を実施。（上記件数には含まれない）
布施駅前市民プラザ：185件、69人　楠根市民プラザ：333件、58人

　　　　ス テ ー シ ョ ン 名 貸出件数 利用者数

（ＢＭ事務所内での貸出とは、巡回当日の事前貸出と特別養護老人ホームヴェルディ八戸ノ里、
及び他市図書館への団体貸出等をいう。）
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＜中地区＞

STNo

14 寺島公園 15,133 2,856

19 鴻北公園西側 2,949 455

30 花園西町公園 2,132 443

32 ﾌﾟﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ東大阪（岩田町６） 4,260 468

34 府営東鴻池第二住宅 482 112

35 府営東大阪玉串住宅 1,266 255

36 若江本町北公園 6,905 1,346

39 春光園（横枕） 1,288 242

40 東楠風荘公園(稲荷神社横) 10,890 1,443

41 玉串西団地集会所前 1,701 263

46 加納アメリア集会所前 2,927 416

48 府営加納住宅集会所前 326 57

51 角田総合老人センター 1,343 169

52 ﾗｲｵﾝｽﾞﾏﾝｼｮﾝ（若江東町２） 3,859 617

55 メープルコート（島之内１） 1,124 175

59 岩田公園 3,294 760

　　　　小　　　計 59,879 10,077

※布施駅前市民プラザ・楠根市民プラザで出張図書館を実施。（上記件数には含まれない）

ス テ ー シ ョ ン 名 貸出件数 利用者数
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＜東地区＞

STNo

13 日下町丹波神社西側 244 45

15 六万寺桜井児童遊園 852 80

17 瓢箪山稲荷神社東駐車場 979 120

18 豊浦公民分館 1,992 283

22 新池島児童遊園 2,851 443

23 大池公園 312 82

29 マンハイム石切（日下町４） 3,475 667

37 ＪＡ孔舎衙（日下６丁目） 2,961 576

45 駅前公園（上石切町２） 946 150

47 シャルマンコーポ枚岡公園 282 64

49 横小路町メイ・トーラス 216 31

50 上六万寺児童遊園 2 1

56 オーク新石切（西石切町７） 602 81

57 ダイアパレス横（西石切町２） 1,922 333

58 東体育館前 1,509 276

　　　小　　　　計 19,145 3,232

※布施駅前市民プラザ・楠根市民プラザで出張図書館を実施。（上記件数には含まれない）

ス テ ー シ ョ ン 名 貸出件数 利用者数
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（１２）ベスト・リーダー及びベスト・リクエスト

（１２）－１.　よく読まれた本

書　　　　　　名 著　者 出版社 書　　　　　　名 著　者 出版社

1 流浪の月 凪良 ゆう 東京創元社 1 買わない暮らし。　片づけ、節約、ム
ダづかい…シンプルに解決する方法

筆子 大和出版

2 クスノキの番人 東野 圭吾 実業之日本社 2 老いの福袋
あっぱれ!ころばぬ先の知恵88

樋口 恵子 中央公論新社

3 52ヘルツのクジラたち 町田 そのこ 中央公論新社 3 「育ちがいい人」だけが知っているこ
と　今からでも「育ち」は良くなる!

諏内 えみ ダイヤモンド社

4 希望の糸 東野 圭吾 講談社 4 70歳が老化の分かれ道　若さを持続
する人、一気に衰える人の違い

和田 秀樹 詩想社

5 三千円の使いかた 原田 ひ香 中央公論新社 5 ぼくのお父さん 矢部 太郎 新潮社

6 透明な螺旋 東野 圭吾 文藝春秋 6 よけいなひと言を好かれるセリフ
に変える言いかえ図鑑

大野 萌子 サンマーク出版

7 塞王の楯 今村 翔吾 集英社 7 妻が口をきいてくれません 野原 広子 集英社

8 小説8050 林 真理子 新潮社 8 九十八歳。戦いやまず日は暮れず 佐藤 愛子 小学館

9 白鳥とコウモリ 東野 圭吾 幻冬舎 9 ジェイソン流お金の増やし方
コレだけやれば貯まる!

厚切りジェイ
ソン

ぴあ

10 黒牢城　Arioka Citadel case 米澤 穂信 KADOKAWA 10 さらに、やめてみた。　自分のままで生
きられるようになる、暮らし方・考え方 わたなべ ぽん 幻冬舎

11 ブラック・ショーマンと名もなき
町の殺人

東野 圭吾 光文社 11 嫌われる勇気
岸見 一郎
古賀 史健

ダイヤモンド社

12 あきない世傳金と銀　12 高田 郁 角川春樹事務所 12 人は話し方が9割　1分で人を動か
し、100%好かれる話し方のコツ

永松 茂久 すばる舎

13 もう別れてもいいですか 垣谷 美雨 中央公論新社 13 1%の努力 ひろゆき ダイヤモンド社

14 硝子の塔の殺人 知念 実希人 実業之日本社 14 不安と折り合いをつけてうまいこ
と老いる生き方

中村 恒子
奥田 弘美

すばる舎

15 残照の頂　山女日記 続 湊 かなえ 幻冬舎 15 気がつけば、終着駅 佐藤 愛子 中央公論新社

16 変な家 雨穴 飛鳥新社 16
ぼくはイエローでホワイトで、ちょっと
ブルー　The Real British Secondary
School Days　[1]

ブレイディみ
かこ

新潮社

17 倒産続きの彼女 新川 帆立 宝島社 17 80歳の壁 和田 秀樹 幻冬舎

17 ミカエルの鼓動 柚月 裕子 文藝春秋 18 本当の自由を手に入れるお金の大学 両@リベ大学長 朝日新聞出版

19 ライオンのおやつ 小川 糸 ポプラ社 18 私が見た未来　完全版 たつき 諒 飛鳥新社

20 正欲 朝井 リョウ 新潮社 20 1日5分からの断捨離
モノが減ると、時間が増える

やました ひで
こ

大和書房

20 そして、バトンは渡された 瀬尾 まいこ 文藝春秋

順
位

一　　般　　書　（小　説） 順
位

一　　般　　書　（小説以外）
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書　　　　　　名 著　者 出版社 書　　　　　　名 著　者 出版社

1 「ノラネコぐんだん」シリーズ 工藤 ノリコ 白泉社 1 「かいけつゾロリ」シリーズ 原　ゆたか ポプラ社

2 「おしりたんてい」シリーズ トロル ポプラ社 2 「おばけずかん」シリーズ 斉藤 洋 講談社

3 「100かいだてのいえ」シリーズ いわい としお 偕成社 3 「ほねほねザウルス」シリーズ
カバヤ食品株式
会社／原案・監
修

岩崎書店

4 「パンどろぼう」シリーズ 柴田 ケイコ KADOKAWA 4 「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」シリーズ 廣嶋 玲子 偕成社

5 「だるまさん」シリーズ かがくい ひろし ブロンズ新社 5 「おしりたんてい」シリーズ トロル ポプラ社

6 それしかないわけないでしょう ヨシタケ シンスケ 白泉社 6 「5分後に意外な結末」シリーズ
桃戸 ハル／編
著

学研プラス

7 ぼくのニセモノをつくるには ヨシタケ シンスケ ブロンズ新社 7 「ようかいとりものちょう」シリーズ 大崎 悌造 岩崎書店

8 りんごかもしれない ヨシタケ シンスケ ブロンズ新社 8 「にじいろフェアリー」シリーズ 友永 コリエ 岩崎書店

9 つまんないつまんない ヨシタケ シンスケ 白泉社 9 「四つ子ぐらし」シリーズ ひの ひまり KADOKAWA

10 あつかったらぬげばいい ヨシタケ シンスケ 白泉社 10 「ルルとララ」シリーズ あんびる やすこ 岩崎書店

11 なんだろうなんだろう ヨシタケ シンスケ 光村図書出版 11 「おばけマンション」シリーズ むらい かよ ポプラ社

12 みえるとかみえないとか ヨシタケ シンスケ アリス館 12 「ふしぎ町のふしぎレストラン」シリーズ 三田村 信行 あかね書房

13 わたしのわごむはわたさない ヨシタケ シンスケ PHP研究所 13 「おばけのアッチ」シリーズ 角野 栄子 ポプラ社

14 おしっこちょっぴりもれたろう ヨシタケ シンスケ PHP研究所 14 「ミルキー杉山のあなたも名探偵」シリーズ 杉山 亮 偕成社

15 ころべばいいのに ヨシタケ シンスケ ブロンズ新社 15 「世界一クラブ」シリーズ 大空 なつき KADOKAWA

16 あきらがあけてあげるから ヨシタケ シンスケ PHP研究所 16 「鬼滅の刃　ノベライズ」シリーズ
吾峠 呼世晴／
原作

集英社

17 もうぬげない ヨシタケ シンスケ ブロンズ新社 17 「ティンクル・セボンスター」シリーズ 菊田 みちよ ポプラ社

18 しろくまちゃんのほっとけーき わかやま　けん こぐま社 18 「海色ダイアリー」シリーズ みゆ 集英社

18 ふまんがあります ヨシタケ シンスケ PHP研究所 19 「時間割男子」シリーズ 一ノ瀬 三葉 KADOKAWA

20 りゆうがあります ヨシタケ シンスケ PHP研究所 20 「レッツ」シリーズ ひこ・田中 講談社

順
位

児　童　書　（絵　本）
順
位

児　童　書　（よみもの）
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書　　　　　　名 著　者 出版社 書　　　　　　名 著　者 出版社

1 「サバイバル」シリーズ 朝日新聞出版 1 ONE PIECE 尾田 栄一郎 集英社

2 「どっちが強い！？」シリーズ KADOKAWA 2 鬼滅の刃 吾峠 呼世晴 集英社

3 「世界史探偵コナン」シリーズ
青山 剛昌／原
作

小学館 3 しずくちゃん ぎぼ りつこ 岩崎書店

4 「日本史探偵コナン」シリーズ
青山 剛昌／原
作

小学館 4 呪術廻戦 芥見 下々 集英社

5 「ドラえもん探究ワールド」シリーズ
藤子・F・不二
雄／まんが

小学館 5 ドラえもん
藤子・F・不二
雄

小学館

6
「歴史漫画タイムワープ」シリー
ズ

朝日新聞出版 6 名探偵コナン 青山 剛昌 小学館

7 「ドラえもん科学ワールド」シリーズ
藤子・F・不二
雄／まんが

小学館 7 ワンパンマン ONE／原作 集英社

8 「恐竜キングダム」シリーズ
エアーチーム
／まんが

KADOKAWA 8 おしりダンディ ザ・ヤング
トロル／原
案・監修

集英社

9 「実験対決」シリーズ 朝日新聞出版 9 暗殺教室 松井　優征 集英社

10
「ドラえもん社会ワールド」シ
リーズ

藤子・F・不二
雄／まんが

小学館 10 約束のネバーランド
白井 カイウ／
原作

集英社

11 すみっコぐらし心理テスト 阿雅佐 学研プラス 11 ドラえもんプラス
藤子・F・不二
雄

小学館

11
すみっコぐらし心理テスト　学校
編

阿雅佐 学研プラス 12 名探偵コナン犯人の犯沢さん かんば まゆこ 小学館

13 すみっコぐらし占い クロイ KADOKAWA 13 ハニーレモンソーダ 村田 真優 集英社

14
ざんねんないきもの事典　続
おもしろい!進化のふしぎ

今泉 忠明／監
修

高橋書店 14 大長編ドラえもん　Vol.18
藤子・F・不二
雄プロ

小学館

14
ざんねんないきもの事典　[正]
おもしろい!進化のふしぎ

今泉 忠明／監
修

高橋書店 15
とっておきドラえもん
むねいっぱい　感動編

藤子・Ｆ・不
二雄／原著

小学館

16 頭を楽しくきたえる!推理クイズ
藤子・F・不二
雄／原作

小学館 16
呪術廻戦　０
東京都立呪術高等専門学校

芥見　下々 集英社

17 異種最強王図鑑　No.1決定トーナメ
ント!!

實吉 達郎／監
修

学研プラス 17
4コマまんが!よりぬきしずくちゃ
ん

ぎぼ りつこ 岩崎書店

18
すみっコぐらし～なぞなぞなんで
す～全222もん!!

キャラぱふぇ
編集部

KADOKAWA 18 夏目友人帳　28 緑川 ゆき 白泉社

18
名探偵コナンの10才までに知っ
ておきたい世の中のこと177

青山 剛昌／原
作

小学館 19 ハイキュー!!　43 古舘 春一 集英社

20 災害を知る
オオタ ヤスシ／
マンガ・イラス
ト

旺文社 20 ちはやふる　47 末次 由紀 講談社

20 しずくちゃんおやつクッキング ぎぼ りつこ 岩崎書店

順
位

児　童　書　（よみもの以外）
順
位

児　童　書　（まんが）
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タ　イ　ト　ル 演奏者 レーベル 雑誌タイトル 出版社

1 瞬間的シックスセンス あいみょん
ソニー・ミュー
ジックマーケティ
ング

1 オレンジページ オレンジページ

2 青春のエキサイトメント あいみょん
ワーナーミュー
ジック・ジャパン

2 婦人公論 中央公論新社

3 ここにいるよ 中島 みゆき
エイベックス・エ
ンタテインメント

3 きょうの健康 ＮＨＫ出版

4 SEKAI NO OWARI
SEKAI NO
OWARI

TOY'S
FACTORY

4 すてきにハンドメイド ＮＨＫ出版

4 エスカパレード
Ｏｆｆｉｃｉａ
ｌ髭男ｄｉｓｍ

ラストラム・
ミュージック・エ
ンタテインメント

5 暮しの手帖 暮しの手帖社

6 ターンテーブル 竹内 まりや
ソニー・ミュー
ジックソリュー
ションズ

6 ＥＳＳＥ フジテレビジョン

7 ＢＯＯＴＬＥＧ 米津 玄師
ソニー・ミュー
ジックマーケティ
ング

7 クロワッサン マガジンハウス

8 平成令和アニソンBEST DJ ROYAL
Wonderful Party
Music

8 サンキュ！ ベネッセコーポレーション

8 ＳＴＲＡＹ　ＳＨＥＥＰ 米津 玄師
ソニー・ミュー
ジックソリュー
ションズ

9 ＬＤＫ 晋遊舎

10 花鳥風月+ スピッツ
ユニバーサル
ミュージック

10 天然生活 扶桑社

11 LEO-NiNE LiSA
Sony Music
Labels

11 レタスクラブ ＫＡＤＯＫＡＷＡ

12 ＣＥＲＥＭＯＮＹ
Ｋｉｎｇ Ｇｎ
ｕ

ソニー・ミュー
ジックソリュー
ションズ

12 日経ＰＣ２１ 日経ＢＰ

13 Ｔｒａｖｅｌｅｒ
Ｏｆｆｉｃｉａ
ｌ髭男ｄｉｓｍ

ポニーキャニオン 13 ＳＡＶＶＹ 京阪神エルマガジン社

13 ＭＡＧＩＣ
ｂａｃｋ ｎｕ
ｍｂｅｒ

ユニバーサル
ミュージック

14 あまから手帖 クリエテ関西

13 ケツノパラダイス ケツメイシ
エイベックス・エ
ンタテインメント

15 きょうの料理ビギナーズ ＮＨＫ出版

16
保存盤　昭和の演歌　１
昭和３８-４１年

日本コロムビア 16 文藝春秋 文藝春秋

17 ロング・バケイション 大滝 詠一
Sony Music
Labels

17 Ｍａｒｔ 光文社

17 心に響く唄 オムニバス
ソニー・ミュー
ジックマーケティ
ング

18 日経ＷＯＭＡＮ 日経ＢＰ社

17 風街に連れてって!　松本隆作詞活動50周
年トリビュートアルバム

吉岡 聖恵／ほ
か

日本コロムビア 19 Ｍｅｅｔｓ　Ｒｅｇｉｏｎａｌ 京阪神エルマガジン社

20
みんなのフォーク＆ポップス
～ベター・デイズが聴こえる～

オムニバス 日本クラウン 20 かぞくのじかん 婦人之友社

20 ＬＯＶＥ 菅田 将暉
ソニー・ミュー
ジックソリュー
ションズ

20
ユーミンからの、恋のうた。　THE BEST
OF YUMI MATSUTOYA 45TH
ANNIVERSARY

松任谷 由実
ユニバーサル
ミュージック

20 あなたになりたかった 平井 堅
Sony Music
Labels

順
位

Ｃ　　　　　Ｄ
順
位

雑　　　　　　　　誌
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（１２）－２.　予約の多かった本

順位 書　　　　　名 著　　者 出 版 社

1 三千円の使いかた 原田 ひ香 中央公論新社

2 おいしいごはんが食べられますように 高瀬 隼子 講談社

3 マスカレード・ゲーム 東野 圭吾 集英社

4 同志少女よ、敵を撃て 逢坂 冬馬 早川書房

5 老害の人 内館 牧子 講談社

6 夜に星を放つ 窪 美澄 文藝春秋

7 80歳の壁 和田 秀樹 幻冬舎

8 #真相をお話しします 結城 真一郎 新潮社

9 汝、星のごとく 凪良 ゆう 講談社

10 財布は踊る 原田 ひ香 新潮社

11
メイクがなんとなく変なので友達の美容部員にコツを全部聞
いてみた 吉川 景都、BAパンダ ダイヤモンド社

12 ハヤブサ消防団 池井戸 潤 集英社

13 子宝船 宮部 みゆき PHP研究所

14 教誨 柚月 裕子 小学館

15 その本は 又吉 直樹、ヨシタケ シンスケ ポプラ社

16 ジェイソン流お金の増やし方　コレだけやれば貯まる! 厚切りジェイソン ぴあ

17 老人ホテル 原田 ひ香 光文社

18 光のとこにいてね 一穂 ミチ 文藝春秋

19 変な家 雨穴 飛鳥新社

20 希望の糸　（文庫） 東野 圭吾 講談社

21 71歳、年金月5万円、あるもので工夫する楽しい節約生活 紫苑 大和書房

22  つきジェンガ 辻村 深月 文藝春秋

23 もう別れてもいいですか 垣谷 美雨 中央公論新社

24 宙ごはん 町田 そのこ 小学館

25 よって件のごとし 宮部 みゆき KADOKAWA

26 流浪の月 凪良 ゆう 東京創元社

27 方舟 夕木 春央 講談社

28 チョウセンアサガオの咲く夏 柚月 裕子 KADOKAWA

29 月の立つ林で 青山 美智子 ポプラ社

30 人生が変わる紙片づけ! 石阪 京子 ダイヤモンド社

30 あきない世傳金と銀　13 高田 郁 角川春樹事務所

32 変な絵 雨穴 双葉社

33 87歳、古い団地で愉しむひとりの暮らし 多良 美智子 すばる舎

33 魔女と過ごした七日間 東野 圭吾 KADOKAWA

35 剣持麗子のワンナイト推理 新川 帆立 宝島社
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36 競争の番人　[1] 新川 帆立 講談社

37 川のほとりに立つ者は 寺地 はるな 双葉社

38 希望の糸 東野 圭吾 講談社

38 特殊清掃人 中山 七里 朝日新聞出版

40 爆弾 呉 勝浩 講談社

41 関西発、日帰りさんぽ旅 朝日新聞出版

42 SPY×FAMILY　9 遠藤 達哉 集英社

43 無人島のふたり 120日以上生きなくちゃ日記 山本 文緒 新潮社

43 成熟スイッチ 林 真理子 講談社

45 リバー 奥田 英朗 集英社

45 審議官 今野 敏 新潮社

47 母性 湊 かなえ 新潮社

47 六人の つきな大学生 浅倉 秋成 KADOKAWA

47 大ピンチずかん 鈴木 のりたけ 小学館

47 お金が貯まる人は、なぜ部屋がきれいなのか 黒田 尚子
日経BP日本経済新聞出版
本部

47 掬えば手には 瀬尾 まいこ 講談社
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７　電子図書館
（１）過去５年間の推移（令和３年４月サービス開始） ※各年度末時点

年度 閲覧件数 貸出件数 貸出人数 新規登録 蔵書件数

H30

（内学校利用）

R1

（内学校利用）

R2

（内学校利用）

R3 528,737 221,926 111,573 31,115 46,991

（内学校利用） - (187,339) (92,983) (26,765) -

R4 567,452 231,129 125,229 5,121 69,046

（内学校利用） - (198,508) (107,993) (3,294) -

0
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H30 R1 R2 R3 R4

人

年度

過去５年間の推移 閲覧件数 貸出件数 貸出人数

新規登録 蔵書件数
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（２）月別利用状況

月 閲覧件数 貸出件数 貸出人数 新規登録

4月 39,282 17,335 8,742 349

5月 46,233 18,556 10,011 1,623

6月 49,749 19,631 10,943 511

7月 44,519 17,653 9,630 266

8月 33,451 15,143 7,225 213

9月 50,773 20,461 11,388 345

10月 51,337 19,975 11,282 306

11月 47,251 17,847 10,408 302

12月 48,943 19,035 10,427 256

1月 52,206 21,673 11,637 217

2月 52,056 21,947 12,096 333

3月 51,652 21,873 11,440 400

合計 567,452 231,129 125,229 5,121
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（４）電子図書館　展示一覧

種　別 展　示　タ　イ　ト　ル 実　施　期　間

一般書展示 「春を家で楽しもう」 4月1日(金)～4月30日(土)

一般書展示 「ゆっくりお金について考えてみよう」 5月1日(日)～5月31日(火)

一般書展示 「本で旅しよう」 6月1日(水)～6月30日(木)

一般書展示 「夏を楽しもう♪」 7月1日(金)～7月31日(日)

児童書展示 「夏休みおたすけ本」 8月1日(月)～8月31日(水)

児童書展示 「【読書感想文おすすめ】過去の課題図書」 8月1日(月)～8月31日(水)

一般書・児童書展示 「【戦争の本展】平和について考えよう」 8月1日(月)～8月31日(水)

一般書展示 「環境について考える」 9月1日(木)～9月30日(金)

児童書展示 「月(つき)と星(ほし)のおはなし」 9月1日(木)～9月30日(金)

追悼展示 「稲盛和夫氏」 9月1日(木)～9月30日(金)

一般書展示 「10月14日鉄道の日！読んで鉄道を楽しもう」 10月1日(土)～10月31日(月)

児童書展示 「ハッピーハロウィン！」 10月1日(土)～10月31日(月)

一般書展示 「あったか～～い♪」 11月1日(火)～11月30日(水)

児童書展示 「クリスマス☆」 11月1日(火)～12月31日(土)

一般書展示 「師走！師走！！師走！！！」 12月1日(木)～12月31日(土)

一般書展示 「AI・ロボット特集」 1月1日(日)～1月31日(火)

児童書展示 「今年（ことし）はうさぎ年（どし）！」 1月1日(日)～1月31日(火)

臨時展示 「池波正太郎生誕100周年」 1月1日(日)～1月31日(火)

臨時展示 「耳で聞こう！聞く本特集」 2月1日(水)～2月28日(火)

児童書展示 「聞く本にチャレンジしてみよう」 2月1日(水)～2月28日(火)

臨時展示  「司馬遼太郎展示菜の花忌に寄せて」 2月1日(水)～2月28日(火)

追悼展示 「追悼展示（永井路子）」 2月1日(水)～2月28日(火)

一般書展示 「新生活に向けて準備しよう」 3月1日(水)～3月31日(金)

児童書展示 「春（はる）を見（み）つけよう」 3月1日(水)～3月31日(金)

特別展示 「特別展示 科学道100冊 ～電子図書館編～」 3月1日(水)～4月30日(日)
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実　施　日 回数 参加人数

第1土曜日 10回 106人

第1水曜日 10回 52人

第3日曜日 12回 166人

第3日曜日 7回 80人

第4土曜日 12回 151人

6月18日(土)、1月21日(土) 2回 22人

5月8日(日) 1回 4人

5月22日(日) 1回 18人

7月5日(火)～7月7日(木) 1回 84人

8月1日(月) 1回 37人

1月1日(日) 1回 40人

1月9日(月) 1回 9人

7月20日(水)～8月31日(水)

8月6日(土) 1回 9人

12月17日(土) 1回 10人

7月21日(木) 1回 8人

11月28日(月)、11月29日(火) 2回 79人

2人

2人

2人

3人

2人

3人

1人

2人

2人

８　行事等の実施状況

合計 9 校

石切中学校 11月17日(木)～11月18日(金)

新喜多中学校 1月25日(水)～1月26日(木)

弥刀中学校 1月31日(火)～2月1日(水)

11月1日(火)～11月2日(水)

柏田中学校 11月8日(火)～11月9日(水)

小阪中学校 11月10日(木)～11月11日(金)

（７）職業体験学習

布施中学校 9月15日(木)～9月16日(金)

意岐部中学校 10月7日(金)

上小阪中学校 10月27日(木)～10月28日(金)

（６）図書館見学

東大阪朝鮮初級学校

桜橋小学校 2年生

合計 2 校

本の福袋

英語の絵本とカルタであそぼう！

（３）戦争の本展

戦争に関する資料の展示（本の展示）

楠根中学校

展示冊数：274冊

戦争の本展おはなし会

大きなダンボール板の自由創作で道具の使い方を学ぼう☆ワーク
ショップ 11月3日(木）、11月12日(土) 2回 24人

　共催：株式会社コノエ

水をすう化石！？けいそう土を使ってコースターを作ってみよ
う！ 11月3日(木）、11月12日(土) 2回 30人

　共催：和気産業株式会社

（５）郷土歴史に関する行事

（４）冬の子どもまつり

手遊び、絵本の読み聞かせ、クリスマスリースの飾りつけ工作

9月10日(土) 1回 28人
　講師：近畿財務局職員

えいごのえほんでたのしくあそぼう [きらりっこ]

えほんはともだち　　　　　　　　 [コッコ絵本の会]

おとなもこどももよっといで　　　 [わくわく絵本の会]

（２）イベント

移転2周年記念イベント第1弾 1日図書館員

移転2周年記念イベント第2弾 おたのしみ会

【永和図書館】

行　事　内　容　[団体名]

（１）おはなし

おはなしのじかん　　　　 OSAKA PAGE ONEｷｬﾝﾍﾟｰﾝ協賛

親子でたのしむえほんとわらべうた［ねっこぼっこ］

おはなしパーティ　　　　　　　　［REIWA絵本クラブ］

七夕 短冊を書こう

夏の工作教室

投資初心者向け講演会　私が投資をはじめたら
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6月14日(火)～1月17日(火) 11回 2人

9月6日(火)～9月14日(水) 4回 2人

8月22日(月)～8月27日(土) 5回 1人

11月20日(日)～11月25日(金) 5回 1人

12月19日(月)～12月23日(金) 5回 1人

8月12日(金)～8月20日(土) 7回 1人

9月1日(木)～9月15日(木) 9回 1人

一般書展示 「本屋大賞 ノミネート作家作品」 3月1日(火)～4月30日(土)

児童書展示 「春がきた」 3月1日(火)～4月30日(土)

ビジネス展示 「フレッシャーズの皆さんへ」 4月1日(金)～5月31日(火)

CD展示 「音楽で春を楽しむ“桜”特集」 4月1日(金)～5月31日(火)

一般書展示 「春を家で楽しもう」 4月1日(金)～5月31日(火)

一般書展示 「覚え違いしやすい本あつめました」 5月1日(日)～5月31日(火)

児童書展示 「どうぶつのほん」 5月1日(日)～5月31日(火)

一般書展示 「本で旅しよう」 6月1日(水)～6月30日(木)

児童書展示 「虹のほん」 6月1日(水)～6月30日(木)

ビジネス展示 「先人に学ぶ」 6月1日(水)～7月31日(日)

CD展示 「作業用BGM特集」 6月1日(水)～7月31日(日)

一般書展示 「サスペンス」 6月1日(水)～7月31日(日)

一般書展示 「野菜を楽しもう」 7月1日(金)～7月31日(日)

児童書展示 「こわい本」 7月1日(金)～7月31日(日)

一般書展示 「芥川・直木賞 ノミネート作家作品展示」 8月1日(月)～8月31日(水)

児童書展示 「夏休みおたすけ本！」 7月20日(水)～8月31日(水)

児童書展示 「過去の課題図書」 7月20日(水)～8月31日(水)

ビジネス展示 「キャリアデザイン」 8月1日(月)～9月30日(金)

CD展示 「“夏を駆け抜けろ”アガるCD特集」 8月5日(金)～9月30日(金)

一般書展示 「芥川・直木賞 ノミネート作家作品展示」 9月1日(木)～9月30日(金)

児童書展示 「あきの本」 9月1日(木)～10月31日(月)

一般書展示 「ミステリー小説」 10月1日(土)～11月30日(水)

一般書展示 「心も体もあたたまろう」 11月1日(火)～11月30日(水)

ビジネス展示 「ビジネス在宅ワーク」 10月1日(土)～11月30日(水)

CD展示 「今日、“ジャケ借り”しませんか？」 10月1日(土)～11月30日(水)

児童書展示 「クリスマス」 11月1日(火)～12月31日(土)

一般書展示 「2022年追悼展示」 12月1日(木)～12月31日(土)

臨時展示 「舞いあがれ～朝ドラ特別展示～」 9月1日(木)～12月31日(土)

CD展示 「クリスマス」 11月29日(火)～12月25日(日)

一般書展示 「おうち革命」 12月1日(木)～1月31日(火)

一般書展示 「芥川・直木賞 ノミネート作家作品展示」 1月1日(日)～1月31日(火)

児童書展示 「お正月」 1月1日(日)～1月31日(火)

ビジネス展示 「ビジネス起業・副業」 12月1日(木)～1月31日(火)

CD展示 「懐かしのベストヒット」 12月1日(木)～1月31日(火)

一般書展示 「日本ってすばらしい」 2月1日(水)～2月28日(火)

臨時展示 「100周年　司馬遼太郎　菜の花忌に寄せて」 2月1日(水)～2月28日(火)

児童書展示 「さむいさむ～い」 2月1日(水)～2月28日(火)

一般書展示 「蔵出し書庫本」 2月1日(水)～3月31日(金)

ビジネス展示 「スキルアップ」 2月1日(水)～3月31日(金)

CD展示 「女性ボーカル特集 海外編」 2月1日(水)～3月31日(金)

【インターンシップ】大阪樟蔭女子大学

合計 3 校

（９）展示

（８）実習・インターンシップ

【デュアル実習】布施北高等学校

【インターンシップ】布施北高等学校

【図書館実習】大谷大学

【図書館実習】大阪樟蔭女子大学
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臨時展示 「ブラチスラバ絵本展示」 2月9日(木)～3月31日(金)

一般書展示 「整える」 3月1日(水)～3月31日(金)

児童書展示 「かぞえる本」 3月1日(水)～3月31日(金)

実　施　日 回数 参加人数

第1土曜日 12回 89人

第1日曜日 7回 69人

第1・3水曜日 16回 104人

第2・4水曜日 21回 164人

第2・4金曜日 19回 61人

第3木曜日 7回 28人

第4土曜日 9回 135人

7月23日(土) 1回 41人

第1土曜日 12回 68人

4月23日(土)～5月12日(木) - 15人

5月1日(日) 1回 41人

6月11日(土) 1回 21人

8月27日(土) 1回 18人

10月15日(土)、10月16日(日) 2回 17人

11月23日(水) 1回 14人

1月1日(日)～1月7日(土) - 100人

2月12日(日) 1回 10人

7月27日(水)～8月22日(月)

8月6日(土) 1回 17人

12月24日(土) 1回 35人

6月10日(金)、6月11日(土) 2回 20人

6月10日(金)～6月12日(日) 6回 16人

6月12日(日) 1回 41人

9月23日(金) 1回 27人

1月21日(土)、1月22日(日) 2回 248人

5月12日(木) 1回 13人

7月4日(月) 1回 131人

10月5日(水) 1回 87人

12月9日(金) 1回 77人

2月2日(木) 1回 9人

2月15日(水) 1回 5人

【花園図書館】

行　事　内　容　[団体名]

（１）おはなし

おはなしのへや　　　　　　　　［ねっこぼっこ］

紙芝居会   　　                [紙芝居会］

そらとぶじゅうたん おはなし会  [そらとぶじゅうたん]

えほんだいすき！でんでん太鼓   [でんでん太鼓］

おやこであそぼ　う・ふ・ふ    ［ねっこぼっこ］

えほんであそぼうきらりっこ    ［えほんｻｰｸﾙきらりっこ］

はなぞのワクワクどようび

怖いおはなし会

（２）イベント

書庫見学ツアー　　　　OSAKA PAGE ONEｷｬﾝﾍﾟｰﾝ協賛

BPMReading

花園図書館30周年記念イベント　マジックバルーンショーとおは
なし会

花園図書館30周年記念イベント　河内木綿を使ったワークショッ
プ

花園図書館30周年記念イベント　司馬遼太郎コーナーツアー

花園図書館30周年記念イベント　Let' play together!!

展示冊数：188冊

戦争の本展おはなし会

（４）冬の子どもまつり

花園図書館30周年記念講演会

夏の工作 おめんづくり

ラグビー観戦入門講座

親子で学ぼう！こくりワークショップ

バリアフリー映画上映会

貸本福袋2023年

（６）図書リサイクル事業

本の譲渡会

（７）図書館見学

（５）郷土歴史に関する行事

英田南小学校 2年生

英田北小学校 3年生

健康情報講座

（３）戦争の本展

戦争に関する資料の展示（本の展示）

冬の子どもまつり

北宮小学校 2年生

玉川小学校 3年生

大阪府立たまがわ高等支援学校 保健委員・生徒会

若江中学校 2年生

合計 6 校
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2人

2人

7月11日(月) 1回 1人

9月21日(水)～9月25日(日) 5回 1人

1月25日(水)～1月29日(日) 5回 1人

8月19日(金) 1回 12人

8月29日(月) 1回 12人

一般書・児童
書展示

「科学道100冊」 2月23日(水)～4月25日(月)

児童書展示 「ワンダフル！ベジタブル！」 3月23日(水)～4月25日(月)

絵本展示 「BPMReading」 4月23日(土)～5月12日(木)

児童書展示 「雨の日をたのしもう」 4月27日(水)～5月23日(月)

一般書・児童
書展示

「ひみつの花園」 4月6日(水)～5月30日(月)

一般書・児童
書展示

「30周年記念展示 ベスト貸出」 5月1日(日)～6月27日(月)

児童書展示 「梅雨の本」 5月25日(水)～6月27日(月)

健康情報展示 「暑さに備えよう」 5月25日(水)～7月25日(月)

一般書展示 「峠」 6月24日(金)～7月25日(月)

一般書・児童
書展示

「夏まつり」 6月29日(水)～7月25日(月)

児童書展示 「おばけずかん」 6月29日(水)～7月25日(月)

児童書展示 「不思議な宇宙」 7月27日(水)～8月22日(月)

健康情報展示 「癒し」 7月27日(水)～9月26日(月)

児童書展示 「絵をかくのって楽しい」 8月24日(水)～9月26日(月)

一般書・児童
書展示

「花園ラグビー週間」 8月24日(水)～10月24日(月)

児童書展示 「プログラミングの本」 9月28日(水)～10月16日(日)

児童書展示 「ちいさいあきみつけた」 9月28日(水)～10月24日(月)

健康情報展示 「温活」 9月28日(水)～11月21日(月)

児童書展示 「冬じたく」 10月26日(水)～11月21日(月)

一般書・児童
書・CD展示

「クリスマス展示」 10月26日(水)～12月26日(月)

児童書展示 「うれしい！たのしい！クリスマス」 11月23日(水)～12月19日(月)

健康情報展示 「病気に負けない体をつくろう！」 11月23日(水)～1月23日(月)

児童書展示 「冬のおはなし」 12月21日(水)～1月23日(月)

一般書・児童
書展示

「めでたづくしの卯年」 12月28日(水)～1月23日(月)

児童書展示 「春よ来い♪」 1月25日(水)～2月27日(月)

一般書展示 「司馬遼太郎展示　菜の花忌に寄せて」 1月25日(水)～2月27日(月)

児童書展示 「ブラチスラバ絵本展示」 3月1日(水)～3月13日(月)

健康情報展示 「運動を始めよう」 1月25日(水)～3月27日(月)

児童書展示 「春らんまん」 3月1日(水)～3月27日(月)

10月27日(木)～10月28日(金)

枚岡中学校 11月17日(木)～11月18日(金)

合計 2 校

（１１）展示

【職業インタビュー】枚岡中学校（電話にて）

【図書館実習】佛教大学

【図書館実習】大阪樟蔭女子大学

合計 3 校

（１０）出前講座

つどいの広場キッズステーション

上小坂中学校

（８）職業体験学習

（９）実習・インターンシップ

53



実　施　日 回数 参加人数

第1土曜日 12回 63人

第3日曜日 12回 68人

第4水曜日 9回 44人

第4土曜日 10回 30人

第2水曜日 12回 85人

第2木曜日 12回 225人

第3水曜日 12回 88人

第4水曜日 11回 67人

4月27日(水)～6月5日(日) - 256人

7月9日(土)、7月10日(日)
※各日2回実施

4回 37人

7月31日(日) 1回 15人

9月23日(金) 1回 6人

11月1日(火)～11月16日(水) - 54人

7月18日(月)～8月28日(日)

12月11日(日) 1回 25人

6月5日(日) 1回 37人

1月8日(日)、1月9日(月) 2回 146人

2月25日(土)、2月26日(日) 2回 211人

2人

2人

6月14日(火)～1月17日(火) 12回 1人

9月13日(火)～9月14日(水) 2回 2人

9月6日(火)～9月22日(木) 6回 1人

追悼展示 「藤子不二雄Ａ」さん 4月8日(金)～4月22日(金)

追悼展示 「デービット・マッキー」さん 4月12日(火)～4月22日(金)

一般書展示 「科学道　100冊」 2月22日(火)～4月24日(日)

一般書展示 「春の花あつめました」 3月29日(火)～4月24日(日)

ベビータイム

春のスタンプラリー「本でビンゴ」

大人のおはなし会　　　　　 ［おむすびころりん]
                            [キュ～たんおはなし会］

3月30日(木) 2回 3人

おはなしのへや　　　 　　  ［ねっこぼっこ］

6月5日(日) 1回 13人
　講師：生嶋明子氏

親子で学ぼう！こくりワークショップ

夏休み工作会

本の修理・フィルムコート体験

（２）イベント

ベビータイム　図書館でハッピーバースデー

四条寄席（桂 紋四郎氏）

四条ワークショップ

11月8日(火)～11月9日(水)

枚岡中学校 11月17日(木)～11月18日(金)

合計 2 校

本のおたのしみ袋

（３）戦争の本展

戦争に関する資料の展示（本の展示） 展示冊数：147冊

（４）冬の子どもまつり

マジック、大型絵本読み聞かせ、工作

（７）実習・インターンシップ

【デュアル実習】布施北高等学校

【インターンシップ】布施北高等学校

【図書館実習】近畿大学 通信教育学部

合計 2 校

（８）展示

（５）図書リサイクル事業

新春　雑誌譲渡会

リサイクル市

（６）職業体験学習

縄手北中学校

四条図書館6周年記念　生活情報雑誌ミニ譲渡会

四条図書館6周年記念　アロマテラピー体験講座

【四条図書館】

行　事　内　容　[団体名]

（１）おはなし

キュ～たんおはなし会　 　  ［キュ～たんおはなし会］

お話大好きおむすびころりん ［おむすびころりん］

おはなしのとびら0・1・2 　 ［ねっこぼっこ］
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一般書展示 「これまでの本屋大賞」 3月29日(火)～4月24日(日)

一般書展示 「昔のくらし・大昔のくらし」 3月29日(火)～4月24日(日)

一般書展示 「お出かけしたいね」 4月26日(火)～5月22日(日)

児童書展示 「なにしてあそぶ？」 4月26日(火)～5月22日(日)

一般書展示 「図鑑の世界」 5月28日(土)～6月26日(日)

一般書展示 「甘味でひといき」 5月28日(土)～6月26日(日)

児童書展示 「七夕」 6月17日(金)～7月7日(木)

一般書展示 「あなたはどっち？ワンニャンバトル」 6月28日(火)～7月24日(日)

追悼展示 「あいはらひろゆき」さん 7月16日(土)～7月30日(土)

児童書展示 「学年別オススメの本（過去の課題図書）」 7月18日(月)～8月28日(日)

児童書展示 「お助け！夏の宿題コーナー ～調べ学習～ 」 7月18日(月)～8月28日(日)

児童書展示
「お助け！夏の宿題コーナー ～工作と読書感想文
の本～」

7月18日(月)～8月28日(日)

児童書展示 「夏、はじまってま～す」 7月26日(火)～8月28日(日)

追悼展示 「ブリッグズ」さん 8月12日(金)～8月28日(日)

児童書展示 「お月見」 8月30日(火)～9月10日(土)

追悼展示 「稲盛和夫」さん 8月31日(水)～9月13日(火)

一般書展示 「くらしを守る！もしも・・・に備える本」 8月30日(火)～9月25日(日)

一般書展示 「本が泣いています」 8月30日(火)～9月25日(日)

追悼展示 「山脇百合子」さん 10月7日(金)～10月21日(金)

児童書展示 「はろうぃん」 9月27日(火)～10月30日(日)

一般書展示 「お金の本」 9月27日(火)～10月30日(日)

追悼展示 「松居直」さん 11月5日(土)～11月19日(土)

一般書展示 「かく」 11月1日(火)～11月27日(日)

児童書展示 「メリークリスマス」 11月1日(火)～12月25日(日)

児童書展示 「祝ギネス「かいけつゾロリ」」 11月30日(水)～12月28日(水)

一般書展示
「お助け！年末の便利本 子どもたちもおてつだい
♪」

11月29日(火)～12月31日(土)

児童書展示
「お正月がやってきた！うさぎさんもやってきた
 」

12月27日(火)～1月9日(月)

一般書展示 「冬をあたたかく」 12月27日(火)～1月29日(日)

一般書展示 「生誕100周年「池波正太郎」」 12月27日(火)～1月29日(日)

児童書展示 「せつぶん」 1月22日(日)～2月3日(金)

一般書展示 「おかしばなし バレンタイン」 1月31日(火)～2月14日(火)

追悼展示 「永井路子」さん 2月10日(金)～2月22日(水)

追悼展示 「松本零士」さん 2月21日(火)～2月25日(土)

一般書展示 「整える」 1月31日(火)～2月26日(日)

一般書展示 「司馬遼太郎　菜の花忌に寄せて」 1月31日(火)～2月26日(日)

児童書展示 「ひなまつり」 2月18日(土)～3月3日(金)

追悼展示 「鏑木蓮」さん 2月28日(火)～3月12日(日)

一般書展示 「ぽかぽか春をおすそわけ」 2月28日(火)～3月26日(日)

追悼展示 「大江健三郎」さん 3月14日(火)～3月26日(日)
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実　施　日 回数 参加人数

第1日曜日 10回 35人

第2水曜日 12回 31人

8月25日(木) 1回 14人

12月18日(日) 1回 19人

一般書展示 「昔のくらし・大昔のくらし」 3月30日(水)～4月24日(日)

一般書・児童
書展示

「おでかけ」 4月27日(水)～5月25日(水)

一般書・児童
書展示

「おいしいね、たべたいな」 5月28日(土)～6月26日(日)

一般書・児童
書展示

「星をみる」 6月29日(水)～7月30日(土)

追悼展示 「あいはらひろゆき」さん 7月16日(土)～7月30日(土)

児童書展示 「この夏、オススメの本」 7月27日(水)～8月31日(水)

児童書展示 「この夏、なに読もう？」 7月31日(日)～8月28日(日)

一般書展示 「すてきな秋と？」 8月31日(水)～9月25日(日)

一般書・児童
書展示

「ハロウィンはおおさわぎ」 10月1日(土)～10月30日(日)

一般書・児童
書展示

「たのしいクリスマス」 11月5日(土)～12月25日(日)

一般書・児童
書展示

「新年 あけましておめでとう」 1月7日(土)～1月29日(日)

一般書・児童
書展示

「日本と世界のあんな話こんな話」 2月1日(水)～2月26日(日)

一般書・児童
書展示

「パーティー☆タイム」 3月1日(水)～3月26日(日)

実　施　日 回数 参加人数

第1土曜日 12回 106人

第4土曜日 12回 51人

4月16日(土)、6月18日(土)、
9月17日(土)、11月19日(土)、
2月18日(土)

5回 44人

5月21日(土) 1回 35人

5月21日(土)～8月28日(日) - 44人

7月16日(土) 1回 15人

10月1日(土)～10月30日(日) - 30人

10月8日(土) 1回 47人

12月14日(水)～12月28日(水) - 50人

12月14日(水)～12月28日(水) - 60人

【石切分室】

行　事　内　容　[団体名]

（１）おはなし

えほんでわくわく　　　　　  ［わくわく絵本の会］

おはなしのへや　　　　　　　　  ［ねっこぼっこ］

（２）イベント

えほんとおりがみ

花と緑いっぱいになあれ（植え付け）

花と緑いっぱいになあれ（観察ノート）

おはなしのへや  　　　　　  ［ねっこぼっこ］

お話大好きおむすびころりん  ［おむすびころりん］

（２）イベント

ようこそ！石切ゾゾッとこわ～い図書室

（３）冬の子どもまつり

マジック、大型絵本読み聞かせ、工作

（４）展示

雑誌のふろくくじびき

本の福袋の貸出

夏の工作教室

読書クイズ

imacoと大蓮分室でお弁当とマント作り

【大蓮分室】

行　事　内　容　[団体名]

（１）おはなし
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12月17日(土) 1回 11人

1月28日(土) 1回 7人

3月18日(土) 1回 8人

7月20日(水)～8月28日(日)

2人

6月16日(木)、6月22日(水) 2回 90人

11月2日(水)、11月10日(木) 2回 89人

一般書展示 「初めての〇〇に挑戦」 4月2日(土)～4月30日(土)

一般書展示 「お弁当持ってどこに行こう？」 4月2日(土)～4月30日(土)

児童書展示 「あいさつの本」 4月2日(土)～4月30日(土)

児童書展示
「ぼうけん・たんけんのえほん～どんな世界が
まっているかな～」

4月2日(土)～4月30日(土)

一般書展示 「花と緑のある毎日」 5月7日(土)～5月29日(日)

児童書展示 「花と緑いっぱいになあれ」 5月7日(土)～5月29日(日)

児童書展示 「お弁当持ってどこに行こう？」 5月7日(土)～5月29日(日)

一般書展示
「梅仕事、漬物づくりはじめましょ＆野菜作りも
はじめましょ」

5月21日(土)～6月29日(水)

一般書展示 「セルフケア特集」 6月1日(水)～6月29日(水)

児童書展示 「いろいろな色」 6月1日(水)～6月29日(水)

児童書展示 「天気の絵本」 6月1日(水)～6月29日(水)

一般書展示 「夏はじめましょか。」 7月2日(土)～7月30日(土)

児童書展示 「夏がきた」 7月2日(土)～7月30日(土)

児童書展示 「おばけのえほん」 7月2日(土)～7月30日(土)

一般書展示 「図書館員がおすすめする文庫本あつめました」 8月3日(水)～8月28日(日)

児童書展示 「この夏おすすめの児童書」 8月3日(水)～8月28日(日)

児童書展示 「めんVSごはん」 8月3日(水)～8月28日(日)

一般書展示 「食欲の秋+健康法」 9月1日(木)～9月29日(木)

児童書展示 「おとをたのしもう」 9月1日(木)～9月29日(木)

児童書展示 「くだもののえほん」 9月1日(木)～9月29日(木)

一般書展示 「芸術とスポーツを楽しむ秋」 10月1日(土)～10月30日(日)

児童書展示 「あきのえほん」 10月1日(土)～10月30日(日)

児童書展示 「ありがとう　やまわきゆりこさん」 10月8日(土)～10月30日(日)

一般書展示
「大全集・ベストセレクション・便利帖 これ1冊
でまるわかり」

11月2日(水)～11月27日(日)

児童書展示 「いろんなひみつのおはなし」 11月2日(水)～11月27日(日)

児童書展示 「のりもののえほん」 11月2日(水)～11月27日(日)

一般書展示 「年末年始の準備はじめましょ」 11月2日(水)～12月11日(日)

一般書展示 「空飛ぶ物語」 12月1日(木)～12月28日(水)

児童書展示 「We wish a X'mas」 12月1日(木)～12月28日(水)

児童書展示 「おみせやさん」 12月1日(木)～12月28日(水)

一般書展示 「和のこころ」 1月4日(水)～1月29日(日)

児童書展示 「どうぶつのえほん」 1月4日(水)～1月29日(日)

児童書展示 「おそとであそぼ」 1月4日(水)～1月29日(日)

一般書展示 「動物に癒されよう」 2月1日(水)～2月26日(日)

児童書展示 「ぽっかぽかあったまる絵本」 2月1日(水)～2月26日(日)

児童書展示 「おかしのほん」 2月1日(水)～2月26日(日)

一般書展示 「図書館がおすすめする本いろいろあつめました」 3月1日(水)～3月30日(木)

児童書展示 「ともだちたくさんできるかな」 3月1日(水)～3月30日(木)

児童書展示 「MOE絵本屋さん大賞2021＆2022」 3月1日(水)～3月30日(木)

冬の工作教室

（６）展示

金岡中学校 10月26日(水)～10月27日(木)

合計 1 校

（５）学校連携

【ブックトーク】大蓮小学校

合計 1 校

コマ回し大会

春の工作教室

（３）戦争の本展

戦争に関する資料の展示（本の展示） 展示冊数：38冊

（４）職業体験学習
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実　施　日 回数 参加人数

4月22日(金)、4月28日(木) 2回 6人

10月25日(火)、10月27日(木)、
10月28日(金)

3回 12人

3月15日(火)～4月28日(木) - 205人

12月13日(火)～12月23日(金) - 120人

（２）イベント

本を借りてスタンプをためよう！

雑誌のふろくガラガラ抽選会

行　事　内　容　[団体名]

（１）おはなし

春のとくべつおはなし会

秋のとくべつおはなし会

【移動図書館】
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９　図書のリサイクル事業

（１）経過

（２）令和４年度図書リサイクル事業の実施状況

（３）平成30年度～令和4年度の実績

年 度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

R4/6/5

10/13・14 未実施 R4/3/23～3/25 R5/1/21～1/22 R5/1/8～1/9

R5/2/25～2/26

実施場所 花園図書館 花園図書館 花園図書館 花園図書館 四条図書館

保育所等

冊

幼稚園

冊

小学校 27校 36校

冊 3,467 2,316

市　民

冊 6,620 5,205 2,024 2,473

その他

冊

合計(冊) 6,620 8,672 2,316 2,024 2,473

実施日
7/4・5

'R3/3/3～5

　図書館では、これまで書架整理や書庫メンテナンス等の観点から、貴重本や稀少本などの一部を除き、保存期
限の過ぎた雑誌、利用頻度が減少した資料や汚損破損した資料、また市民から寄贈された図書のうち重複等の
理由によって図書館所蔵としなかった図書等を、主に廃品として処分をしてきた。
　しかし、ゴミ減量化を含めた環境問題への関心、また、学校園との連携や支援の一環として図書の有効活用を
図る目的から、平成９年に「東大阪市立図書館除籍図書等の譲与に関する要綱」を定め、資料のリサイクル（再
利用）を行ってきた。
　最近では「いつ開かれるか」といった声も聞かれ、リサイクル事業は好評を得ている。

令和4年度

●一般書リサイクル
　　令和5年1月21日(土)～22日(日) 10：00～16：00　場所：花園図書館　　2,024冊／236人
　　令和5年2月25日(土)～26日(日) 09：30～15：30（26日は16：00まで）　場所：四条図書館　1,490冊／195人
●児童書リサイクル
　今年度は実施なし。
●雑誌リサイクル
　　令和5年1月8日(日)～9日(月) 09：30～15：30　場所：四条図書館　821冊／102人
　　※四条6周年記念で「生活情報雑誌 ミニ譲渡会」を実施。令和4年6月5日(月)　9:00～12:00　場所：四条図書館 162冊／35人
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１０　関係団体及び活動状況　　　　　　　　　　　　(令和5年3月31日現在）

（１）関係団体
　１．家庭文庫

　　（目的）

　　　　　個人またはグループが自宅やその他の場所を開放し、無料で本を貸出したり、

　　　　読み聞かせや手作り遊びなどの活動を通して、近隣の子どもたちを育むことを

      　目的とする。

　　（活動内容）

　　　　　本の貸出、読み聞かせ、おはなし、手作り遊び、クリスマス会など

　　（組織）

　　　　①東大阪子ども文庫連絡会　　※別表「(2)家庭・地域文庫活動状況」参照

　　　　　代表：永田　節子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

  ２． 東大阪市朗読ボランテイア「やまびこ」

　　（目的）

　　　　　録音図書の製作、その他のボランティア活動を通じ、視力障害者の福祉向上に寄与

　　　　し、会員相互の交流を図ることを目的とする。

　　（活動内容）

　　　　①録音図書（DAISY、録音テープ）の製作、テープ図書のデジタル化、朗読技術の研鑚

　　　　②対面朗読

　　　　③視力障害者及び他のボランティアグループとの交流

　　　　④その他の諸活動（｢市政だより｣｢議会だより｣等の録音版製作など）

　　（組織）

　　　　①会長：岩田　幸子

　３．東大阪読書友の会

　　（目的）

　　　　　図書館と協調して、読書活動を通じ、会員相互の親睦を図り、教養の向上につとめる

　　　　ことを目的とする。

　　（活動内容）

　　　　①読書活動の推進

　　　　②会員相互の親睦

　　　　③読書会の開催

　　　　④会報の発行

　　　　⑤図書館との連携

　　　　⑥その他の必要な事業（豊中市との読書交換会など）

　　（組織）

　　　　①会長：松島　邦子
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　４．東大阪おはなしの会ねっこぼっこ

　　（活動内容）

　　　　　市立図書館や図書館分室、府立中央図書館などで、各毎月１回「おはなしのへや」

　　　　などを開催している。又、保育所、小学校などへのおはなし会や、市立図書館で

　　　　大人を対象にしたおはなし会も行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：赤井　一枝

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

　５．コッコ絵本の会

　　（活動内容）

　　　　　毎月１回、会員と一般参加も含め、絵本の楽しさを伝えるための自主勉強会

　　　　を行うほか、永和図書館で毎月１回「えほんはともだち」を開催している。

　　（組織）

　　　　①代表：大森　共子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

　６．紙芝居会 　

　　（活動内容）

　　　　　花園図書館で毎月第１日曜日に、子どもたちを対象に紙芝居や絵本の読み聞かせ

      　を行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：田中　美智子

　７．そらとぶじゅうたん　

　　（活動内容）

　　　　　花園図書館、小学校などで、子どもたちを対象に絵本の読み聞かせを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：巽　美穂

　８．えほんサークルきらりっこ　

　　（活動内容）

　　　　　市立図書館や府立中央図書館、子育て支援施設などで活動。子どもたちを対象に

      　絵本の読み聞かせやわらべ歌、手遊びを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：窪田　貞子
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　９. でんでん太鼓 　

　　（活動内容）

　　　　　花園図書館、府立中央図書館で、子どもたちを対象に絵本の

      　読み聞かせや手遊びを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：江田　陽子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

１０．ピノキオ絵本で遊ぼう会

　　（活動内容）

　　　　　楠根リージョンセンターももの広場図書コーナー、府立中央図書館で、

　　　　子どもたちを対象に絵本の読み聞かせやわらべ歌、工作等を行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：樋口　恭子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

１１．キュ～たんおはなしの会

　　（活動内容）

　　　　　四条図書館、子育て支援施設などで活動。3･11被災者・被災地と連帯しながら

      　東北の昔話や、絵本・紙芝居・語り等のおはなし会を行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：乙守　京子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

１２．わくわく絵本の会

　　（活動内容）

　　　　　近江堂リージョンセンターはすの広場やつどいの広場つみき、大蓮分室、金岡商店街、

　　　　長瀬北小学校などで絵本の読み聞かせや手遊び、わらべ歌等を行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：結城　敦子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク

１３．朗読サークルなでしこ

　　（活動内容）

　　　　　朗読と読み聞かせの勉強会を行なうほか、小学校、保育所、府立中央図書館、

　　　　子育て支援施設、高齢者施設などで読み聞かせを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：永田　節子

　　　　②東大阪 子どもと本・おはなしネットワーク
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１４．おむすびころりん

　　（活動内容）

　　　　　四条図書館、石切分室などで、子どもたちを対象に絵本の読み聞かせや

　　　　手遊びを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：森田　久美

１５．ＲＥＩＷＡ絵本クラブ

　　（活動内容）

　　　　　永和図書館、子育て支援施設などで、子どもたちを対象に絵本の読み聞かせや

　　　　手遊びを行っている。

　　（組織）

　　　　①代表：八十川　広子

（敬称略）
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（２）活動状況

令和5年3月31日現在

　　　保　有　冊　数

代 表 者 名

（世話人数）

あしびき 月 4 東石切会館別館

　山本　直子 （４人） 4～5 週間   昭和５３年６月

あすなろ 個人宅(活動休止中）

　石割　珠貴　 　昭和５４年２月

くれよん 個人宅（令和4年度は休止）

　浅田　初美 (2人） 　平成４年４月

さくら公民館 岩田公民分館（活動休止中）

　野口　一枝 　昭和５９年５月

盾津おやこ
ポッポ保育園・ポッポ第２保育園内
（令和4年度は休止）

　永田　節子 （２人） 　平成１５年１月

ちゅうりっぷ
まちライブラリー菱屋西内
(活動休止中）

　黒川　範子 （3人） 　昭和５２年１０月

つ　み　き 週 2 つどいの広場つみき内

　古井　順子 （3人） 5 週間 　昭和５２年４月

飛ぶ教室 個人宅(活動休止中）

　増田　明子 　平成６年４月

にこにこ 月 4 放出教会内(令和4年8月より再開)

　藪野　佐知子 （１6人） 1 週間 　平成１４年２月

ひかりの子
日本基督教団稲田教会
（活動休止中）

　未定 　昭和４９年１１月

ひよこ 月 8 縄手南公民分館

　永澤　淳子 （５人） 1 週間 　昭和６１年３月

　計　11文庫 3,723 7,313 11,036 932 897 1,937 2.16
（敬称略）

12

12

60

788

10

3

2,671

2,624

1,655855

1,473

2,099

1,198

800

525

（２）－１.　家庭・地域文庫

18224 1036

文庫　・　団体名
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数
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3.79
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間
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48

1.60
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間

貸
出
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間

236

60 3 20

8.19

1,260788

58 47510

6.67
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（２）－２.　読書友の会

月　日 事 業 名 内　　　　　　　容

　令和3年度事業報告並びに決算報告承認

　令和4年度事業計画案並びに事業予算案提出決定

「朝が来る」　　　　　　　　　　辻村 深月著

5月17日 読書会 「ライオンのおやつ」　　　　　小川 糸著

6月21日 読書会 「あしたの君へ」　　　　　　　　柚月 裕子著

7月19日 読書会 「うめ婆行状記」　　　　　　　　宇江佐 真理著

8月 休み

9月20日 読書会 「虐げられた人々」　　　　　　　ドストエフスキー著

 

「高瀬舟」　　　　　　　　　　　　森  外著

豊中との交歓読書会は中止

11月15日 読書会 「老後の資金がありません」　垣谷 美雨著

12月20日 読書会 「渦」　　　　　　　　　　　　　　　大島 真寿美著

「寂聴残された日々」　　　　　瀬戸内 寂聴著

次年度テキスト推薦・選定

2月21日 読書会 「姥ざかり」　　　　　　　　　　　田辺 聖子著

3月21日 読書会 「あちらにいる鬼」　　　　　　　井上 荒野著

　　　　（読書会会場　：　永和図書館）

※機関紙『かわちの』第７１号発行

10月18日 読書会

1月17日 読書会

令和4年度総会

読書会

4月19日
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（２）－３. 朗読ボランティア「やまびこ」 

 

【令和４年度「やまびこ」活動報告】 

１． 毎月１回定例会（第１月曜日）12 回 

２． 録音図書の製作 

３． 「やまびこ便り」469 号～480 号（付録１回） 

４． 対面朗読（四条図書館・永和図書館） 26 回 のべ 52 時間 

５． 朗読勉強会（講師招致 10 回） 

６． 録音図書製作会議 11 回 

７．ふれあい祭り（展示用パネル製作を含む） 

８．公的機関広報誌録音版の製作（市政だより、議会だより、ふくしだより） 

９．文藝春秋（他館製作借受）CD のコピー・発送 

１０．V 連絡会幹事、V 連 40 周年記念誌実行委員会、V 連行事参加 

１１．図書館協議会委員 

１２．デイジー貸出、著作権についてのミーティング 

１３．市民福祉講座司会 

１４．DR-1 および PC 研修 

１５．朗読 V 養成講座手伝い 7 回 

１６．河南ブロック代表者会議 

１７．赤い羽根共同募金協力 

 

令和 4 年 4 月 イオン黄色いレシートキャンペーン助成金受領 

          11 月 ソロプチミスト大阪－東より寄贈品の受領 
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１２　図書館協議会

（１）図書館協議会委員
(令和５年３月３１日現在）

種　　　別 人数 所　属　団　体　等

青山　範子 東大阪読書友の会

伊藤　千晶 東大阪子どもと本・おはなしネットワーク

片野　利映 東大阪市ボランティア連絡会

田中　康升 東大阪市朗読ボランティア「やまびこ」

西浦　武 東大阪市ＰＴＡ協議会

根井　加奈美 東大阪市校園長会

村田　俊明 東大阪市社会教育委員の会議

森　雅声（宗治） 東大阪市文化連盟

山本　義範　※ 公益財団法人　東大阪市文化振興協会

家庭教育の向上に
資する活動を行う者

1 住山　仁美 NPO法人東大阪エイフボランタリーネットワーク

○ 川原　亜希世 近畿大学短期大学部

嶋崎　さや香 大阪樟蔭女子大学

◎ 初谷　勇 大阪商業大学

八角　聡仁 近畿大学

合　 　計 14

◎：委員長　○：副委員長 種別内氏名50音順（敬称略）

（２）図書館協議会開催状況

 令和4年8月23日(火)

 令和5年1月25日(水)

第1回図書館協議会  案件：①図書館基本構想に係る施策の進捗状況について
 案件：②子ども読書活動推進計画について

第2回図書館協議会  案件：①図書館基本構想に係る施策の進捗状況について
 案件：②図書館基本構想の改訂について
 案件：③子ども読書活動推進計画について

委 　員

学校教育　及び
　社会教育の関係者

9

学識経験のある者 4

　委員の任期：令和4年11月20日～令和6年11月19日

※令和5年3月末日で公益財団法人東大阪市文化振興協会が解散のため、山本委員は令和4年度で解嘱。
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○
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
 

昭
和
42
年
２
月
１
日
東
大
阪
市
条
例
第
73
号
 

 （
設
置
）
 

第
１
条
 
社
会
教
育
法
（
昭
和
24
年
法
律
第
20
7号

）
及
び
図
書
館
法
（
昭
和
25
年
法
律
第
11
8号

）
の
規
定

に
基
づ
き
、
本
市
に
図
書
館
を
設
置
す
る
。
 

（
名
称
及
び
位
置
）
 

第
２
条
 
図
書
館
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

     

２
 
図
書
館
に
分
室
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
業
務
）
 

第
３
条
 
図
書
館
は
、
お
お
む
ね
次
の
業
務
を
行
な
う
。
 

(１
) 

館
内
で
、
図
書
、
記
録
そ
の
他
必
要
な
資
料
（
以
下
「
資
料
」
と
い
う
。
）
を
一
般
公
衆
の
利

用
に
供
す
る
こ
と
。
 

(２
) 

館
外
で
、
個
人
貸
出
、
団
体
貸
出
、
自
動
車
文
庫
の
巡
回
等
に
よ
り
資
料
を
一
般
公
衆
の
利
用

に
供
す
る
こ
と
。
 

(３
) 

前
各
号
の
ほ
か
、
図
書
館
奉
仕
を
行
な
う
こ
と
。
 

（
入
館
制
限
）
 

第
４
条
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
管
理
者
（
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
教
育
委
員

会
が
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
入
館
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
 

(１
) 

公
の
秩
序
又
は
善
良
な
風
俗
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

(２
) 

建
物
、
資
料
、
設
備
、
器
具
等
を
毀
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

(３
) 

管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
 

（
資
料
の
利
用
制
限
）
 

第
５
条
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
管
理
者
は
、
資
料
の
利
用
を
取
り
消
し
、
又

は
制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(１
) 

資
料
を
亡
失
し
、
又
は
毀
損
し
、
若
し
く
は
返
却
を
怠
っ
た
と
き
。
 

(２
) 

資
料
を
転
貸
し
、
又
は
そ
の
利
用
の
権
利
を
譲
渡
し
た
と
き
。
 

(３
) 

前
２
号
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
又
は
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
に
違
反
し
た
と
き
。
 

（
賠
償
）
 

第
６
条
 
利
用
者
が
建
物
、
設
備
又
は
資
料
を
亡
失
し
、
又
は
き
損
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
原
状
に
回
復
し
、

又
は
そ
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
）
 

第
７
条
 
図
書
館
の
管
理
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
24
4条

の
２
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
も
の
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
指
定
管
理
者
が
行
う
管
理
の
基
準
）
 

第
８
条
 
指
定
管
理
者
は
、
法
令
、
こ
の
条
例
、
こ
の
条
例
に
基
づ
く
規
則
そ
の
他
教
育
委
員
会
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
従
い
、
図
書
館
の
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務
）
 

第
９
条
 
指
定
管
理
者
が
行
う
図
書
館
の
管
理
の
業
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(１
) 

図
書
館
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
 

(２
) 

第
３
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す
る
こ
と
。
 

(３
) 

前
２
号
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
業
務
 

（
図
書
館
協
議
会
）
 

第
10
条
 
図
書
館
法
第
14
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
図
書
館
に
東
大
阪
市
図
書
館
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
。
）
を
置
く
。
 

２
 
協
議
会
の
委
員
（
以
下
「
委
員
」
と
い
う
。
）
は
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
関
係
者
、
家
庭
教
育

の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
並
び
に
学
識
経
験
の
あ
る
者
か
ら
教
育
委
員
会
が
任
命
す
る
。
 

３
 
委
員
の
定
数
は
、
15
人
以
内
と
す
る
。
 

４
 
委
員
の
任
期
は
、
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
 

５
 
補
欠
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
 

（
委
任
）
 

第
11
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

附
 
則
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
52
年
10
月
18
日
条
例
第
27
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
59
年
10
月
20
日
条
例
第
26
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

名
称
 

位
置
 

東
大
阪
市
立
花
園
図
書
館
 

東
大
阪
市
吉
田
四
丁
目
 

東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館
 

東
大
阪
市
永
和
二
丁
目
 

東
大
阪
市
立
四
条
図
書
館
 

東
大
阪
市
南
四
条
町
 

-
1
-



附
 
則
（
平
成
４
年
４
月
１
日
条
例
第
18
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
教
育
委
員
会
が
規
則

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
８
年
10
月
23
日
条
例
第
24
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
教
育
委
員
会
が
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
２
条
に
１
項
を
加
え

る
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
24
年
３
月
30
日
条
例
第
４
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
24
年
９
月
21
日
条
例
第
28
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
教
育
委
員
会
が
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
平
成
25
年
教
育
委
員
会
規
則
第

13
号
で
平
成
24
年
12
月
22
日
か
ら
施
行
）
 

附
 
則
（
平
成
27
年
３
月
31
日
条
例
第
26
号
）
 

１
 
こ
の
条
例
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
改
正
後
の
第
７
条
の
規
定
に
よ
る
図
書
館
の
管
理
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
そ
の
他
の
行
為

は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
、
東
大
阪
市
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に

関
す
る
条
例
（
平
成
25
年
東
大
阪
市
条
例
第
21
号
）
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

附
 
則
（
平
成
27
年
12
月
25
日
条
例
第
46
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

(１
) 

第
１
条
及
び
第
２
条
の
規
定
 
市
長
が
規
則
で
定
め
る
日
（
平
成
28
年
規
則
第
14
号
で
平
成
28

年
３
月
22
日
か
ら
施
行
）
 

(２
) 

第
３
条
の
規
定
 
教
育
委
員
会
が
規
則
で
定
め
る
日
（
平
成
28
年
教
育
委
員
会
規
則
第
13
号
で

平
成
28
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
）
 

附
 
則
（
平
成
31
年
３
月
29
日
条
例
第
17
号
）
 

こ
の
条
例
は
、
教
育
委
員
会
が
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
令
和
２
年
教
委
規
則
第
11
号
で

令
和
２
年
５
月
22
日
か
ら
施
行
）
 

-
2
-



 

 
 
 
○
東
大
阪
市

教
育
委
員
会

事
務
分
掌
規
則
 

平
成
５
年
３
月
31
日
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

 

東
大
阪
市
教
育
委
員
会
事
務
分
掌
規
則
（
昭
和
58
年
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
規
則
第
２
号
）
の
全

部
を
改
正
す
る
。
 

(略
) 

  
 
第
１
章
 
事
務
局
 

（
趣
旨
）
 

第
１
条
 
こ
の
規
則
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
31
年
法
律
第
16
2号

）
第
17

条
第
２
項
及
び
第
33
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
事
務
局
（
以
下
「
事
務
局
」
と
い
う
。
）

及
び
学
校
以
外
の
教
育
機
関
の
内
部
組
織
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 

（
内
部
組
織
）
 

第
２
条
 
事
務
局
に
次
の
部
、
室
及
び
課
を
置
く
。
 

教
育
政
策
室
 

 

施
設
整
備
室
 

 

学
校
教
育
部
 

学
校
教
育
推
進
室
 

人
権
教
育
室
 

学
事
課
 

教
職
員
課
 

学
校
給
食
課
 

高
等
学
校
課
 

社
会
教
育
部
 

社
会
教
育
課
 

青
少
年
教
育
課
 

   

    （
事
務
局
の
事
務
分
掌
）
 

第
３
条
 
事
務
局
の
部
、
室
及
び
課
の
事
務
分
掌
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(略
) 

社
会
教
育
部
 

社
会
教
育
課
 

(１
) 

生
涯
学
習
推
進
計
画
の
推
進
に
係
る
企
画
、
調
査
研
究
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。
 

(２
) 

生
涯
学
習
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。
 

(３
) 

社
会
教
育
の
総
合
企
画
、
調
整
、
調
査
研
究
及
び
資
料
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。
 

(４
) 

社
会
教
育
の
基
本
方
針
及
び
指
導
方
針
に
関
す
る
こ
と
。
 

(５
) 

社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
こ
と
。
 

(６
) 

社
会
教
育
事
業
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
 

(７
) 

部
に
属
す
る
陳
情
、
要
望
及
び
請
願
に
関
す
る
こ
と
。
 

(８
) 

市
民
多
目
的
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。
 

(９
) 

図
書
館
に
関
す
る
こ
と
。
 

(1
0)
 
他
の
課
の
主
管
に
属
し
な
い
こ
と
。
 

(略
) 

          

-
3
-



 

○
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
施
行
規
則

 
昭
和

42
年
２
月

1
日
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
規
則
第

21
号

 

改
正
 

昭
和
49
年
８
月
27
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

昭
和
52
年
10
月
18
日
教
育
委
員
会
規
則
第
５
号
 

昭
和
54
年
３
月
29
日
教
育
委
員
会
規
則
第
２
号
 

昭
和
54
年
９
月
１
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

昭
和
55
年
８
月
28
日
教
育
委
員
会
規
則
第
４
号
 

昭
和
58
年
12
月
26
日
教
育
委
員
会
規
則
第
12
号
 

昭
和
59
年
10
月
28
日
教
育
委
員
会
規
則
第
３
号
 

平
成
元
年
11
月
８
日
教
育
委
員
会
規
則
第
９
号
 

平
成
２
年
11
月
７
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

平
成
４
年
６
月
３
日
教
育
委
員
会
規
則
第
９
号
 

平
成
５
年
４
月
20
日
教
育
委
員
会
規
則
第
11
号
 

平
成
８
年
12
月
４
日
教
育
委
員
会
規
則
第
13
号
 

平
成
13
年
１
月
５
日
教
育
委
員
会
規
則
第
１
号
 

平
成
15
年
３
月
28
日
教
育
委
員
会
規
則
第
６
号
 

平
成
15
年
６
月
19
日
教
育
委
員
会
規
則
第
14
号
 

平
成
16
年
９
月
29
日
教
育
委
員
会
規
則
第
６
号
 

平
成
20
年
３
月
31
日
教
育
委
員
会
規
則
第
10
号
 

平
成
20
年
７
月
17
日
教
育
委
員
会
規
則
第
16
号
 

平
成
21
年
３
月
23
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

平
成
22
年
３
月
17
日
教
育
委
員
会
規
則
第
５
号
 

平
成
22
年
４
月
30
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

平
成
24
年
４
月
17
日
教
育
委
員
会
規
則
第
３
号
 

平
成
25
年
８
月
22
日
教
育
委
員
会
規
則
第
14
号
 

平
成
26
年
１
月
16
日
教
育
委
員
会
規
則
第
１
号
 

平
成
28
年
３
月
７
日
教
育
委
員
会
規
則
第
２
号
 

平
成
28
年
５
月
17
日
教
育
委
員
会
規
則
第
14
号
 

令
和
３
年
３
月
22
日
教
育
委
員
会
規
則
第
16
号
 

令
和
３
年
10
月
１
日
教
育
委
員
会
規
則
第
25
号
 

令
和
３
年
11
月
16
日
教
育
委
員
会
規
則
第
29
号
 

 

（
趣
旨
）

 

第
１
条
 
こ
の
規
則
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
（
昭
和
42
年
東
大
阪
市
条
例
第
73
号
。
以
下
「
条
例
」
と

い
う
。
）
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
分
室
）
 

第
２
条
 
東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館
（
以
下
「
永
和
図
書
館
」
と
い
う
。
）
及
び
東
大
阪
市
立
四
条
図
書
館
（
以

下
「
四
条
図
書
館
」
と
い
う
。
）
に
分
室
を
設
け
、
名
称
及
び
位
置
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 

名
称

 
位
置

 

東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館
大
蓮
分
室
（
以
下
「
大
蓮
分
室
」
と
い
う
。）

 
東
大
阪
市
大
蓮
北
４
丁
目

 

東
大
阪
市
立
四
条
図
書
館
石
切
分
室
（
以
下
「
石
切
分
室
」
と
い
う
。）

 
東
大
阪
市
北
石
切
町

 

 

（
開
館
時
間
）
 

第
３
条
 
図
書
館
の
開
館
時
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時

間
と
す
る
。
た
だ
し
、
条
例
第
４
条
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
が
特

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
そ
の
時
間
を
延
長
し
、
又
は
短
縮
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
 

(１
) 

東
大
阪
市
立
花
園
図
書
館
（
以
下
「
花
園
図
書
館
」
と
い
う
。
）
、
永
和
図
書
館
及
び
四
条
図
書
館
 

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
 

(２
) 

大
蓮
分
室
及
び
石
切
分
室
 
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
 

（
休
館
日
）
 

第
４
条
 
図
書
館
の
休
館
日
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
日
及
び
図
書
整
理
日
（
図
書
の
整
理
の
た
め
、
年
間
７
日

の
範
囲
内
で
指
定
管
理
者
が
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
定
め
る
日
を
い
う
。
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
指
定

管
理
者
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
変
更
し
、
又
は
臨
時
に
休

館
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

名
称
 

休
館
日
 

花
園
図
書
館
 

火
曜
日
（
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23
年
法
律
第
17
8号

）
に
規
定

す
る
休
日
（
以
下
「
休
日
」
と
い
う
。）

を
除
く
。）

 

四
条
図
書
館
 

月
曜
日
（
休
日
を
除
く
。）

 

大
蓮
分
室
及
び
石
切
分
室
 

指
定
管
理
者
が
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
定
め
る
日
 

 （
個
人
の
館
外
利
用
）
 

第
５
条
 
個
人
が
館
外
で
資
料
を
利
用
す
る
と
き
は
、
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
利
用
カ
ー
ド
は
利
用
申
込
書
に
よ
り
、
本
人
が
申
請
し
た
と
き
に
交
付
す
る
。
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３
 
館
外
で
資
料
を
利
用
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。
 

(１
) 

東
大
阪
市
民
 

(２
) 

東
大
阪
市
内
（
以
下
「
市
内
」
と
い
う
。
）
に
通
勤
又
は
通
学
す
る
者
 

(３
) 

八
尾
市
民
、
柏
原
市
民
、
大
東
市
民
、
大
阪
市
民
、
富
田
林
市
民
、
河
内
長
野
市
民
、
松
原
市
民
、

羽
曳
野
市
民
、
藤
井
寺
市
民
及
び
大
阪
狭
山
市
民
 

(４
) 

指
定
管
理
者
が
適
当
と
認
め
た
者
 

４
 
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

５
 
個
人
が
館
外
で
利
用
で
き
る
資
料
は
８
冊
以
内
と
し
、
利
用
期
間
は
２
週
間
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、

指
定
管
理
者
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
冊
数
及
び
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
 
個
人
が
館
外
で
利
用
し
て
い
る
資
料
を
、
利
用
期
間
満
了
後
引
き
続
き
利
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

特
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
２
週
間
以
内
に
お
い
て
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
団
体
の
館
外
利
用
）
 

第
６
条
 
市
内
に
所
在
す
る
学
校
、
官
公
署
、
社
会
教
育
関
係
団
体
、
会
社
等
の
団
体
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
団
体
」
と
い
う
。
）
が
、
館
外
で
資
料
を
利
用
す
る
と
き
は
、
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

２
 
利
用
カ
ー
ド
は
利
用
申
込
書
に
よ
り
、
団
体
の
代
表
者
が
申
請
し
た
と
き
に
交
付
す
る
。
 

３
 
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

４
 
団
体
が
館
外
で
利
用
で
き
る
資
料
は
、
10
0冊

以
内
と
し
、
そ
の
利
用
期
間
は
、
２
月
間
と
す
る
。
た
だ

し
、
指
定
管
理
者
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
冊
数
及
び
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 
団
体
が
館
外
で
利
用
す
る
資
料
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
団
体
の
代
表
者
が
そ
の
責
任
を
負
う
も
の

と
す
る
。
 

６
 
指
定
管
理
者
は
、
資
料
の
館
外
利
用
し
て
い
る
団
体
に
対
し
、
そ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
家
庭
文
庫
及
び
地
域
文
庫
）
 

第
７
条
 
家
庭
文
庫
及
び
地
域
文
庫
（
以
下
「
文
庫
」
と
い
う
。
）
は
、
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
が
市
内
に
所
在

す
る
自
宅
そ
の
他
の
場
所
で
、
周
辺
の
児
童
又
は
幼
児
に
、
無
償
で
図
書
の
貸
出
や
そ
の
他
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
も
の
を
い
う
。
 

２
 
文
庫
が
館
外
で
資
料
を
利
用
す
る
と
き
は
、
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

３
 
利
用
カ
ー
ド
は
利
用
申
込
書
に
よ
り
、
文
庫
の
代
表
者
が
申
請
し
た
と
き
に
交
付
す
る
。
 

４
 
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

５
 
貸
出
冊
数
及
び
期
間
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

６
 
文
庫
が
館
外
で
利
用
す
る
資
料
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
庫
の
代
表
者
が
そ
の
責
任
を
負
う
も
の

と
す
る
。
 

７
 
指
定
管
理
者
は
、
資
料
の
館
外
利
用
を
し
て
い
る
文
庫
に
対
し
、
そ
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
自
動
車
文
庫
）
 

第
８
条
 
自
動
車
文
庫
は
、
市
内
を
自
動
車
に
よ
り
巡
回
し
、
資
料
の
貸
出
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

２
 
自
動
車
文
庫
の
巡
回
場
所
と
日
時
、
及
び
利
用
で
き
る
資
料
の
冊
数
と
期
間
は
、
指
定
管
理
者
が
教
育

委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
定
め
る
。
 

（
リ
ク
エ
ス
ト
及
び
予
約
）
 

第
９
条
 
個
人
が
、
図
書
館
に
お
い
て
求
め
る
資
料
が
な
い
場
合
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
（
予
約
）
カ
ー
ド
に
よ
り
、

リ
ク
エ
ス
ト
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
個
人
が
、
貸
出
等
に
よ
り
、
図
書
館
に
お
い
て
求
め
る
資
料
の
利
用
が
で
き
な
い
場
合
は
、
リ
ク
エ
ス

ト
（
予
約
）
カ
ー
ド
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
館
外
利
用
の
制
限
）
 

第
10
条
 
次
の
各
号
に
掲
げ
る
資
料
は
、
館
外
で
の
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(１
) 

貴
重
資
料
 

(２
) 

郷
土
資
料
 

(３
) 

各
種
の
辞
書
 

(４
) 

新
聞
及
び
雑
誌
 

(５
) 

前
各
号
の
ほ
か
指
定
管
理
者
が
指
定
す
る
資
料
 

（
利
用
期
間
中
に
お
け
る
資
料
の
返
納
）
 

第
11
条
 
指
定
管
理
者
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
利
用
期
間
中
に
あ
っ
て
も
、
資
料
を
返
却
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
指
定
管
理
者
へ
の
届
出
）
 

第
12
条
 
図
書
館
を
利
用
す
る
者
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
指
定

管
理
者
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(１
) 

利
用
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
と
き
。
 

(２
) 

利
用
中
の
資
料
を
亡
失
又
は
毀
損
し
た
と
き
。
 

(３
) 

利
用
申
込
書
の
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
。
 

２
 
前
項
第
１
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
利
用
カ
ー
ド
紛
失
届
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
資
料
の
寄
託
）
 

第
13
条
 
図
書
館
は
、
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
す
る
目
的
で
、
資
料
の
寄
託
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
寄
託
を
受
け
た
資
料
は
、
別
段
の
契
約
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
図
書
館
所
蔵
の
も
の
と
同
じ
取
扱
い
を

す
る
。
 

３
 
寄
託
を
受
け
た
資
料
が
、
火
災
、
盗
難
、
そ
の
他
不
可
抗
力
の
災
害
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
場
合
に
お

い
て
は
、
市
は
そ
の
責
を
負
わ
な
い
。
 

（
図
書
館
協
議
会
）
 

第
14
条
 
図
書
館
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
に
委
員
長
、
副
委
員
長
を
置
く
。
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２
 
委
員
長
、
副
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。
 

３
 
委
員
長
は
、
協
議
会
を
代
表
し
、
会
務
を
掌
理
す
る
。
 

４
 
副
委
員
長
は
、
委
員
長
を
補
佐
し
、
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。
 

５
 
協
議
会
の
会
議
は
、
委
員
長
が
招
集
す
る
。
た
だ
し
、
委
員
の
３
分
の
１
以
上
の
請
求
が
あ
る
場
合
は
、

臨
時
に
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

６
 
協
議
会
の
会
議
は
、
委
員
の
過
半
数
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

７
 
協
議
会
の
会
議
の
議
事
は
、
出
席
し
た
委
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
委
員

長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
 

（
会
議
の
特
例
）
 

第
15
条
 
委
員
長
は
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
協
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
は
、
委
員
に
議
案
の
概
要
を
記
載
し
た
書
面
を
送
付
し
、

又
は
議
案
の
概
要
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供

さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
を
送
信
し
た
上
で
賛
否
そ
の
他
の
意
見
を
徴
す
る
こ
と
に
よ
り
協
議
会
の
会
議
に

代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
前
条
第
６
項
及
び
第
７
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
６
項
中
「
出
席
し
な
け
れ
ば
、
開
く
」
と
あ
る
の
は
「
書
面
又
は
次
条
第
１
項
に
規
定
す
る
電
磁
的

記
録
に
よ
り
意
見
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
成
立
さ
せ
る
」
と
、
同
条
第
７
項
中
「
出
席
し
た
」
と
あ
る
の

は
「
意
見
を
提
出
し
た
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 

（
委
任
）
 

第
16
条
 
こ
の
規
則
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。
 

附
 
則
 

１
 
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
条
例
第
10
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
後
最
初
の
協
議
会
の
招
集
及
び
委
員
長
が
選
出
さ
れ
る
ま

で
の
間
に
お
け
る
協
議
会
の
運
営
は
、
教
育
委
員
会
が
行
う
。
 

附
 
則
（
昭
和
49
年
８
月
27
日
教
委
規
則
第
７
号
抄
）
 

１
 
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
52
年
10
月
18
日
教
委
規
則
第
５
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
54
年
３
月
29
日
教
委
規
則
第
２
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
昭
和
54
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
54
年
９
月
１
日
教
委
規
則
第
７
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
55
年
８
月
28
日
教
委
規
則
第
４
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
昭
和
55
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
58
年
12
月
26
日
教
委
規
則
第
12
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
昭
和
59
年
10
月
28
日
教
委
規
則
第
３
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
昭
和
59
年
10
月
28
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
元
年
11
月
８
日
教
委
規
則
第
９
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
元
年
12
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
２
年
11
月
７
日
教
委
規
則
第
７
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
４
年
６
月
３
日
教
委
規
則
第
９
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
４
年
６
月
10
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
５
年
４
月
20
日
教
委
規
則
第
11
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
５
年
５
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
８
年
12
月
４
日
教
委
規
則
第
13
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
９
年
１
月
26
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
13
年
１
月
５
日
教
委
規
則
第
１
号
）
 

１
 
こ
の
規
則
は
、
平
成
13
年
１
月
６
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
施
行
規
則
第
５
条
第
１
項
又
は
第
８
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
借
出
券
（
大
蓮
分
室
及
び
石
切
分
室
に
お
い
て
交
付
し
た
者
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）

又
は
移
動
図
書
館
借
出
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
団
体
は
、
改
正
後
の
東
大
阪
市
立
図
書
館
条

例
施
行
規
則
第
５
条
第
２
項
又
は
第
６
条
第
２
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
交
付
を
受
け
た
借
出
券
又
は
移

動
図
書
館
借
出
カ
ー
ド
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

附
 
則
（
平
成
15
年
３
月
28
日
教
委
規
則
第
６
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
15
年
６
月
19
日
教
委
規
則
第
14
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
15
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
16
年
９
月
29
日
教
委
規
則
第
６
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
16
年
10
月
20
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
20
年
３
月
31
日
教
委
規
則
第
10
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
20
年
７
月
17
日
教
育
委
員
会
規
則
第
16
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
20
年
８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
21
年
３
月
23
日
教
委
規
則
第
７
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
22
年
３
月
17
日
教
委
規
則
第
５
号
）
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改
正
 

平
成
22
年
４
月
30
日
教
育
委
員
会
規
則
第
７
号
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
22
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
22
年
４
月
30
日
教
委
規
則
第
７
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
24
年
４
月
17
日
教
委
規
則
第
３
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
24
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
25
年
８
月
22
日
教
委
規
則
第
14
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
25
年
12
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
26
年
１
月
16
日
教
委
規
則
第
１
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
28
年
３
月
７
日
教
委
規
則
第
２
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
28
年
５
月
17
日
教
委
規
則
第
14
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
平
成
28
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
令
和
３
年
３
月
22
日
教
委
規
則
第
16
号
）
 

１
 
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

２
 
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
第
14
条
第
２
項
に
規
定
す
る
委
員
長
及
び
副
委
員
長
で
あ
る
者
の

委
員
長
及
び
副
委
員
長
と
し
て
の
任
期
は
、
条
例
第
10
条
第
２
項
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
委
員
と
し
て
の
任
期

の
末
日
ま
で
と
す
る
。
 

附
 
則
（
令
和
３
年
10
月
１
日
教
委
規
則
第
25
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
令
和
３
年
11
月
16
日
教
委
規
則
第
29
号
）
 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
運
営
基
本
方

針
 

   
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
東
大
阪

市
立
図
書
館
は
、
住
み

や
す
い
社

会
を
つ

く
る
た
め

に
、
さ

ま
ざ
ま

な
情
報
を
収
集
、
提
供
す
る
場

と
し
て
、

 
市
民
と

と
も
に
成
長
し
、
人
々
の

広
く
多
様

な
要
望

に
応
え
る

図
書
館

サ
ー
ビ

ス
を
進
め
る
。

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
そ
の
た

め
に
次
の
こ
と
を
運
営

基
本
方
針

と
す
る

。
 

   
１

 
図
書
館
は
、
市
民
の
知
る
自
由
を
保
障
し
、
資
料
の
貸
出

、
提

供
を
し

ま
す
。

 

   
２

 
図
書
館
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
望

に
応
え
る
た
め
、
幅
広

い
分
野
の

資
料
や
 

情
報
を
収
集
・

整
理
し
、
保
存
し

ま
す
。
 

   
３

 
図
書
館
は
、

市
民
が
豊
か
な
生

活
を
お
く
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま

な
機
会
 

と
場
所

を
提
供
し
ま
す
。
 

   
４

 
図
書
館
は
、
地
域
や
関
係
団
体
、
学
校
園
等
と
幅
広
い
連

携
・
交
流
を

深
め
、

 

開
か
れ
た
図
書

館
活
動
を
進
め
ま

す
。
 

 

 
５
 
図
書
館
は
、
人
権

を
尊
重
し

、
図

書
館
の

利
用
に
関

す
る

秘
密

を
守
り

ま
す
。

 

   
６
 
図
書
館
は
、
市
民
が
身
近

で
、
い

つ
で
も
・

ど
こ
で
も

・
だ
れ
で
も
利
用
 

で
き

る
図
書

館
網
を

市
民
と
と

も
に
創
り
ま

す
。
 

   
７
 
図
書
館
員
は
、
不
断
の
研

修
に
務

め
、
そ
の

自
覚
と
責

任
を
も
っ
て
奉
仕
 

活
動
を
行
い
ま
す
。
 

   
 
 
こ
の
方
針
は
、
平
成
１
７

年
２
月

１
０
日
よ

り
施
行
す

る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
資
料
収
集
方

針
 

  １
 

目
的
 

 
 

こ
の
方
針
は
、「

東
大
阪

市
立
図
書
館
運

営
基
本
方
針
」
に
基
づ
き

、
 

資
料
の
収
集
お
よ
び
選
定
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
指

針
を
定
め

、
図
書
 

館
員
の
共
通
の
理
解
の
も
と
に
、
将

来
に
わ
た
っ
て

よ
り
充
実

し
た
蔵
 

書
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

。
 

 ２
 

基
本
的
な
考
え

方
 

（
１

）
図
書
館
の
任

務
 

 
 

 
東
大
阪
市
立

図
書
館
は
、
基
本

的
人
権
の
ひ
と
つ
と
し

て
知
る
自
 

由
を
も

つ
市
民
に
、
資
料
と
施
設
を
提
供

す
る
こ
と
を
も
っ
と

も
重
 

要
な
任

務
と
す
る
。
 

（
２

）
収
集
す
る
資

料
の
範
囲
 

 
 

 
図
書
館
法
に

基
づ
く
公
立
図
書

館
の
役
割
と
し
て
、
す

べ
て
の
市
 

民
の
「

教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
に
資
す
る

」
た
 

め
に
、

図
書
、
記
録
、
視
聴
覚
資
料
、
電

子
資
料
そ
の
他
必
要

な
資
 

料
お
よ

び
情
報
を
収
集
す
る
。
 

（
３

）
地
域
特
性
に

そ
っ
た
蔵
書
構
成

 

 
 

 
資
料
の
収
集

に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
の
図
書
館
に
対
す

る
期
待
と
 

要
望
に

沿
っ
た
資
料
提
供
を
前
提
と
し
、

地
域
社
会
の
状
況
や

住
民
 

ニ
ー
ズ

を
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
、
組
織

的
、
系
統
的
に
行
う

。
 

（
４

）
公
開
と
協
力
 

 
 

 
市
民
の
図
書

館
に
対
す
る
関
心

に
応
え
る
た
め
、
こ
の

方
針
は
広
 

く
市
民

に
公
開
し
、
批
判
と
協
力
を
得
る

よ
う
に
努
め
る
。
 

 ３
 

資
料
収
集
の
種

類
 

（
１

）
図
書
 

＜
一
般

書
、
児
童
書
、
絵
本
、
参
考
図
書

、
外
国
語
資
料
な
ど

＞
 

（
２

）
逐
次
刊
行
物
 

＜
新
聞

、
雑
誌
な
ど
＞
 

（
３

）
郷
土
・
行
政

資
料
 

＜
地
方

出
版
物
、
官
公
庁
出
版
物
、
地
域

資
料
な
ど
＞
 

 

  （
４

）
視
聴

覚
資
料
 

＜
ビ
デ

オ
、

Ｃ
Ｄ
な
ど

＞
 

（
５

）
障
害

者
サ
ー

ビ
ス
用
資

料
 

＜
録
音

図
書

、
点
字
図

書
、
大
活
字

本
な

ど
＞
 

（
６

）
電
子

資
料
 

＜
Ｃ
Ｄ

－
Ｒ

Ｏ
Ｍ
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
、
オ
ン

ラ
イ

ン
･
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

な
ど
＞
 

（
７

）
そ
の

他
 

 ４
 

収
集
の

基
本
姿

勢
 

 
 

図
書
館

は
市
民

の
知
る
自

由
を
保
障
す

る
機

関
と
し
て
、
次

の
点

に
 

留
意
し

て
資
料

収
集
を
行
う
。
 

（
１

）
多
様

な
、
対

立
す
る
意

見
の
あ
る
問

題
に

つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ

れ
 

の
観
点

に
立

つ
資
料
を

幅
広
く
収
集

す
る

。
 

（
２

）
著
者

の
思
想

的
・
宗
教

的
・
政
治
的

立
場

に
と
ら
わ
れ
て

、
そ

の
 

著
作
を

排
除

す
る
こ
と

は
し
な
い
。
 

（
３

）
図
書

館
員
の

個
人
的
な

関
心
や
好
み

に
よ

っ
て
恣
意
的
に

選
択

し
 

な
い
。
 

（
４

）
個
人

・
組
織

・
団
体
等

か
ら
の
圧
力

や
干

渉
に
よ
っ
て
収

集
の

自
 

由
を
放

棄
し

た
り
、
紛

糾
を
怖
れ
て

自
己

規
制
を

し
な
い
。
 

（
５

）
寄
贈

資
料
の

受
入
れ
に

あ
た
っ
て
も

こ
の

基
本
姿
勢
は
変

わ
ら

な
 

い
。
 

 
 

こ
の
よ

う
に
収

集
し
た
図

書
館
資
料
が

、
ど

の
よ
う
な
思
想

や
主

張
 

を
持
っ

て
い
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は

図
書

館
お
よ

び
図
書
館
員
が
支
持
 

す
る
こ

と
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な

い
。
 

 ５
 

組
織
と

責
任
 

 
 

資
料
の

収
集
に

あ
た
っ
て

は
、
図
書
館

員
か

ら
な
る
選
書
会

議
で

、
 

合
議
に

よ
っ
て

選
定
す
る
。
 

 
 

図
書
館

長
は
、

そ
の
判
断

を
尊
重
し
、

資
料

の
収
集
お
よ
び

提
供

に
 

つ
い
て

責
任
を

負
う
。
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６
 

蔵
書
の
更
新
と

除
籍
 

 
 

図
書
館
は
、
常

に
魅
力
的
で
関
心

を
呼
び
起
こ
す
蔵
書
と

す
る
た
め
 

に
、
適
切
な
資
料
の
更
新
お
よ
び
除

籍
を
行
な
う
。

ま
た
、
将

来
に
も
 

利
用
が
見
込
ま
れ
る
資
料
、
他
に
類

書
が
見
当
た
ら

な
い
資
料

な
ど
価
 

値
の
高
い
も
の
は
 
複
製
本
を
作
成

す
る
な
ど
保
存

に
努
め
る

。
 

 
 

除
籍
に
つ
い
て

の
基
準
は
、
別
に

定
め
る
。
 

 ７
 

図
書
館
シ
ス
テ

ム
と
相
互
協
力
 

 
 

図
書
館
資
料
の

収
集
と
提
供
は
、

地
域
館
、
分
室
、
移
動

図
書
館
な
 

ど
の
効
果
的
な
運
用
と
充
実
に
よ
っ

て
実
現
し
、
そ

の
た
め
に

幅
広
い
 

資
料
要
求
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
各
分

野
に
わ
た
っ
て

収
集
す
る

。
ま
た

、
 

必
要
に
応
じ
て
他
の
サ
ー
ビ
ス
機
関

や
図
書
館
間
の

相
互
協
力

に
よ
っ
 

て
資
料
や
情
報
の
不
足
を
補
う
よ
う

に
努
め
る
。
 

 ８
 

市
民
の
意
見
の

反
映
と
尊
重
 

 
 

図
書
館
は
、
常

に
利
用
者
と
の
対

話
や
資
料
案
内
、
レ
フ

ァ
レ
ン
ス

、
 

予
約
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、

そ
の
要
望
を
把

握
し
、
資

料
収
集
 

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
。
 

 
 

ま
た
、
市
民
や

利
用
者
か
ら
の
蔵

書
に
つ
い
て
の
要
望
や

意
見
は
、
 

図
書
館
へ
の
意
思
と
し
て
充
分
に
尊

重
す
る
。
 

 ９
 

そ
の
他
 

 
 

収
集
す
る
資
料

の
選
書
基
準
は
、

別
に
定
め
る
。
 

 
 

こ
の
方
針
は
、

市
民
の
利
用
状
況

、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

進
展
お
よ
 

び
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
必
要
が
生

じ
れ
ば
改
訂
し

、
市
民
の

理
解
を
 

求
め
て
い
く
。
 

 
こ

の
収
集
方
針
は
、
平
成
１
７
年
２

月
１
０
日
か
ら

施
行
す
る

。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
選
書
基
準

 

 

東
大
阪
市
立
図
書
館
資
料

収
集
方

針
に
則

り
、
資
料
選
択
の
際
の

具
体
的
な
 

選
書
基
準

を
、
以

下
の
と

お
り
定
め
る
。
 

 Ⅰ
 
総
則
 

 １
．
す
べ
て
の
分

野
に
わ

た
っ
て

、
入
門
書
、
概
説
書
、
啓
蒙
書

、
実
務

的
な
資
料
か
ら
 

学
術
的
な

専
門
書
ま
で
、
網
羅
的
に
収
集

す
る
。

極
め
て

高
度
な
専
門
書
に
つ
い

て
は
、
 

よ
く
吟
味

し
、
必
要
な
も
の
を
収
集
す
る

。
 

２
．
意
見
の
分
か

れ
る
分

野
に
つ

い
て
は
、
主
要
な
資
料
だ
け
で

な
く
、

多
種
多
様
な
意
 

見
を
反
映

で
き
る

よ
う
に

収
集
す
る
。
 

３
．
新
し
い
事
象

・
技
術

・
流
行

な
ど
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
変

化
・
要

請
を
考
慮
し
な
 

が
ら
収
集

す
る
。
 

 Ⅱ
 
一
般
書
 

 １
．
市
民
の
関
心

が
高
く

利
用
の

多
い
文
芸
書
・
教
養
書
・
実
用

書
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
 

ン
関
係
の

資
料
を

中
心
と

し
、
収
集
す
る
。
 

２
．
市
民
の
日
常

生
活
に

役
立
ち

、
学
習
・
調
査
研
究
に
応
じ
ら

れ
る
よ

う
に
幅
広
く
収
 

集
す
る
。
 

３
．
参
考
資
料
は

、
市
民

生
活
に

関
連
が
深
く
、
日
常
生
活
に
役

立
つ
資

料
及
び
学
習
・
 

調
査
研
究

に
必
要

な
資
料

を
中
心
に
、
改
訂
等
最

新
の
情

報
を
提

供
す
る
よ
う
注
意
し
、
 

各
分
野
に

わ
た
り

体
系
的

に
収
集
す
る
。
 

ま
た
、
利
用
し
や
す
く
ハ

ン
デ
ィ

な
参
考

図
書
に
つ
い
て
は
貸
出

用
と
し
て
も
収
集
 

し
、
年
鑑

・
白
書

類
は
、

継
続
的
に
収
集
す
る
。
 

４
．
外
国
語
資
料

は
、
西

洋
東
洋

を
問
わ
ず
様
々
な
言
語
に
留
意

し
、
利

用
者
の
要
望
・
 

地
域
の
実

態
等
に

即
し
て

収
集
す
る
。
 

（
１
）
各
国
の
言

語
で
記

述
さ
れ

た
教
養
、
趣
味
、
娯
楽
、
文
学

を
中
心

と
す
る
各
分
野
 

か
ら
選
択

し
て
収

集
す
る

。
 

（
２
）
地
域
の
実

態
に
そ

く
し
た

多
文
化
サ
ー
ビ
ス
に
も
応
え
ら

れ
る
よ

う
児
童
書
か
ら
 

 
一
般
書
ま
で
幅

広
く
収

集
す
る

。
ま
た
、
姉
妹
・
友
好
都
市
に

関
す
る

資
料
に
留
意
し
 

て
収
集
す

る
。
 

（
３
）
参
考
調
査

や
ク
イ

ッ
ク
・

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
必
要
な
各
言

語
で
書

か
れ
た
資
料
を
 

収
集
す
る

。
 

（
４
）
外
国
人
向

け
に
書

か
れ
た

、
日
本
を
紹
介
す
る
資
料
を
収

集
す
る

。
 

   ５
．「

日
本
十
進
分
類
法
」
（
別
紙

：「
第
１
次

区
分
表
」）

に
基
づ

く
留
意
点
は
、

以
下
の
 

と
お
り
で
あ
る
。
 

 

＜
０
類
 
総
記
：

図
書
館
、
百
科

辞
典
、
逐
次
刊

行
物
、

ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
＞
 

ａ
．
図
書
館
、
書
誌
学

、
読
書
指

導
、
著
作
権
、
出
版

、
博
物
館

等
に
関

す
る
資

料
は
、
 

幅
広
く
収
集
す
る
。
 

ｂ
．
情
報
科
学
に

関
す
る
資
料
は

、
技
術

の
進
展

に
あ
わ
せ
、
基

本
的
な

技
術
書
・
 

 
概
説
書
を
中
心

と
し
、
必
要
に

応
じ
て

専
門
書

も
収
集
す
る
。
 

 
 
ｃ
．
東
大
阪
市
立
図
書
館
や

近
隣
の

図
書
館

及
び
類

縁
機
関

が
発
行

し
た
も
の
は
、
 

 
 
 
積
極
的
に
収
集
す
る
。
 

 
 
ｄ
．
逐
次
刊
行
物
と
し
て
発

行
さ
れ

た
資
料

で
も
必

要
に
応

じ
て
図

書
と
し
て
収
集
 

 
 
 
保
存
す
る
。
 

 
 
ｅ
．
百
科
事
典
類
は
、
基
本

的
な
参

考
図
書

と
し
て

、
最
新

の
資
料

を
収
集
す
る
。
 

 
 
ｆ
．
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス

等
に
つ

い
て
は

、
そ
の

利
用
に

つ
い
て
検
討
し
 

 
 
 
て
い
く
。
 

 

＜
１
類
 
哲
学
：
哲
学
、

心
理
学
、
倫
理

学
、
宗

教
＞
 

ａ
．
哲
学
、
心
理

学
、
倫
理
学
、

宗
教
な

ど
の
各

分
野
に
関
す
る

基
本
的

な
資
料
を
、
 

古
典
か
ら
現
代
ま
で
、
広

く
収
集

す
る
。
 

ｂ
．
他
の
学
問
と

隣
接
す
る
学
際

的
分
野

や
影
響

を
与
え
る
分
野

に
つ
い

て
は
、
入
 

 
門
書
か
ら
概
説

書
・
専
門
書
ま

で
幅
広

く
収
集

す
る
。
 

ｃ
．
各
分
野
の
主

要
な
叢
書
類
や

辞
典
・

事
典
・

図
鑑
類
は
、
幅

広
く
収

集
す
る
。
 

 
 
ｄ
．
異
な
る
意
見
や
対
立
す

る
観
点

の
あ
る

分
野
は

、
偏
ら

な
い
よ

う
に
収
集
す
る

。
 

 

＜
２
類
 
歴
史
：

歴
史
、
伝
記
、

地
理
＞
 

ａ
．
歴
史
、
地
理

な
ど
各
分
野
の

基
本
図

書
を
収

集
す
る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に

書
か
れ
た
読
み

物
や
入

門
書
か

ら
概
説
書
・
専

門
書
ま

で
多
様
な
 

 
レ
ベ
ル
や
観
点

の
資
料
を
収
集

す
る
。
 

ｃ
．
日
本
史
は
、
通
史
・
地
方
史
・
時
代
史
な

ど
を
県

別
・
地
方
別
に
幅
広
く
収

集
し
、
 

近
隣
府
県
の
資
料
も
重
点

的
に
収

集
す
る

。
 

ｄ
．
世
界
史
は
、

通
史
・
各
国
史

・
時
代

史
な
ど

を
幅
広
く
収
集

し
、
特

に
出
版
量
 

の
少
な
い
国
や
地
域
に
留

意
す
る

。
 

ｅ
．
伝
記
は
、
日

本
人
、
外
国
人

と
も
、

年
代
を

問
わ
ず
幅
広
く

収
集
す

る
。
 

ｆ
．
日
本
・
世
界

各
国
の
地
理
・

地
誌
は

、
幅
広

く
収
集
し
、
新

し
い
情

報
を
提
供
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す
る
よ
う
努
め
る

。
 

ｇ
．
旅
行
書
・
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
等

は
、
最

新
の
内
容
を
提
供
す
る

よ
う
努
め
る
。
 

ｈ
．
各
分
野
の
主
要
な
叢

書
類
や

辞
典
・

事
典
・
図
鑑
類
は
、
幅

広
く
収
集
す
る
。
 

 

＜
３
類
 

社
会
科

学
：
政

治
、
法
律
、
経
済
、
社

会
、
教

育
、
国

防
＞
 

ａ
．
政
治
、
法
律
、
経
済

、
統
計

、
社
会

、
教
育
、
風
俗
習
慣
、

国
防
な
ど
各
分
野
 

の
基
本
図
書
を
収

集
す
る

。
 

ｂ
．
一
般
向
け

に
書
か

れ
た
読
み

物
や
入

門
書
か

ら
概
説
書
・
専
門
書
ま
で
収
集
す
る
。
 

ｃ
．
各
分
野
の
理
論
書
は

、
古
典

か
ら
現

代
の
幅
広
く
多
様
な
観

点
の
資
料
を
収
集
 

す
る
。
 

ｄ
．
日
常
生
活
や
実
務
に

必
要
な

実
用
書

は
、
新
し
い
資
料
を
積

極
的
に
収
集
す
る
。
 

ｅ
．
社
会
科
学
は
、
時
代

性
と
密

接
に
関

わ
り
多
様
な
観
点
や
意

見
に
立
つ
資
料
が
 

多
い
の
で
、
古
典

的
主
題

か
ら
今

日
的
主
題
を
扱
っ
た
資

料
も
収

集
す
る
。
 

 
 
ｆ
．
法
律
、

統
計
に

関
係
す

る
資
料
は
、
新
し
い
内
容
を
保

持
し
、

最
新
の
情
報
を
 

提
供
す
る
よ
う
努

め
る
。
 

 
 
ｇ
．
社
会
福

祉
は
、

市
民
の

生
活
に
密
接
に
関
わ
る
分
野
な

の
で
、

幅
広
く
収
集
し

、
 

新
し
い
情
報
を
提

供
す
る

よ
う
努

め
る
。
 

 
 
ｈ
．
教
育
は

、
市
民

の
関
心

の
高
い
分
野
な
の
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
観

点
の
資
料
を
積
 

極
的
に
収
集
す
る

。
ま
た

、
学
校

教
育
関
係
だ
け
で
な
く

、
今
日

的
な
生
涯
学
習
 

に
役
立
つ
資
料
も

積
極
的

に
収
集

す
る
。
 

ｉ
．
各
分
野
の
主
要
な
叢

書
類
や

辞
典
・

事
典
・
図
鑑
類
は
、
幅

広
く
収
集
す
る
。
 

 

＜
４
類
 

自
然
科
学
：
数
学
、
物

理
、
化

学
、
生

物
学
、
医
学
、
薬
学
＞
 

ａ
．
数
学

、
物
理

、
化
学

、
地
球
科
学
、

生
物
学

、
医
学

な
ど
各
分
野
の
基
本
図
書
 

を
収
集
す

る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に
書
か
れ

た
読
み

物
や
入

門
書
か
ら
概
説
書
・
専

門
書
ま
で
を
主
な
 

収
集
の
範
囲
と
し

、
高
度

の
専
門

書
は
必
要
に
応
じ
て
収

集
す
る

。
 

ｃ
．
自
然
科
学
は
、
専
門

化
細
分

化
す
る

分
野
な
の
で
、
わ
か
り

や
す
く
書
か
れ
た
 

資
料
を
中
心
に
収

集
す
る

。
 

 
 
ｄ
．
自
然
科

学
は
、

そ
の
進

歩
と
変
化
の
激
し
い
分
野
な
の

で
、
最

新
の
情
報
を
常
 

に
提
供
で
き
る
よ

う
、
資

料
の
更

新
を
は
か
る
。
 

ｅ
．
医
学
は
、
日
常
生
活

に
密
着

し
関
心

の
高
い
分
野
な
の
で
、

幅
広
く
収
集
し
、
 

最
新
の
情
報
を
提

供
す
る

よ
う
努

め
る
。
 

ｆ
．
各
分
野
の
主
要
な
叢

書
類
・

辞
典
・

事
典
・
図
鑑
類
は
、
幅

広
く
収
集
す
る
。
 

ｇ
．
天
変
地
異
や
地
震
な

ど
、
市

民
生
活

に
関
わ
り
の
あ
る
東
大

阪
市
や
近
隣
地
域
 

の
資
料
は
、
収
集
す
る
よ

う
努
め

る
。
 

 

＜
５
類
 
技
術
：

工
学
、
建
築
、

工
業
、
家
政
学

＞
 

ａ
．
建
築
、
土
木

、
機
械
、
電
気

工
学
、

工
業
、

家
政
学
な
ど
各

分
野
の

基
本
図
書
 

 
を
収
集
す
る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に

書
か
れ
た
読
み

物
や
入

門
書
か

ら
概
説
書
・
専

門
書
ま

で
を
主
な
 

 
収
集
の
範
囲
と

し
、
高
度
の
専

門
書
は

必
要
に

応
じ
て
収
集
す

る
。
 

ｃ
．
住
宅
・
イ
ン

テ
リ
ア
、
家
政

学
・
生

活
科
学

の
分
野
は
、
日

常
生
活

に
役
立
つ
 

 
資
料
を
積
極
的

に
収
集
す
る
。
 

 
 
ｄ
．
ゴ
ミ
問
題
や
公
害
・
自

然
保
護

な
ど
の

環
境
問

題
や
原

子
力
に

つ
い
て
は
、
特
 

 
 
 
に
市
民
の
関
心
も
高
い
の

で
、
様

々
な
観

点
に
留

意
し
積

極
的
に

収
集
す
る
。
 

 
ｅ
．
通
信
や
情

報
技
術
に
関
す

る
資
料
は
、
特

に
技
術

の
進
展

が
著
し
く
専
門

化
す
 

 
 
る
分
野
な
の

で
、
わ
か
り
や

す
く
書
か
れ
た

資
料
か

ら
専
門

的
な
も
の
ま
で

収
集
 

し
、
最
新
の
情
報
を
提
供

す
る
よ

う
留
意

す
る
。
 

ｆ
．
各
分
野
の
辞

典
・
事
典
・
図

鑑
類
は

、
幅
広

く
収
集
す
る
。
 

ｇ
．『

Ｊ
Ｉ
Ｓ
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』

に
つ
い

て
は
、

地
域
の
要
望
に

応
じ
ら

れ
る
よ
う
、
 

 
特
に
最
新
情
報

の
更
新
に
努
め

る
。
 

 ＜
６
類
 
産
業
：

農
林
水
産
業
、

商
業
、
運
輸
、

通
信
＞
 

ａ
．
農
林
水
産
業

、
商
業
、
運
輸

、
交
通

、
通
信

な
ど
各
分
野
の

基
本
図

書
を
収
集
 

 
す
る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に

書
か
れ
た
読
み

物
や
入

門
書
か

ら
概
説
書
・
専

門
書
ま

で
を
主
な
 

 
収
集
の
範
囲
と

し
、
高
度
の
専

門
書
は

必
要
に

応
じ
て
収
集
す

る
。
 

ｃ
．
産
業
は
、
専

門
化
す
る
分
野

な
の
で

、
新
し

い
動
向
に
留
意

し
、
わ

か
り
や
す
 

 
く
書
か
れ
た
図

書
を
中
心
に
収

集
す
る

。
 

ｄ
．
園
芸
・
ペ
ッ

ト
な
ど
の
分
野

は
、
趣

味
や
実

用
に
役
立
つ
資

料
を
幅

広
く
収
集
 

 
す
る
。
 

 
 
ｅ
．
通
信
分
野
に
つ
い
て
は

、
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
技
術

と
の
関

連
に
、

特
に
留
意
す
る

。
 

ｆ
．
各
分
野
の
辞

典
・
事
典
・
図

鑑
類
は

、
幅
広

く
収
集
す
る
。
 

 

＜
７
類
 
芸
術
：

美
術
、
音
楽
、

演
劇
、
ス
ポ
ー

ツ
、
娯

楽
＞
 

ａ
．
美
術
工
芸
、

音
楽
、
演
劇
、

ス
ポ
ー

ツ
、
諸

芸
、
娯
楽
な
ど

の
各
分

野
の
基
本
 

 
図
書
を
収
集
す

る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に
書
か
れ
た
読
み

物
や
入
門
書
か

ら
概
説

書
・
専

門
書
ま

で
収
集

す
る
。

 

ｃ
．
芸
術
は
、
教

養
・
趣
味
・
娯

楽
に
役

立
ち
、

暮
ら
し
を
豊
か

に
す
る

資
料
を
中
 

心
に
収
集
し
、
時
事
性
や

 
流
行

に
も
留

意
す
る
。
 

ｄ
．
美
術
、
音
楽

、
演
劇
の
分
野

は
、
西

洋
東
洋

を
問
わ
ず
、
鑑

賞
・
制

作
・
評
論
・
 

研
究
に
役
立
つ
資
料
を
収

集
す
る

。
 

ｅ
．
全
集
・
叢
書

・
写
真
集
・
名

品
集
な

ど
も
収

集
し
、
特
に
各

分
野
で

紹
介
さ
れ
 

-
1
2
-



る
こ
と
の
少
な
い

国
や
地

域
に
留

意
す
る
。
ま
た
、
芸
術

へ
の
理

解
を
深
め
る
資
 

料
は
、
高
価
で
も

収
集
に

努
め
る

。
 

ｆ
．
各
分
野
の
辞
典
・
事

典
・
図

鑑
類
は

、
幅
広
く
収
集
す
る
。
 

ｇ
．
市
内
の
類
縁
機
関
な

ど
の
収

蔵
目
録

、
図
録
な
ど
は
、
機
会

を
と
ら
え
て
収
集
 

す
る
。
 

 
 
ｈ
．
芸
術
は

、
個
人

の
判
断

基
準
の
相
違
が
著
し
い
分
野
な

の
で
、

特
に
恣
意
的
に
 

な
ら
な
い
よ
う
注

意
す
る

。
 

 

＜
８
類
 

言
語
：

言
語
、

言
語
学
＞
 

ａ
．
言
語
に
関
す
る
理
論

や
日
本

語
・
英

語
・
中
国
語
・
ハ
ン
グ

ル
な
ど
の
各
言
語
 

の
基
本
図
書
を
収

集
す
る

。
 

ｂ
．
日
本
語
に
つ

い
て

は
、
国
語
学
・
文
法
・
方
言
・
語
源
な

ど
入

門
書

か
ら
概

説
書

・
 

専
門
書
ま
で
を
収

集
す
る

。
 

 
 
ｃ
．
外
国
人

の
日
本

語
学
習

の
た
め
の
資
料
や
原
語
で
書
か

れ
た
資

料
を
積
極
的
に
 

収
集
す
る
。
 

ｄ
．
世
界
の
言
語
に
つ
い

て
は
、

入
門
書

か
ら
概
説
書
ま
で
を
収

集
し
、
英
語
・
中
 

国
語
・
ハ
ン
グ
ル

な
ど
広

く
学
習

さ
れ
て
い
る
言
語
に
つ

い
て
は

、
入
門
書
か
ら
 

概
説
書
・
専
門
書

ま
で
を

収
集
す

る
。
 

 
 
ｅ
．
出
版
量

の
少
な

い
言
語

に
つ
い
て
は
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
留

意
す
る
。
 

ｆ
．
各
言
語
の
辞
典
は
、

幅
広
く

収
集
す

る
。
 

 

＜
９
類
 

文
学
＞
 

ａ
．
日
本
の
小
説
、
随
筆

、
詩
歌

、
作
品

集
、
評
論
、
研
究
書
な

ど
に
つ
い
て
は
、
 

古
典
か
ら
現
代
文

学
ま
で

幅
広
く

収
集
し
、
理
論
や
評
論

な
ど
は

研
究
動
向
に
も
 

留
意
す
る
。
 

ｂ
．
一
般
向
け
に
書
か
れ

た
読
み

物
や
入

門
書
か
ら
概
説
書
・
注

釈
書
・
専
門
書
ま
 

で
収
集
す
る
。
 

ｃ
．
日
本
文
学
は
、
最
も

利
用
の

多
い
分

野
で
あ
り
、
各
ジ
ャ
ン

ル
に
わ
た
っ
て
幅
 

広
く
収
集
す
る
。
 

ｄ
．
外
国
文
学
も
日
本
文

学
に
準

ず
る
。
 

ｅ
．
外
国
文
学
に
つ
い
て

は
、
同

じ
作
品

で
も
翻
訳
の
違
い
に
注

意
し
、
ま
た
、
比
 

較
的
出
版
点
数
の

少
な
く

紹
介
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
国
に

つ
い
て

も
留
意
し
て
収
 

集
す
る
。
 

ｆ
．
文
庫
や
新
書
な
ど
で

し
か
出

版
さ
れ

な
い
作
品
も
多
い
の
で

、
特
に
留
意
す
る
。
 

 
 
ｇ
．
受
賞
作

品
に
つ

い
て
は

、
収
集
す
る
よ
う
努
め
る
。
 

 
 
ｈ
．
作
品
集

・
全
集

・
選
集

な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
収
集
す

る
。
 

ｉ
．
児
童
文
学
に
関
す
る

研
究
書

は
、
幅

広
く
収
集
す
る
。
 

ｊ
．
各
分
野
の
辞

典
・
事
典
は
、

幅
広
く

収
集
す

る
。
 

 

Ⅲ
 
児
童
書
 

  
 
子
供
時
代
に
さ
ま
ざ
ま
な
本

に
出
会

う
こ
と

は
、
感

性
を
磨

き
、
表

現
力
や
創
造
力
 

 
を
豊
か
な
も
の
に
し
、
現
在
及

び
将
来

に
わ
た

っ
て
生

き
る
力

を
身
に

付
け
て
い
く
上
 

 
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
る

。
 

 
こ
の
認
識
の
も

と
に
、
図
書
館

は
す
べ
て
の
子

供
が
適

切
な
時

期
に
、
適
切
な

本
の
 

楽
し
み
と
出
会
え

る
よ
う
な
環
境

を
整
備
す
る
た

め
に
、

子
供
の

意
見
を
尊
重
し

、
次
 

の
よ
う
な
基
準
に

し
た
が
い
、
資

料
の
収
集
に
努

め
る
。
 

 １
．
児
童
書
は
、
概
ね
一
般
資
料

に
準
ず

る
が
、

子
供
の

読
書
要

求
・
学

習
要
求
に
応
じ
 

 
ら
れ
る
よ
う
に
留
意
し
、
幅
広

い
分
野

に
わ
た

り
収
集

す
る
。
 

２
．
原
則
と
し
て
子
供
向
け
と
し

て
出
版

さ
れ
た

資
料
を

収
集
す

る
。
大

人
向
け
の
資
料
 

 
で
あ
っ
て
も
、
子
供
が
関
心
を

持
っ
て

読
む
こ

と
の
で

き
る
も

の
は
収

集
す
る
。
 

３
．
参
考
図
書
は
、
学
習
・
調
査

に
役
立

つ
も
の

を
中
心

と
し
、

網
羅
的

、
体
系
的
に
収
 

 
集
す
る
。
 

４
．
絵
本
は
、
子
供
の
知
的
・
情

緒
的
経

験
を
広

げ
、
想

像
力
を

豊
か
に

養
う
も
の
を
中
 

 
心
に
、
幅
広
く
収
集
す
る
。
 

（
１
）
表
現
が
豊
か
で
子
供
の
想

像
力
・

空
想
力

を
養
う

も
の
で

あ
る
こ

と
 

（
２
）
絵
と
文
が
調
和
し
て
い
る

こ
と
 

（
３
）
知
識
絵
本
は
、
正
確
な
知

識
に
基

づ
き
、

内
容
を

的
確
に

表
現
し

て
い
る
こ
と
 

５
．
外
国
絵
本
・
外
国
文
学
は
、

翻
訳
の

違
い
に

も
注
意

し
幅
広

く
収
集

す
る
。
ま
た
、
 

 
比
較
的
出
版
点
数
が
少
な
く
紹

介
さ
れ

る
こ
と

の
な
い

国
の
も

の
に
も

留
意
す
る
。
 

６
．
昔
話
・
伝
説
・
神
話
は
、
文

学
・
物

語
の
原

点
と
し

て
位
置

付
け
、

各
国
各
地
方
に
 

 
わ
た
っ
て
幅
広
く
収
集
す
る
。
 

７
．
児
童
書
は
、
特
に
図
書
と
の

出
会
い

を
重
視

し
、
利

用
状
況

に
見
合

っ
た
複
本
を
準
 

 
備
す
る
。
 

８
．
図
版
・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
な

ど
の
入

っ
た
資

料
は
、

視
覚
的

に
優
れ

、
わ
か
り
や
す
 

 
く
表
現
さ
れ
た
も
の
に
留
意
す

る
。
 

９
．
児
童
書
の
選
択
に
あ
た
っ
て

は
、
興

味
や
流

行
に
留

意
し
な

が
ら
、

子
供
の
意
見
も
 

 
充
分
尊
重
し
、
極
端
な
良
書
主

義
に
な

ら
な
い

よ
う
注

意
す
る

。
 

1
0
．
学
校
と
の
連
携
に
も
留
意
し

、
総
合

的
な
学

習
に
も

対
応
で

き
る
よ

う
に
す
る
。
 

 Ⅳ
 
雑
誌
 

 １
．
さ
ま
ざ
ま
な
主
題
に
関
す
る

最
新
情

報
が
幅

広
く
得

ら
れ
る

雑
誌
を

幅
広
く
収
集
す
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る
。
 

２
．
環
境
の
変
化

や
時
代

の
要
請

に
留
意
し
な
が
ら
、
市
民
の
多

様
な
要

望
に
応
え
ら
れ
 

る
よ
う
、

幅
広
く

雑
誌
を

収
集
す
る
。
 

３
．
雑
誌
の
分
野

に
よ
っ

て
は
、

各
館
分
担
し
て
収
集
す
る
こ
と

も
考
慮

す
る
。
 

４
．
そ
の
他
逐
次

刊
行
物

・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
類
等
は
、
Ⅱ
項
・
Ⅲ

項
に
準

じ
て
収
集
す
る

。
 

５
．
保
存
期
間
に

従
い
、

欠
落
の

な
い
よ
う
特
に
留
意
す
る
。
 

 Ⅴ
 
新
聞
 

 １
．
新
聞
は
、
全

国
紙
、

地
方
紙

、
業
界
紙
等
の
他
に
、
各
分
野

の
一
般

情
報
を
提
供
す
 

る
も
の
を

収
集
す

る
。
 

２
．
各
館
分
担
し

て
、
縮

刷
版
・

抄
録
版
の
収
集
に
努
め
る
。
 

３
．
東
大
阪
市
及

び
河
内

に
関
す

る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
等
を
収

集
す
る

こ
と
に
努
め
る

。
 

 Ⅵ
 
郷
土
資
料
・

行
政
資

料
 

 １
．
東
大
阪
市
が

発
行
し

た
資
料

は
、
網
羅
的
に
収
集
す
る
。
ま

た
、
以

下
の
も
の
が
発
 

行
し
た
資

料
も
積

極
的
に

収
集
す
る
。
 

（
１
）
東
大
阪
市

の
外
郭

団
体
の

発
行
し
た
資
料
 

（
２
）
東
大
阪
市

内
在
住

の
個
人

や
民
間
団
体
の
発
行
し
た
資
料
 

（
３
）
大
阪
府
及

び
近
隣

市
町
村

の
発
行
し
た
資
料
 

（
４
）
東
大
阪
市

に
所
在

す
る
国

の
機
関
又
は
近
隣
府
県
が
発
行

し
た
資

料
の
う
ち
必
要
 

な
も
の
 

２
．
東
大
阪
市
に

関
す
る

資
料
は

、
以
下
の
点
に
留
意
し
て
収
集

す
る
。
 

（
１
）
東
大
阪
市

及
び
そ

の
周
辺

地
域
に
関
連
す
る
内
容
が
濃
密

な
資
料

 
 

（
２
）
内
容
の
す

べ
て
又

は
一
部

が
東
大
阪
市
に
関
わ
る
資
料
 

（
３
）
姉
妹
都
市

に
関
す

る
資
料
 

（
４
）
古
書
籍
と

呼
ば
れ

る
限
定

出
版
も
の
な
ど
で
入
手
困
難
で

あ
っ
て

も
需
要
効
率
の
 

よ
い
も
の
 

３
．
東
大
阪
市
出

身
並
び

に
在
住

の
著
者
の
作
品
は
、
積
極
的
に

収
集
す

る
。
 

４
．
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
リ

ー
フ
レ

ッ
ト
、
地
図
、
新
聞
、
葉
書
、

視
聴
覚

資
料
な
ど
の
図
 

書
以
外
の

資
料
も

積
極
的

に
収
集
す
る
。
冊
子
体

に
な
っ

て
い
な

い
資
料
に
つ
い
て
は
、
 

必
要
に
応

じ
て
合

本
や
デ

ジ
タ
ル
資
料
に
加
工
・

編
集
し

て
提
供

す
る
よ
う
に
努
め
る
。
 

５
．
資
料
の
散
逸

を
防
ぐ

た
め
、

な
る
べ
く
複
本
を
揃
え
る
。
１

部
し
か

な
い
基
本
資
料
 

に
つ
い
て

は
、
複

製
本
な

ど
の
作
成
に
努
め
る
。
 

 Ⅶ
 
視
聴
覚
資
料
 

 １
．
視
聴
覚
資
料
は
、
趣
味
・
娯

楽
・
教

養
又
は

文
化
活

動
に
資

す
る
た

め
、
市
民
の
ニ
 

ー
ズ
を
把
握
し
、

必
要
に
応
じ
て

多
様
な
ジ
ャ
ン

ル
の
作

品
を
収

集
す
る
。
 

２
．
視
聴
覚
資
料
の
収
集
に
あ
た

っ
て
は

、
評
価

の
定
ま

っ
た
作

品
や
国

内
外
の
各
賞
受
 

賞
作
品
に
も
留
意

す
る
。
 

３
．
音
響
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ

て
は
、

以
下
の

点
に
留

意
す
る

。
 

（
１
）
主
要
な
作
曲
家
、
演
奏
家

、
歌
手

等
の
作

品
 

（
２
）
伝
統
・
古
典
芸
能
に
関
す

る
資
料
 

（
３
）
朗
読
等
、
視
覚
障
害
者
や

高
齢
者

の
鑑
賞

に
配
慮

し
た
資

料
 

（
４
）
民
族
音
楽
、
効
果
音
等
、

類
品
の

少
な
い

資
料
 

４
．
映
像
資
料
の
収
集
に
あ
た
っ

て
は
、

以
下
の

点
に
留

意
す
る

。
 

（
１
）
社
会
的
、
記
録
的
評
価
の

高
い
資

料
 

（
２
）
聴
覚
障
害
者
等
に
配
慮
し

た
字
幕

付
き
又

は
手
話

付
き
資

料
 

（
３
）
伝
統
・
古
典
芸
能
に
関
す

る
資
料
 

５
．
今
後
の
メ
デ
ィ
ア
開
発
の
進

展
に
あ

わ
せ
、

提
供
・

保
存
に

適
切
な

資
料
を
検
討
し

、
 

必
要
に
応
じ
て
収

集
す
る
。
 

 Ⅷ
 
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
用
資
料
 

 １
．
視
聴
覚
障
害
者
等
の
利
用
に

供
す
る

た
め
に

、
点
字

資
料
、

録
音
資

料
、
大
活
字
本

、
 

さ
わ
る
絵
本
等
を

収
集
す
る
。
 

２
．
点
字
・
録
音
資
料
は
、
既
に

他
機
関

が
所
蔵

し
て
い

る
資
料

に
つ
い

て
は
、
相
互
協
 

 
力
に
よ
り
資
料
提
供
を
す
る
。

  

３
．
他
機
関
が
所
蔵
し
な
い
資
料

に
つ
い

て
は
、

朗
読
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
の

協
力
を
得
て
、
 

作
成
又
は
収
集
す

る
。
録
音
資
料

の
作
成
に
際
し

て
、
著

作
権
の

許
諾
を
必
要
と

す
る
 

場
合
、
特
に
留
意

す
る
 

４
．
点
字
・
録
音
資
料
に
つ
い
て

は
、
特

に
利
便

性
や
資

料
劣
化

に
つ
い

て
留
意
し
、
デ
 

ジ
タ
ル
化
に
努
め

る
。
 

 Ⅸ
 
電
子
資
料
 

 １
．
図
書
の
形
態
で
入
手
で
き
な

い
も
の

や
利
用

上
効
率

的
な
も

の
は
、

デ
ジ
タ
ル
記
憶
 

媒
体
に
よ
っ
て
刊

行
さ
れ
る
資
料

を
収
集
す
る
。
 

２
．
技
術
の
進
展
に
と
も
な
い
進

化
の
激

し
い
分

野
な
の

で
、
で

き
る
だ

け
新
し
い
資
料
 

を
収
集
す
る
よ
う

に
努
め
る
。
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Ⅹ
 
そ
の
他
 

 １
．
地
図
に
関
し

て
は
、

次
の
点

に
留
意
す
る
。
 

（
１
）
近
隣
市
町

村
・
府

県
の
地

図
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
に
収

集
す
る

。
 

（
２
）
近
畿
地
方

の
２
万

５
０
０

０
分
の
１
地
図
を
収
集
す
る
。
 

（
３
）
東
大
阪
市

関
係
の

地
図
・

古
地
図
を
積
極
的
に
収
集
す
る

。
 

（
４
）
住
宅
地
図

に
つ
い

て
は
、

東
大
阪
市
を
中
心
に
必
要
と
思

わ
れ
る

周
辺
地
域
の
も
 

の
を
収
集
し
、
保
存
す
る

。
 

（
５
）
道
路
地
図

に
つ
い

て
は
、

全
国
地
方
別
に
収
集
す
る
。
 

２
．
学
習
参
考
書

（
学
習

参
考
書

と
は
、
教
科
書
あ
る
い
は
文
部

科
学
省

が
定
め
る
学
習
 

指
導
要
領

に
準
拠

す
る
形

で
編
集
さ
れ
、
専
ら
受

験
対
策

を
第
一

義
と
し
た
図
書
を
い
 

う
。）

及
び
各

種
の
試

験
問
題
集

は
、
原
則
と
し
て
収
集
し
な
い

。
但
し
、
免
許
・
資
格
 

な
ど
の
取

得
の
た

め
の
参

考
書
は
収
集
す
る
。
 

３
．
漫
画
は
、
内

容
等
を

十
分
に

検
討
し
、
収
集
す
る
。
 

４
．
政
府
刊
行
物

は
、
白

書
・
青

書
・
報
告
書
等
主
要
な
も
の
を

幅
広
く

収
集
す
る
。
 

５
．
電
話
帳
は
、

近
畿
圏

域
の
も

の
を
収
集
す
る
。
 

６
．
購
入
の
困
難

な
資
料

は
、
こ

の
方
針
に
基
づ
き
積
極
的
に
寄

贈
依
頼

を
す
る
。
 

７
．
寄
贈
資
料
は

、
こ
の

基
準
に

基
づ
き
収
集
す
る
。
 

８
．
利
用
が
特
に

多
い
資

料
に
つ

い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
複
本

を
購
入

す
る
。
 

 X
I
 
附
則
 

 １
．
こ
の
選
書
基

準
を
、

市
民
に

広
く
公
開
し
、
批
判
と
協
力
を

得
る
。
 

２
．
こ
の
選
書
基

準
は
、

必
要
に

応
じ
て
改
訂
す
る
。
 

３
．
こ
の
選
書
基

準
は
、

平
成
１

７
年
２
月
１
０
日
か
ら
施
行
す

る
。
 

            

 

「
日
本
十
進

分
類
法

」
 
第

１
次

区
分

表
（

類
目
表

）
 

 ０
類
 
総
記
 
 
Ge
n
er
a
l 
W
or
ks
 

 
(図

書
館
、
図
書
、
百
科
辞
典
、
一
般

論
文
集

、
逐
次

刊
行
物
、
団
体

、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、

叢
書
) 

 １
類
 
哲
学
 
 
Ph
i
lo
s
op
h
y 

 
(哲

学
、
心
理
学
、

倫
理
学
、
宗
教
) 

 ２
類
 
歴
史
 
 
Hi
s
to
r
y 

 
(歴

史
、
伝
記
、
地

理
) 

 ３
類
 
社
会
科
学
 
 S
o
ci
a
l 
Sc
i
e
nc
e
s 

 
(政

治
、
法
律
、
経

済
、
統
計
、
社
会

、
教
育

、
風
俗
習
慣
、

国
防

) 

 ４
類
 
自
然
科
学
 
 N
a
tu
r
al
 S
c
i
en
c
es
 

 
(数

学
、
理
学
、
医

学
) 

 ５
類
 
技
術
 
 
Te
c
hn
o
lo
g
y 

 
(工

学
、
工
業
、
家

政
学

) 

 ６
類
 
産
業
 
 
In
d
us
t
ry
 

 
(農

林
水
産
業
、
商

業
、
運
輸
、
通
信

) 
 

 ７
類
 
芸
術
 
 
Th
e
 a
r
ts
 

 
(美

術
、
音
楽
、
演

劇
、
ス
ポ
ー
ツ
、

諸
芸
、

娯
楽

) 

 ８
類
 
言
語
 
 
La
n
gu
a
ge
 

 ９
類
 
文
学
 
 
Li
t
er
a
tu
r
e 

 Ｅ
 
絵
本
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東
大
阪
市
立
図
書
館
自
動
車
文
庫
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

 
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
要
綱

 
 
（
主
 
 
旨
）

 
第
１
条
 
こ
の
要
綱
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
施
行
規
則
（
昭
和

42
年

2
月

1
日
東
大
阪
市
教

育
委
員
会
規
則
第
２

1
号
）
第

8
条
の
規
定
に
基
づ
く
自
動
車
文
庫
の
図
書
貸
出
等
の
た
め
の
駐
車

場
所
（
以
下
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。）

の
設
置
及
び
廃
止
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

 
  
（
設
置
対
象
地
域
）

 
第
２
条
 
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
事
情
、
人
口
密
度
、
利
用
効
果
、
地
理
的
条

 
件
、
道
路
事
情
等
を
考
慮
し
、
原
則
と
し
て
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
限
る
も
の
と
す
る
。

 
 
（
１
）
図
書
館
施
設
及
び
既
設
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
奉
仕
範
囲
と
重
複
し
な
い
こ
と
。

 
 
（
２
）
図
書
館
車
の
進
入
が
容
易
で
、
か
つ
、
周
辺
の
道
路
事
情
が
良
好
で
あ
る
こ
と
。

 
 
（
３
）
図
書
館
車
の
一
定
時
間
の
駐
車
が
容
易
で
、
利
用
者
が
安
全
に
利
用
で
き
、
か
つ
、
効
果
的
 
 
 

に
業
務
が
行
な
え
る
場
所
で
あ
る
こ
と
｡  

 
（
４
）
道
路
交
通
法
に
規
定
す
る
駐
車
禁
止
場
所
で
な
い
こ
と
。

 
 
（
５
）
公
有
地
に
お
い
て
は
、
所
轄
官
公
署
の
許
可
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

 
 
（
６
）
私
有
地
に
お
い
て
は
、
そ
の
所
有
者
の
長
期
使
用
に
関
す
る
承
諾
が
得
ら
れ
、
か
つ
、
関
係

住
民
等
の
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

 
 
（
７
）
一
定
数
以
上
の
利
用
が
あ
り
、
継
続
的
に
貸
出
等
の
利
用
効
果
が
期
待
で
き
る
地
域
で
あ
る

こ
と
。

 
 ２
．
前
項
の
条
件
を
満
た
す
場
合
で
あ
っ
て
も
、
自
動
車
文
庫
の
運
営
に
支
障
が
あ
る
と
き
は
設
置
を

し
な
い
。

 
 
（
奉
仕
対
象
地
域
）

 
第
３
条
 

1
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
奉
仕
対
象
範
囲
は
、
原
則
と
し
て
半
径

30
0 ｍ

以
内
と
す
る
。

 
   

    
（
廃
 
止
）

 
第

4
条
 
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、次

に
各
号
一
に
該
当
し
た
と
き
は
、こ

れ
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
（
１
）
図
書
館
施
設
が
設
置
さ
れ
、
当
該
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
第

2
条
に
規
定
さ
れ
た
奉
仕
対
象
範
囲

に
ふ
く
ま
れ
た
と
き
。

 
  
（
２
）
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駐
車
場
所
の
使
用
が
不
可
能
、
ま
た
は
困
難
に
な
り
、
そ
れ
に
か
か
る
駐
車

場
所
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
。

 
  
（
３
）
継
続
的
に
貸
出
等
の
利
用
効
果
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
。

 
  
（
４
）
そ
の
他
利
用
上
ま
た
は
安
全
面
、
運
営
上
か
ら
廃
止
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
。

 
 
（
専
 
決
）

 
第
５
条
 
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
及
び
廃
止
は
永
和
図
書
館
長
が
定
め
る
。

 
  
（
委
 
任
）

 
第
６
条
 
そ
の
他
こ
の
要
綱
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
永
和
図
書
館
長
が
定
め
る
。

 
 付
 
則

 
 
 
 
こ
の
要
綱
は
、
平
成
 

7
年
 

2
月
 

1
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
  
 
 
こ
の
要
綱
は
、
平
成
 

9
年
 

1
月
２
６
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
 

東
大
阪
市
教
育
委
員
会
 
社
会
教
育
部
 
永
和
図
書
館
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書
 庫

 運
 用

 要
 領

 

東
大
阪
市
立
図
書
館
 

 １
．
目
的
 

こ
の
「
書
庫
運
用
要
領
」
は
、
資
料
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
、
書
庫
を
効
果
的
に
運
用
し
、
市

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 ２
．
運
用
の
原
則
 

１
）
書
庫
は
、
開
架
書
架
の
延
長
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
 

２
）
図
書
館
全
体
の
書
庫
と
し
て
常
に
効
果
的
な
運
用
を
は
か
る
。
 

３
）
書
庫
の
収
容
能
力
を
考
え
、
「
廃
棄
選
定
基
準
」
に
則
り
選
別
し
た
上
保
管
す
る
。
 

４
）
移
管
さ
れ
た
資
料
は
、
書
庫
管
轄
館
の
管
理
と
す
る
。
 

 ３
．
運
用
要
領
 

１
）
＜
整
理
保
管
＞
 

 
 
 
利
用
者
か
ら
の
要
求
に
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
状
態
で
整
理
保
管
す
る
。
 

２
）
＜
目
録
の
整
備
＞
 

 
 
 
花
園
館
へ
の
移
管
資
料
は
、
目
録
カ
ー
ド
を
添
付
し
て
搬
入
し
、
順
次
書
誌
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

入
力
（
MA
RC

化
）
す
る
。
 

永
和
館
へ
の
移
管
資
料
は
、
カ
ー
ド
目
録
を
装
備
し
書
庫
に
配
架
す
る
。
 

３
）
＜
移
管
資
料
の
装
備
＞
 

 
 
 
移
管
資
料
は
、
利
用
に
向
け
速
や
か
に
装
備
を
す
る
。
 

４
）
＜
１
タ
イ
ト
ル
１
冊
の
保
管
＞
 

 
 
 
書
庫
入
れ
資
料
は
、
１
タ
イ
ト
ル
１
冊
の
保
管
を
原
則
と
す
る
。
但
し
、
郷
土
関
係
資
料
や
 
 
 

児
童
書
等
、
必
要
に
応
じ
て
複
本
を
保
管
す
る
。
 

５
）
＜
書
庫
内
資
料
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
＞
 

 
 
 
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
を
は
か
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
書
庫
内
資
料
を
取
捨
選
択
し
、

廃
棄
を
行
う
。
 

 ４
．
手
続
き
 

１
）
＜
移
管
の
手
続
き
＞
 

 
 
 
資
料
の
移
管
に
は
、
起
案
等
必
要
な
手
続
き
を
行
い
所
管
変
え
を
す
る
。
 

２
）
＜
蔵
書
統
計
＞
 

 
 
 
搬
出
入
館
で
は
、
諸
統
計
数
値
等
の
変
更
を
行
う
。
 

 

附
則
 
こ
の
要
領
は
、
平
成
６
年
１
１
月
１
５
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

廃
 棄

 選
 定

 基
 準

 

 

東
大
阪
市
立
図
書
館
 

 １
．
目
的
 

こ
の
「
廃
棄
選
定
基
準
」
は
、
新
鮮
で
魅
力
あ
る
資
料
を
維
持
す
る
た
め
に
、
適
切
な
保
存
管
理
を

行
い
、
利
用
提
供
が
円
滑
に
行
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 ２
．
選
定
基
準
 

（
１
）
次
に
定
め
る
項
目
に
該
当
す
る
資
料
は
、
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

①
 
著
し
く
汚
損
・
破
損
し
、
修
繕
不
可
能
な
も
の
 

②
 
内
容
が
逐
次
改
訂
さ
れ
、
利
用
価
値
を
失
っ
た
も
の
 

③
 
利
用
頻
度
の
少
な
い
も
の
で
、
重
複
が
あ
る
も
の
 

④
 
災
害
・
盗
難
等
の
理
由
で
、
亡
失
し
た
も
の
 

⑤
 
借
用
者
の
連
絡
先
不
明
等
で
、
返
却
の
見
込
み
の
な
い
も
の
 

⑥
 
不
明
確
認
後
、
一
定
期
間
を
過
ぎ
て
も
発
見
さ
れ
な
い
も
の
 

 （
２
）
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
場
合
に
は
引
き
続
き
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。
 

①
 
絶
版
等
の
理
由
に
よ
り
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
特
に
保
存
の
必
要
が
あ
る
も
の
 

②
 
他
に
類
す
る
資
料
が
な
く
、
特
に
保
存
の
必
要
が
あ
る
も
の
 

③
 
館
長
が
特
に
保
存
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
も
の
 

 ３
．
手
続
き
 

（
１
）
除
籍
・
廃
棄
の
決
定
は
、
所
轄
図
書
館
長
の
決
裁
に
よ
る
。
 

（
２
）
こ
の
「
廃
棄
選
定
基
準
」
を
摘
要
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
充
分
な
検
討
と
慎
重
な
配
慮
が
必
要
 

 
 
 
で
あ
る
。
 

  
 
附
則
 
こ
の
「
基
準
」
は
、
平
成
６
年
１
１
月
１
５
日
よ
り
施
行
す
る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
除
籍
図
書
等
の
譲
与
に
関
す
る
要
綱

 
 

 
（
趣
旨
）

 
第
１
条
 

こ
の
要
綱
は
、
東
大
阪
市
財
産
の
交
換
、
譲
与
及
び
無
償
貸
付
け
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

4
2

年
 

 
条
例
第

3
4

号
）
第

6
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
（
以
下
「
図
書
館
」
と
い
う
。
）
に
お

 
 
い
て
除
籍
さ
れ
た
図
書
・
雑
誌
等
（
以
下
「
除
籍
図
書
等
」
と
い
う
。
）
の
再
活
用
を
図
り
、
も
っ
て
市
民

 
の
読
書
活
動
に
資
す
る
と
と
も
に
、
資
源
の
保
護
及
び
再
利
用
を
目
的
と
し
て
、
除
籍
図
書
等
の
譲
与
に
つ

 
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

 
（
譲
与
対
象
者
等
）

 
第
２
条
 

除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

 
（
１
）
 
東
大
阪
市
の
区
域
内
に
存
す
る
公
共
施
設
及
び
公
共
団
体

 
（
２
）

  
本
市
の
区
域
内
に
そ
の
活
動
の
本
拠
を
置
き
、
公
共
の
福
祉
向
上
や
教
育
文
化
の
向
上
を
目
的
に
し
、

 
本
市
の
区
域
内
を
専
ら
そ
の
活
動
の
範
囲
と
す
る
団
体

 
（
３
）
 
東
大
阪
市
民

 
（
４
）
 
前
各
号
に
か
か
げ
る
も
の
の
ほ
か
館
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き

 
（
譲
与
の
冊
数
）

 
第
３
条
 

譲
与
す
る
除
籍
図
書
等
の
冊
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

 
（
１
）
 
前
条
第

1
号
に
定
め
る
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 

  
無
制
限

 
（
２
）
 
前
条
第

2
号
に
定
め
る
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2
0

0
冊

以
下

 
（
３
）
 
前
条
第

3
号
に
定
め
る
も
の

  
 
 
 

  
 

  
 

1
0

冊
以

下
 

（
４
）
 
前
条
第

4
号
に
定
め
る
も
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
館
長
が
定
め
る

 
（
譲
与
の
申
込
み
）

 
第
４
条
 

除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
除
籍
図
書
等
譲
与
申
込
書

 
 
兼
受
領
書
（
別
記
様
式
）
を
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
（
順
守
義
務
）

 
第
５
条
 

除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
た
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
順
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
（
１
）
 
譲
与
を
受
け
た
除
籍
図
書
等
を
売
却
す
る
等
営
利
目
的
に
利
用
し
な
い
こ
と
。

 
（
２
）
 
除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
た
第

2
条
第

(1
)号

又
は
第

(2
)号

に
掲
げ
る
団
体
等
は
、
当
該
除
籍
図
書
等

 
を
図
書
館
と
同
種
の
用
途
以
外
に
供
し
な
い
こ
と
。

 
（
３
）

 除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
た
市
民
は
、
当
該
除
籍
図
書
等
を
個
人
の
読
書
以
外
の
目
的
に
使
用
し
な

 
い
こ
と
。

 
 
（
譲
与
の
取
消
し
等
）

 
第
６
条
 

除
籍
図
書
等
の
譲
与
を
受
け
た
も
の
が
前
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
順
守
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
譲

 
与
を
取
り
消
し
、
又
は
譲
与
し
た
除
籍
図
書
等
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
（
委
任
）

 
第
７
条
 

こ
の
要
綱
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
図
書
館
長
が
定
め
る
。

 
  
附
則
 
こ
の
要
綱
は
、
平
成

9
年

6
月

20
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
  

   （
別
記
様
式
）

 
東

 大
 阪

 市
 立

 図
 書

 館
 除

 籍
 図

 書
 等

 譲
 与

 申
 込

 書
 兼

 受
 領

 書
 年

 
 
月
 
 
日

 
 （
あ
て
先
）
東
 
大
 
阪
 
市
 
長
 

 
 

申
込
者

  
住

所
又

は
所

在
地
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
団

  
 
体
 

  
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
  

  
氏
名
又
は
代
表
者
氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
 
 
 
 
（
電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 次

 の
 と

 お
 り

 除
 籍

 図
 書

 等
 を

 譲
 与

 し
 て

 く
 だ

 さ
 い

 ま
 す

 よ
 う

 お
 願

 い
 し

 ま
 す

 。
 

 

記
 

１
 
図
書
の
種
別
、
書
名
及
び
冊
数

 

種
 
別

 
書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
名

 
冊
 
数

 

図
 
書

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
他

 
 

雑
 
誌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
他

 
 

 
 
 
 
 
 
合

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
計

 
 

２
 
次
に
掲
げ
る
事
項
を
順
守
す
る
こ
と
を
誓
約
し
、
も
し
順
守
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
請
求
が
あ
れ
ば
当
該

 

 
図
書
を
返
還
し
ま
す
。

 

（
１
）
 
譲
与
を
受
け
た
図
書
を
売
却
す
る
等
、
営
利
目
的
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

 

（
２
）
 
団
体
等
は
、
譲
与
を
受
け
た
除
籍
図
書
等
を
図
書
館
と
同
種
の
用
途
以
外
に
供
し
な
い
こ
と
。

 

（
３
）
 
市
民
は
、
譲
与
を
受
け
た
除
籍
図
書
等
を
個
人
の
読
書
以
外
の
目
的
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

上
  
記

  
図

  
書

  
受

  
領

  
し

  
ま

  
し

  
た

  
｡ 

 
 
年
 
 
月
 
 
日

 氏
名
又
は
代
表
者
氏
名
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東
大
阪
市
立
図
書
館
会
議
室
等
の
利
用
に
関
す
る
要
綱

 
19

98
年

4
月

30
日
 
制
定

 
 （趣

旨
） 

第
１
条

 
こ

の
要

綱
は

、
「東

大
阪

市
立

図
書

館
条

例
」（

以
下

「条
例

」と
い

う
。

）及
び

「東
大

阪
市

立
図

書

館
条

例
施

行
規

則
（以

下
「規

則
」と

い
う
。

）に
基

づ
き

、
会

議
室

、
視

聴
覚

室
､集

会
室

等
（以

下
「会

議

室
等

」と
い

う
。

）の
利

用
に

つ
い

て
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

と
す

る
｡ 

 （利
用

の
対

象
及

び
目

的
） 

第
２
条

 
会

議
室

等
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

者
は

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
も

の
と

し
､利

用
の

目
的

は
、

東
大

阪
市

の
図

書
館

事
業

の
振

興
に

係
わ

る
地

域
・文

化
活

動
、

研
究

会
等

と
す

る
。

 

（１
） 

「規
則

」第
５
条

３
項

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

る
グ

ル
ー

プ
及

び
団

体
 

（２
） 

「規
則

」第
６
条

及
び

第
７
条

に
規

定
す

る
グ

ル
ー

プ
及

び
団

体
 

（３
） 

東
大

阪
市

の
社

会
教

育
、

文
化

等
に

関
係

す
る

グ
ル

ー
プ

及
び

団
体

 

（４
） 

そ
の

他
館

長
が

適
当

と
認

め
た

グ
ル

ー
プ

及
び

団
体

 

 （利
用

で
き

る
日

及
び

時
間

） 

第
３
条

 
会

議
室

等
を

利
用

で
き

る
日

及
び

時
間

は
、

館
長

が
特

に
必

要
と

認
め

る
と

き
を

除
き

、
原

則
と

し

て
、

利
用

許
可

を
受

け
た

図
書

館
の

開
館

日
及

び
開

館
時

間
と

す
る

。
 

 （利
用

の
手

続
及

び
予

約
） 

第
４
条

 
会

議
室

等
を

利
用

し
よ

う
と

す
る

者
は

、
「会

議
室

等
利

用
申

込
書

」（
以

下
、

「申
込

書
」と

い
う

。
 

様
式

第
１
号

）を
提

出
し

、
館

長
の

許
可

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

２
．

会
議

室
等

を
利

用
し

よ
う
と

す
る

者
は

、
電

話
又

は
来

館
等

に
よ

り
、

利
用

し
た

い
日

の
２
ヶ

月
前

か
ら

前

日
ま

で
に

、
利

用
の

予
約

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

 （利
用

の
制

限
） 

第
５
条

 
館

長
が

、
次

の
各

号
に

該
当

す
る

と
認

め
た

と
き

は
、

利
用

を
許

可
し

な
い

。
 

（１
） 

商
品

販
売

等
の

営
利

を
目

的
と

す
る

と
き

 

（２
） 

宗
教

活
動

を
目

的
と

す
る

と
き

 

（３
） 

政
治

活
動

を
目

的
と

す
る

と
き

 

（４
） 

風
紀

を
害

し
、

秩
序

を
乱

す
お

そ
れ

の
あ

る
と

き
 

（５
） 

そ
の

他
管

理
運

営
上

、
特

に
支

障
の

あ
る

と
き

 

 

    （利
用

の
取

消
等

） 

第
６
条

 
館

長
は

、
次

の
各

号
に

該
当

す
る

と
認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

利
用

の
停

止
又

は
利

用
の

許
 

 
 

 可
を

取
消

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

（１
）利

用
す

る
者

が
、

こ
の

要
綱

に
違

反
し

た
と

き
 

（２
）利

用
の

目
的

が
、

承
認

の
時

と
異

な
っ

た
と

き
 

（３
）災

害
そ

の
他

の
事

故
等

に
よ

り
、

会
議

室
等

の
利

用
が

不
可

能
な

と
き

 

（４
）館

長
が

、
図

書
館

運
営

上
、

特
に

必
要

が
あ

る
と

認
め

た
と

き
 

 （利
用

者
の

遵
守

事
項

） 

第
７
条

 
会

議
室

等
の

利
用

者
は

、
次

の
事

項
を

守
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（１
）「

条
例

」及
び

「規
則

」に
従

う
こ

と
 

（２
）利

用
許

可
の

な
い

設
備

を
使

用
し

な
い

こ
と

 

（３
）利

用
後

の
整

理
、

整
頓

及
び

原
状

回
復

を
行

う
こ

と
 

（４
）そ

の
他

館
長

の
指

示
に

従
う
こ

と
 

  
 

 
附

則
 

こ
の

要
綱

は
、

平
成

１
０
年

５
月

６
日

か
ら

施
行

す
る

。
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図
書
館
に
関
す
る
基
本
協
定

 
 

東
大

阪
市

（
以

下
「

甲
」

と
い
う

。
）
、

八
尾

市
（

以
下

「
乙
」

と
い

う
。
）

及
び
柏
原

市
（
以

下
「

丙
」

と
い

う
。
）
は

、
中
河

内
地

域
広

域
行
政

圏
に

お
け

る
図

書
館
サ
ー

ビ
ス
の
充

実
を
図
る

た
め
､甲

､乙
､及

び
丙
の
図
書
館
に
関
し
て
次

の
と
お

り
協
定

す
る
。

 
  

（
相
互

協
力
）

 
第

1
条
 
甲
、
乙
及

び
丙
の

図
書
館
は
、
連
絡
を

密
に
し

、
相
互

に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

 
  

（
相
互

利
用
）

 
第

2
条
 
甲
、
乙

及
び
丙
の
市
民
は
、
甲
、
乙
、
丙
の
い

ず
れ
の

図
書
館
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
の

利
用
に
関
す
る
規
則
に

基
づ
き

利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

 
  

（
そ
の

他
の
事

項
）

 
第

3
条
 
こ
の
協
定

は
、
基
本
的
事
項
に
関
す
る

協
定
で

あ
り
、
目
的

達
成
の
た
め
必
要
な
そ
の

他
の
事
項

は
、
別
に
甲
、
乙
及
び

丙
が
協

議
し
て

定
め
る
。

 
  

（
効
力

の
発
生

）
 

第
4
条
 
こ
の
協
定

は
、
昭

和
５
８
年
４
月
１
日

か
ら
効

力
が
生

ず
る
。

 
 

こ
の
協
定

を
証
す

る
た
め

、
本
書
３
通
を
作
成
し

甲
、
乙

、
丙
記

名
押
印
の
う
え

 
各

１
通
保

有
す
る
。

 
 

昭
和

58
年

2
月

24
日

 
 

甲
 
東
大

阪
市
稲
葉

1
丁
目

1
番

1
号

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
東
大

阪
市
代

表
者
 

 
 
東
大
阪
市
長
 
 
 
印

 
 

乙
 
八
尾

市
本
町

1
丁
目

1
番

1
号

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
八
尾

市
代
表

者
 
 

 
 
八
尾
市
長
 
 
 
 
印

 
 

丙
 
柏
原

市
安
堂
町

1
番
５
５
号

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
柏
原

市
代
表

者
 
 

 
 
柏
原
市
長
 
 
 
 
印

 
    

三
市
図
書
館
連
絡
交
流
会
規
約

 
 
（
目
 
的
）

 
第

1
条
 
本
会
は
、
東
大
阪
市
、
八
尾

市
、
柏

原
市
の
図
書
館
に
関
す

る
基
本

協
定
（
昭
和

58
年

2
月

24
日
策
定
）
第
１
条
（
相
互
協

力
）
に

基
づ
き

、
３
市

図
書
館

間
で
の

情
報
交
換
や

職
員
 
交
流
を
通

じ
て
相
互
の
図

書
館
運
営
の
発

展
を
図

り
、
中
河
内
地

域
で
の

図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
寄

与
し
て
ゆ
く
も

の
と
す
る
。

 
 
（
会
の
名
称
）

 
第

2
条
 
本
会
の
名

称
は

、「
三

市
図
書
館
連
絡

交
流
会

」
と
す

る
。

 
 
（
会
 
員
）

 
第

3
条
 
東
大
阪
市

、
八
尾

市
、
柏
原
市
に
お
け

る
市
立

図
書
館

の
関
係

職
員
と

す
る
。

 
 
（
幹
 
事
）

 
第

4
条
 
各
図
書
館

に
１
名

な
い
し
２
名
の
幹
事

職
員
を

置
く
。

 
 
幹
事
職
員
は
主
と
し
て
自
館
で

の
連
絡

交
流
会

の
開
催

を
企
画

調
整
し

主
催
す
る
。

 
 
（
代
表
幹
事
）

 
第

5
条
 
事
業
開
催

市
の
当

該
図
書
館
長
を
代
表

幹
事
と

す
る
。

 
 
（
定
期
連
絡
交
流
会
）

 
第

6
条
 
定
期
連
絡

交
流
会

は
、
年
１
回
各
市
図

書
館
持

ち
回
り

で
開
催

す
る
。

 
 
開
催
は
、
東
大
阪
市
、
八
尾
市

、
柏
原

市
の
順

番
と
す

る
。

 
 
開
催
時
期
は
原
則
と
し
て
１
１

月
初
旬

頃
と
す

る
。

 
 
（
そ
の
他
の
事
業
）

 
第

7
条
 
各
市

図
書
館
は

定
期

会
に
か
か

わ
ら

ず
随
時
各

種
事

業
を

自
由
に

企
画
し

て
主

催
す

る
こ
と
が
で
き
る

。
 

（
規
約
の
改
正
）

 
第

8
条
 
規
約
の
改

廃
は
、

幹
事
職
員
の
話
し
合

い
に
よ

り
行
う

も
の
と

す
る
。

 
  
 
こ
の
規
約
は
平
成
８
年
４
月

１
日
か

ら
実
施

す
る
。

 
  
 
 
 
三
市
代
表
図
書
館
長
名

 
 
東

大
阪
市

 
 
 

 
図
書
館
長
名

 
 
 

 
印

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
八

尾
市
 

 
 
 
 
図
書
館
長
名

 
 
 

 
印

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
柏
原
市
 
 

 
 
 

図
書
館

長
名
 

 
 
 

印
 

 

-
2
0
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家
庭
文
庫
及
び
地
域
文
庫
育
成
要
綱

 

 
（
目
的
）
 

第
1
条
 
こ
の
要
綱
は
、
東
大
阪
市
内
に
所
在
す
る
家
庭
文
庫
及
び

地
域
文
庫
（
以
下

「
文
庫
」
と
い
う
。
）
の
育
成
と
文
庫
活
動
の
振
興
を
図
る
た
め
、
東
大
阪
市
立
図
書

館
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第

7
条
の
規
定
に
基
づ
き
図
書
館
資

料
の
貸
出
に
あ
た
っ
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。
 

 

（
利
用
者
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
）
 

第
2
条
 
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は

5
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
活

動
状
況
報
告
書
に

よ
り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

（
文
庫
の
一
般
貸
出
）
 

第
3
条
 
文
庫
が
館
外
で
利
用
で
き
る
資
料
は
、
１
０
０
冊
以
内
と

し
、
そ
の
利
用
期

間
は
、
２
月
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
冊
数
及
び
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

（
文
庫
の
特
別
貸
出
）
 

第
４
条
 
第
１
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
特
別
貸
出
申
請
に
よ

り
、
次
の
基
準
に

該
当
す
る
文
庫
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
文
庫
が
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
資
料
の
特
別

貸
出
を
行
い
、
そ
の
利
用
期
間
は
、
１
年
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
活
動
状
況
報
告
書

に
よ
り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
１
）文

庫
活
動
と
し
て
継
続
性
が
あ
る
こ
と
（
１
年
以
上
活
動
実
績
が
あ
る
こ
と
）。
 

（
２
）
月
１
回
は
開
室
す
る
こ
と
。
な
お
、
月
２
回
以
上
の
開
室
日
に
努
め
る
こ
と
。
 

（
３
）
概
ね
１
０
人
以
上
の
登
録
者
が
あ
る
こ
と
。
 

（
４
）
前
年
度
に
新
た
に
特
別
貸
出
を
し
た
図
書
数
以
上
の
貸
出
実
績
が
あ
る
こ
と
。 

２
 
前
項
の
基
準
に
満
た
な
い
文
庫
に
対
し
て
、
館
長
は
文
庫
活
動

の
継
続
性
が
顕
著

で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
特
別
貸
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

  

    

（
活
動
状
況
の
報
告
）
 

第
５
条
 
文
庫
は
活
動
状
況
を
年

１
回

報
告

す
る

も
の

と
す

る
。
 

 

（
文
庫
の
廃
止
）
 

第
６
条
 
文
庫
を
廃
止
し
た
と
き

は
、

速
や

か
に

館
長

に
届

出
、
利
用
カ
ー
ド
及
び
貸

出
資
料
を
返
却
す
る
も
の

と
す

る
。
 

  附
則
 

こ
の
要
綱
は
、
平
成
１
６
年
９
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

-
2
1
-



図
書
館
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
書

 
【
大
東
市
】

 

  
大
東
市
（
以
下
「
甲
」
と
い
う
。）

及
び
東
大
阪
市
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。）

は
、
図
書
館
相

互
利
用
に
関
し
て
次
の
と
お
り
協
定
を
締
結
す
る
。

 
 （
目
的
）

 
第
１
条
 
こ
の
協
定
は
、
甲
、
乙
相
互
の
図
書
館
利
用
を
促
進
し
、
市
民
の
生
涯
学
習
機
会
を
更

に
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 
 （
相
互
利
用
）

 
第
２
条
 
市
民
は
、
甲
、
乙
の
図
書
館
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
利
用
に
関
す
る
条
例
･規

則
等

の
定
め
に
よ
り
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 （
相
互
協
力
）

 
第
３
条
 
甲
、
乙
は
、
連
絡
を
密
に
し
、
相
互
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 （
図
書
館
の
整
備
）

 
第
４
条
 
甲
、
乙
は
、
更
に
適
正
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
に

お
い
て
図
書
館
の
整
備
に
努
め
る
。

 
 （
そ
の
他
）

 
第
５
条
 
こ
の
協
定
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
甲
、
乙
が
別
途
協
議
し

て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 
      

   （
協
定
期
間
）

 
第
６
条
 
こ
の
協
定
の
有
効
期
間
は
、
協
定
締
結
か
ら
当
該
会
計
年
度
の
３
月
３
１
日
ま
で
と
す

る
。
た
だ
し
、
甲
、
乙
に
異
議
が
な
い
と
き
は
、
協
定
を
自
動
的
に
更
新
す
る
。

 
  
附
則
 
こ
の
協
定
は
平
成
２
０
年
８
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。

 
 
こ
の
協
定
の
証
と
し
て
、
本
書
２
通
を
作
成
し
、
甲
、
乙
記
名
押
印
の
う
え
各
１
通
を
保
有
す

る
。

 
 

平
成
２
０
年
７
月
１
６
日

 
  

甲
 
大
東
市
曙
町
４
番
６
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
東
市
教
育
委
員
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教
育
長
 
 
中
口
 
馨

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
乙
 
東
大
阪
市
荒
本
北
５
０
番
地
の
４

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

教
育

長
職

務
代

理
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教
育
次
長
 
伊
藤

 賴
保

 
 

-
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図
書
館
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協

定
書

 
【
大
阪
市
】

 

 

大
阪

市
（

以
下

「
甲

」
と

い
う

。
）

及
び

東
大

阪
市

（
以

下
「

乙
」

と
い

う
。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関
し

て
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

 （
目

的
）

 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、
甲

乙
相

互
の

図
書

館
利

用
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

相
互

の
住

民
の

生
涯

学
習

の
場

を
拡

大
し

、
も

っ
て

教
育

の
向

上
と

文
化

の
発

展
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

 （
相

互
利

用
）

 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、
そ

の
市

が
設

置
す

る
図

書
館

の
資

料
を

他
方

の
住

民
の

館
外

利
用

に
供

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 （
規

程
の

適
用

）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、

教
育

委
員

会
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

扱
い

は
、

利
用

す
る

図
書

館
を

設
置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

 （
有

効
期

間
）

 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
2
1
年

４
月

１
日

か
ら

平
成

2
2

年
３

月
3
1
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
3
0
日

前
ま

で
に

甲

及
び

乙
の

い
ず

れ
か

ら
も

申
し

入
れ

が
な

い
場

合
は

、
こ

の
協

定
は

同
一

の
条

件
で

更
に

１
年

間
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

   

（
補

則
）

 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、
必

要
に

応
じ

て
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
記

名
押

印
の

う
え

、
各

自
１

通
を

保
有

す
る

。
 

  

平
成

2
1
年

3
月

2
6
日

 

  

甲
 

大
阪

市
北

区
中

之
島

１
丁

目
３

番
2

0
号

 

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

教
育

長
 

 
永

井
 

哲
郎

 

 

乙
 

東
大

阪
市

荒
本

北
１

丁
目

１
番

１
号

 

東
大
阪
市

教
育
委

員
会
教

育
長
職
務
代
理

者
 

教
育

次
長

 
伊

藤
 

賴
保

 

  -
2
3
-



 
 

 
 

 
 

 
 

 
東

大
阪

市
立

図
書

館
協

力
貸

出
要

領
 

 （目
的

）
 

１
 

こ
の

要
領

は
、

「
図

書
館

法
」
第

3
条

第
4

号
の

相
互

貸
借

（
以

下
、

「
協

力
貸

出
」
と

い
う

。
）
の

規
定

に
基

づ
き

、
東

大
阪

市
立

図
書

館
と

他
の

図
書

館
間

の
資

料
の

協
力

貸
出

を
円

滑
に

行

う
た

め
の

必
要

な
事

項
を

定
め

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 
 （貸

出
資

料
の

範
囲

）
 

２
 

貸
出

資
料

の
範

囲
は

、
東

大
阪

市
立

図
書

館
（
以

下
、

「
本

市
」
と

い
う

。
）に

お
い

て
個

人
貸

出

可
能

な
資

料
と

す
る

。
但

し
、

「
東

大
阪

市
立

図
書

館
条

例
施

行
規

則
」第

１
０

条
に

基
づ

き
、

原

則
と

し
て

次
の

資
料

は
除

く
。

 
（
１

）
持

出
禁

止
資

料
及

び
指

定
書

 
（
２

）
発

売
後

６
ヶ

月
以

内
の

資
料

 
 

  
 

但
し

、
直

接
来

館
し

て
資

料
の

借
受

け
を

す
る

場
合

に
つ

い
て

は
、

そ
の

限
り

で
な

い
。

 
（
３

）
発

売
後

３
ヶ

月
以

内
の

雑
誌

 
（
４

）
郵

送
等

に
適

さ
な

い
消

耗
の

著
し

い
資

料
や

破
損

し
や

す
い

資
料

等
 

（
５

）
そ

の
他

特
に

館
長

が
指

定
す

る
資

料
 

 （協
力

貸
出

の
登

録
）

 
３

 
協

力
貸

出
を

受
け

よ
う

と
す

る
図

書
館

（以
下

、
「
借

受
館

」
と

い
う

。
）は

、
別

紙
様

式
に

よ
り

文

書
・
Ｆ

Ａ
Ｘ

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
等

で
協

力
貸

出
の

登
録

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 （貸
出

冊
数

）
 

４
 

貸
出

冊
数

は
、

１
館

に
つ

き
２

０
冊

以
内

と
す

る
。

 
 （貸

出
期

間
）

 
５

 
貸

出
期

間
は

、
貸

出
し

た
日

か
ら

原
則

と
し

て
１

ヶ
月

以
内

と
す

る
。

ま
た

、
貸

出
期

間
の

延
長

は
、

返
却

予
定

日
か

ら
１

４
日

間
と

す
る

。
 

 ６
 

音
訳

等
に

使
用

す
る

た
め

に
貸

出
す

る
場

合
の

期
間

に
つ

い
て

は
、

借
受

館
と

本
市

図
書

館

と
の

協
議

に
よ

り
取

り
決

め
る

も
の

と
す

る
。

 
 （協

力
貸

出
資

料
の

申
込

）
 

７
 

資
料

の
貸

出
を

受
け

よ
う

と
す

る
借

受
館

は
、

あ
ら

か
じ

め
文

書
・
Ｆ

Ａ
Ｘ

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
等

で

申
し

込
む

も
の

と
す

る
。

 
  

  ８
 

貸
出

を
希

望
す

る
資

料
が

貸
出

さ
れ

て
い

る
と

き
は

、
予

約
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 （
予

約
の

順
位

）
 

９
 

貸
出

を
希

望
さ

れ
た

資
料

に
つ

い
て

、
本

市
の

利
用

者
か

ら
の

予
約

が
あ

っ
た

と
き

は
、

本
市

利
用

者
を

優
先

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 （
貸

出
・
返

却
方

法
及

び
経

費
）

 
１

０
 

直
接

来
館

に
よ

り
貸

出
及

び
返

却
す

る
と

き
は

、
借

受
館

職
員

と
本

市
図

書
館

職
員

と
の

手

渡
し

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
 

 １
１

 
送

付
に

よ
る

と
き

は
、

次
の

方
法

と
す

る
。

 
（１

）
往

路
は

、
原

則
と

し
て

着
払

い
郵

便
あ

る
い

は
宅

配
便

と
す

る
。

  
（２

）
復

路
は

、
特

に
指

定
し

な
い

が
、

本
市

よ
り

返
送

方
法

に
指

定
が

あ
る

と
き

は
、

そ
の

指
示

に
従

う
も

の
と

す
る

。
 

（３
）
資

料
の

貸
出

・
返

却
に

要
す

る
費

用
は

、
借

受
館

の
負

担
と

す
る

。
 

 （
借

受
資

料
の

利
用

）
 

１
２

 
貸

出
資

料
の

複
写

に
つ

い
て

は
、

あ
ら

か
じ

め
貸

出
館

か
ら

指
示

の
あ

る
場

合
を

除
い

て
、

「
図

書
館

間
協

力
に

お
け

る
現

物
貸

借
で

借
り

受
け

た
図

書
の

複
製

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」

（平
成

１
８

年
１

月
１

日
）
に

従
が

う
も

の
と

す
る

。
 

 （
賠

償
）

 
１

３
 

借
受

館
が

貸
出

資
料

を
紛

失
・汚

損
・破

損
し

た
と

き
は

、
「
東

大
阪

市
図

書
館

条
例

」第
６

条

の
規

定
に

よ
り

弁
償

す
る

も
の

と
す

る
。

 
 （
補

則
）

 
１

４
 

こ
の

要
領

に
定

め
る

も
の

の
ほ

か
調

整
が

必
要

な
と

き
は

、
そ

れ
ぞ

れ
に

協
議

し
て

適
切

な
処

置
を

講
じ

る
も

の
と

す
る

。
 

 附
則

 
こ

の
要

領
は

、
２

０
０

７
年

１
０

月
１

６
日

か
ら

施
行

す
る

。
 

 

-
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東
大
阪
市
立
図
書
館
と
大
阪
商
業
大
学
図
書
館
と
の
相
互
協
力
覚
書

 
  

東
大
阪
市
立
図
書
館
(
以
下
「
甲
」
と
い
う
。
)
と
大
阪
商
業
大
学
図
書
館
(以

下
「
乙
」
と

い
う
。
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び
図
書
館
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
図
る
た
め
、
甲
及
び
乙
の
相
互
協
力
関
係
を
築
き
、
こ
れ
を
促
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
覚
書
を
締
結
す
る
。
 

 １
 
甲
及
び
乙
は
、
次
の
各
号
に
揚
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
可
能
な
範
囲
で
相
互
協
力
す
る

も
の
と
す
る
。
 

(
１
)
図
書
館
資
料
の
現
物
貸
借
に
関
す
る
事
項
 

(
２
)
図
書
館
資
料
の
文
献
複
写
に
関
す
る
事
項
 

(
３
)
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
関
す
る
事
項
 

(
４
)
そ
の
他
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
事
項
 

 ２
 
前
項
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
甲
及
び
乙
の
利
用
規
定
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
。
 

 ３
 
第
１
項
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
甲
・
乙
協
議
の
上
、
別
に
定
め
る
も
の
と

す
る
。
 

 ４
 
こ
の
覚
書
に
定
め
る
事
項
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
、
甲
・
乙
協
 

議
の
上
、
解
決
す
る
も
の
と
す
る
。
 

    

  ５
 
こ
の
覚
書
の
有
効
期
間
は
、

平
成

１
９

年
４
月
１
日
か

ら
１
ヵ
年
と
す
る
。

た
だ
し
、

有
効
期
間
満
了
の
２
ヶ
月
前
ま

で
に
、
甲
ま
た

は
乙
の
い
ず
れ
か
ら
も
何
ら
の
申
し
出
が

な
い
と
き
は
、
有
効
期
間
満
了

日
の
翌
日
か
ら

さ
ら
に
１
年
間
同
一
条
件
で
更
新
す
る
も

の
と
し
、
以
後
も
同
様
と

す
る

。
 

  
こ
の
覚
書
が
成
立
し
た
こ
と
を

証
す

る
た

め
本
書
２
通
作

成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
記

名
・
押
印

の
上
、
各
１
通
を
保
有
す
る
。
 

 

平
成
１
９
年
３
月
３
１
日

 

 

（
甲
）
東
大
阪

市
教

育
委

員
会

教
育
長
職
務
代
理
者

 

教
育
次
長

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

印
 

（
乙
）
学
校
法

人
谷

岡
学

園
 

大
阪
商
業
大
学
図
書
館
長

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
印
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イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
関

す
る

協
定

書
 

  
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

）
と

大
阪

樟
蔭

女
子

大
学

（
以

下
「
乙

」
と

い
う

）
は

、
乙

の
学

生

の
甲

が
所

轄
す

る
市

立
図

書
館

へ
の

受
入

れ
に

つ
い

て
、

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。
 

 （
受

入
れ

） 

第
1

条
 

甲
は

、
次

項
の

規
定

に
よ

り
乙

が
選

抜
し

た
学

生
を

受
入

れ
、

当
該

学
生

に
対

し
甲

の
業

務
の

一

部
に

つ
い

て
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
体

験
実

習
を

さ
せ

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

前
項

の
規

定
に

基
づ

き
甲

が
受

け
入

れ
る

人
数

は
、

甲
乙

協
議

し
て

決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
派

遣
学

生
の

選
抜

） 

第
２

条
 

乙
は

、
成

績
、

面
接

等
を

経
て

、
乙

の
全

学
部

、
学

科
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
派

遣
希

望
者

の
う

ち
か

ら
甲

に
受

入
れ

を
依

頼
す

る
者

を
選

抜
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

乙
は

、
前

項
の

規
定

に
よ

り
甲

に
受

入
れ

を
依

頼
す

る
乙

の
学

生
（
以

下
「
派

遣
学

生
」
と

い
う

）
を

選
抜

し
た

と
き

は
、

文
書

で
甲

に
報

告
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 （
派

遣
期

間
等

）
 

第
３

条
 

派
遣

学
生

を
受

け
入

れ
る

期
間

（
以

下
｢派

遣
期

間
｣と

い
う

）
は

、
甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

２
 

派
遣

期
間

の
ほ

か
、

甲
に

お
け

る
体

験
実

習
の

内
容

、
体

験
実

習
時

間
、

服
務

、
配

置
部

署
等

は
、

甲

乙
協

議
し

て
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
受

入
れ

条
件

） 

第
４

条
 

甲
は

、
派

遣
学

生
に

対
し

、
賃

金
、

給
与

そ
の

他
名

目
の

如
何

を
問

わ
ず

金
銭

を
支

給
し

な
い

。
 

２
 

乙
は

、
派

遣
期

間
中

に
お

い
て

、
派

遣
学

生
が

起
こ

し
た

事
故

等
に

係
る

甲
及

び
第

三
者

が
受

け
た

損

害
な

ら
び

に
事

故
等

に
よ

り
派

遣
学

生
が

受
け

た
被

害
に

つ
い

て
一

切
の

責
任

を
負

う
も

の
と

し
、

甲
は

、

そ
れ

ら
の

事
故

等
に

つ
い

て
責

任
を

負
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

 

３
 

乙
は

、
前

項
の

事
故

等
に

備
え

、
派

遣
学

生
に

つ
い

て
の

乙
の

責
任

に
お

い
て

傷
害

保
険

、
賠

償
責

任

保
険

等
に

加
入

さ
せ

る
。

 

４
 

本
契

約
に

お
い

て
、

乙
の

学
生

の
派

遣
期

間
中

に
活

動
す

る
過

程
で

、
商

品
開

発
及

び
販

売
促

進
等

に
関

わ
る

情
報

収
集

し
た

も
の

に
お

い
て

は
、

全
て

甲
に

帰
属

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
責

任
者

の
選

抜
） 

第
５

条
 

甲
及

び
乙

は
、

こ
の

協
定

に
基

づ
く

派
遣

学
生

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
体

験
学

習
に

際
し

、
そ

れ
ぞ

れ
責

任
者

を
定

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 （
評

価
の

報
告

） 

第
６

条
 

甲
及

び
乙

は
、

前
条

の
責

任
者

の
ほ

か
、

派
遣

学
生

の
指

導
及

び
助

言
に

当
た

る
実

習
担

当
者

 

を
選

任
す

る
も

の
と

す
る

。
 

  ２
 

甲
は

、
派

遣
期

間
の

終
了

後
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

制
度

に
つ

い
て

の
意

見
、

要
望

等
を

と
り

ま
と

め
、

乙

に
報

告
す

る
こ

と
と

す
る

。
 

 （
守

秘
義

務
） 

第
７

条
 

乙
及

び
派

遣
学

生
は

、
派

遣
期

間
中

に
知

り
得

た
甲

の
機

密
情

報
（
個

人
情

報
を

含
む

）
を

他
に

漏
ら

し
て

は
な

ら
な

い
。

派
遣

期
間

終
了

後
に

お
い

て
も

、
ま

た
同

様
と

す
る

。
 

２
 

甲
は

、
知

り
得

た
派

遣
学

生
の

個
人

情
報

を
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

け
入

れ
に

伴
う
以

外
の

目
的

に
使

用

し
て

は
な

ら
な

い
。

 

 （
受

入
れ

の
取

り
止

め
）
 

第
８

条
 

甲
は

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き
は

、
派

遣
学

生
の

受
入

れ
を

取
り

止
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

①
 

災
害

そ
の

他
や

む
を

得
な

い
事

由
に

よ
り

、
甲

が
派

遣
学

生
の

受
入

れ
を

継
続

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
と

認
め

た
と

き
。

 

②
 

乙
又

は
派

遣
学

生
が

こ
の

協
定

に
規

定
す

る
条

項
に

違
反

し
た

と
き

。
 

 （
疑

義
の

解
決

） 

第
９

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
る

事
項

に
疑

義
が

生
じ

た
場

合
又

は
こ

の
協

定
に

定
め

の
な

い
事

項
で

必
要

が

あ
る

場
合

は
、

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

  
こ

の
協

定
の

締
結

を
証

す
る

た
め

、
本

書
２

通
を

作
成

し
、

甲
、

乙
記

名
押

印
の

上
、

各
自

１
通

を
保

有
す

る
。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
平

成
２

１
年

８
月

２
５

日
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
甲
 
 
東
大
阪
市
荒
本
北
１
丁
目
１
番
１
号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
教
育
長
職
務
代
理
者
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教
育
次
長
 
 
 
伊
 
藤
 
賴
 
保
 
 
 
 

印
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
乙
 
 
大
阪
府
東
大
阪
市
菱
屋
西
４
丁
目
２
番
２
６
号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学
 
 
長
 
 
 
森
 
田
 
洋
 
司
 
 
 
 

印
 

-
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図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
松

原
市

】  

 

東
大

阪
市

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
及

び
松

原
市

（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関
し

て
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

 （目
的

）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（相
互

利
用

）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（規
程

の
適

用
）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（有
効

期
間

）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（補
則

）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

 
印

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
松

原
市

教
育

委
員

会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

高
阪

 
俊

造
 

 
 

 
印

 

図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
富

田
林

市
】 

 

東
大

阪
市

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）及

び
富

田
林

市
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関

し
て

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。
 

 （
目

的
）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（
相

互
利

用
）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（
規

程
の

適
用

）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（
有

効
期

間
）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（
補

則
）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

 
印

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
富

田
林

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

堂
山

 
博

也
 

 
 

 
印
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図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
河

内
長

野
市

】 

 

河
内

長
野

市
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
及

び
東

大
阪

市
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関
し

て
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

 （目
的

）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（相
互

利
用

）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（規
程

の
適

用
）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（有
効

期
間

）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（補
則

）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
河

内
長

野
市

教
育

委
員

会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

和
田

 
栄

 
 

 
 

印
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

印
 

図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
羽

曳
野

市
】 

 

羽
曳

野
市

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）及

び
東

大
阪

市
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関

し
て

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。
 

 （
目

的
）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（
相

互
利

用
）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（
規

程
の

適
用

）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（
有

効
期

間
）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（
補

則
）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
羽

曳
野

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

藤
田

 
博

誠
 

 
印

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

印
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図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
大

阪
狭

山
市

】 

 

大
阪

狭
山

市
（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）
及

び
東

大
阪

市
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関
し

て
次

の
と

お
り

協
定

を
締

結
す

る
。

 

 （目
的

）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（相
互

利
用

）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（規
程

の
適

用
）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（有
効

期
間

）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（補
則

）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
大

阪
狭

山
市

教
育

委
員

会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

小
林

 
光

明
 

 
 

印
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

 
印

 

図
書

館
の

相
互

利
用

に
関

す
る

協
定

書
 

【
藤

井
寺

市
】 

 

藤
井

寺
市

（
以

下
「
甲

」
と

い
う

。
）及

び
東

大
阪

市
（
以

下
「
乙

」
と

い
う

。
）
は

、
図

書
館

の
相

互
利

用
に

関

し
て

次
の

と
お

り
協

定
を

締
結

す
る

。
 

 （
目

的
）
 

第
１

条
 

こ
の

協
定

は
、

甲
乙

相
互

の
図

書
館

利
用

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
相

互
の

住
民

の
生

涯
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

も
っ

て
教

育
の

向
上

と
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

 

（
相

互
利

用
）
 

第
２

条
 

甲
及

び
乙

は
、

そ
の

市
が

設
置

す
る

図
書

館
の

資
料

を
他

方
の

住
民

の
館

外
利

用
に

供
す

る
こ

と

が
で

き
る

。
 

（
規

程
の

適
用

）
 

第
３

条
 

前
条

の
利

用
に

つ
い

て
は

、
利

用
す

る
図

書
館

に
関

す
る

条
例

、
教

育
委

員
会

規
則

そ
の

他
の

規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

２
 

甲
及

び
乙

が
前

条
の

利
用

に
よ

っ
て

取
得

し
た

個
人

情
報

の
取

り
扱

い
は

、
利

用
す

る
図

書
館

を
設

置

す
る

市
の

条
例

、
規

則
そ

の
他

の
規

程
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

 

（
有

効
期

間
）
 

第
４

条
 

こ
の

協
定

の
有

効
期

間
は

、
平

成
２

４
年

７
月

１
日

か
ら

平
成

２
５

年
３

月
３

１
日

ま
で

と
す

る
。

た
だ

し
、

期
間

満
了

の
３

０
日

前
ま

で
に

甲
及

び
乙

の
い

ず
れ

か
ら

も
申

し
入

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

協
定

は
同

一
の

条
件

で
更

に
１

年
更

新
さ

れ
る

も
の

と
し

、
以

後
も

ま
た

同
様

と
す

る
。

 

（
補

則
）
 

第
５

条
 

こ
の

協
定

に
定

め
の

な
い

事
項

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

甲
乙

協
議

し
て

定
め

る
も

の
と

す

る
。

 

 

こ
の

協
定

の
締

結
を

証
す

る
た

め
、

本
書

２
通

を
作

成
し

、
甲

乙
双

方
の

記
名

押
印

の
う

え
、

各
自

１
通

を

保
有

す
る

。
 

 平
成

２
４

年
４

月
２

７
日

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
甲

 
藤

井
寺

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

竹
林

 
弘

美
 

 
 

印
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
乙

 
東

大
阪

市
教

育
委

員
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

西
村

 
保

 
 

 
 

 
印
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東
大

阪
市

立
永

和
図

書
館

に
お

け
る

障
害

者
利

用
支

援
駐

車
サ

ー
ビ

ス
券

交
付

要
領

 

 （
目
的
）

 

第
１
条
 
こ
の
要
領
は
、
永
和
図
書
館
を
利
用
す
る
障
害
者
の
利
用
を
支
援
す
る
た
め
、
東

大
阪
商
工
会
議
所
会
館
の
駐
車
場
（
以
下
「
会
館
駐
車
場
」
と
い
う
。
）
の
駐
車
サ
ー
ビ
ス

券
を
交
付
す
る
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
対
象
者
）

 

第
２
条
 
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
の
交
付
対
象
者
は
、
永
和
図
書
館
を
利
用
す
る
た
め
、
自
動
車

で
来
館
し
、
会
館
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
障
害
者
と
す
る
。

 

 （
駐
車
場
利
用
支
援
時
間
）

 

第
３
条
 
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
は
一
日
２
時
間
以
内
を
限
度
と
し
、
滞
在
時
間
に
応
じ
て
交
付

す
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
方
法
）

 

第
４
条
 
来
館
者
は
、
退
館
時
に
永
和
図
書
館
の
受
付
窓
口
に
会
館
駐
車
場
の
駐
車
券
及
び

障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
を
提
示

し
、
自
動
車
で
の
来
館
の
旨
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

 

２
 
受
付
担
当
者
は
、
駐
車
券
及
び
障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
を
確
認
し
、
当
該
駐
車
券
に
押
印
し
、
備
え
付
け
の
交
付
台
帳

（
別
表
１
）
に
、
交
付
日
時
、
氏
名
、
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
枚
数
を
記
入
し
て
、
一
日

２
時
間
を
限
度
に
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付
す
る
。

 

     

  （
事
故
責
任
等
）

 

第
５
条
 
会
館
駐
車
場
の
利
用
中

に
生

じ
た

盗
難

、
事

故
等

に
つ
い
て
は
、
図
書
館
は
そ
の

責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と

す
る

。
ま
た
、
そ
の
他
会
館
駐
車
場
の
利
用
に
あ
た

っ
て
は
、

駐
車
場
管
理
規
定
に
従
う

も
の

と
す
る
。

 

 （
細
則
）

 

第
６
条
 
こ
の
要
領
に
定
め
る
も

の
の

ほ
か

、
必

要
な

事
項

は
、
別
に
定
め
る
。

 

  
附
則
 
こ
の
要
領
は
、
平
成
２
５
年
１
２
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
。

 

 附
則
 
こ
の
要
領
は
、
令
和
２
年
３
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 

-
3
0
-



東
大

阪
市
立
花
園
図

書
館
に
お
け
る
障

害
者
利
用
支
援
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
要
領
 

 （
目
的
）

 

第
1
条
 
こ
の
要
領
は
、
花
園
図
書
館
を
利
用
す
る
障
害
者
の
利
用
を
支
援
す
る
た
め
、
花

園
図
書
館
東
隣
駐
車
場
（
以
下
「
東
隣
駐
車
場
」
と
い
う
。）

の
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付

す
る
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
対
象
者
）

 

第
２
条
 
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
の
交
付
対
象
者
は
、
花
園
図
書
館
を
利
用
す
る
た
め
、
自
動
車

で
来
館
し
、
東
隣
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
障
害
者
と
す
る
。

 

 （
駐
車
場
利
用
支
援
時
間
）

 

第
３
条
 
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
は
一
日
２
時
間
以
内
を
限
度
と
し
、
滞
在
時
間
に
応
じ
て
交
付

す
る
も
の
と
す
る
。

 

 （
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
方
法
）

 

第
４
条
 
来
館
者
は
、
退
館
時
に
花
園
図
書
館
の
受
付
窓
口
に
東
隣
駐
車
場
の
駐
車
券
及
び

障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
を
提
示

し
、
自
動
車
で
の
来
館
の
旨
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

 

２
 
受
付
担
当
者
は
、
駐
車
券
及
び
障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
を
確
認
し
、
当
該
駐
車
券
に
押
印
し
、
備
え
付
け
の
交
付
台
帳

（
別
表
１
）
に
交
付
日
時
、
氏
名
、
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
交
付
枚
数
を
記
入
し
て
、
一
日
２

時
間
を
限
度
に
駐
車
サ
ー
ビ
ス
券
を
交
付
す
る
。

 

     

  （
事
故
責
任
等
）

 

第
５
条
 
東
隣
駐
車
場
の
利
用
中

に
生

じ
た

盗
難

、
事

故
等

に
つ
い
て
は
、
図
書
館
は
そ
の

責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と

す
る

。
ま
た
、
そ
の
他
東
隣
駐
車
場
の
利
用
に
あ
た

っ
て
は
、

事
業
者
の
駐
車
場
管
理
規

定
に

従
う
も
の
と
す
る
。

 

 （
細
則
）

 

第
６
条
 
こ
の
要
領
に
定
め
る
も

の
の

ほ
か

、
必

要
な

事
項

は
、
別
に
定
め
る
。

 

  
附
 
則

 

こ
の
要
領
は
、
平
成
２
８
年
３
月

２
６

日
か

ら
施

行
す

る
。

 

 

-
3
1
-



 

東
大
阪
市

ブ
ッ

ク
ス
タ
ー

ト
事
業
実
施
要
綱

 
（
目
的
）

 

第
１
条
 
こ
の
要
綱
は
、
親
子
が
絵
本
を
介
し
お
互
い
の
肌
の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

共
有
し
、
親
子
が
ふ
れ
あ
う
「
親
と
子
の
本
の
時
間
」
を
応
援
す
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
（
以
下
「
事
業
」

と
い
う
。）

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

 

（
対
象
者
）

 

第
２
条
 
こ
の
事
業
は
、
東
大
阪
市
が
実
施
す
る
４
か
月
児
健
康
診
査
を
受
診
す
る
乳
児
及
び
そ
の
保
護
者
に

対
し
て
実
施
す
る
。

 

（
実
施
場
所
）

 

第
３
条
 
こ
の
事
業
は
、
４
か
月
児
健
康
診
査
を
行
う
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
確
保
す
る
部
屋
に
お
い
て
実
施
す

る
。

 

（
実
施
体
制
）

 

第
４
条
 
こ
の
事
業
は
、東

大
阪
市
立
図
書
館
条
例
第

7
条
の
規
定
に
よ
り
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
も
の
（
以

下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。）
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
以
下
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
。）
、

母
子
保
健
・
感
染
症
課
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
社
会
教
育
部
社
会
教
育
課
（
以
下
「
社
会
教
育
課
」
と
い

う
。）

と
の
連
携
の
も
と
で
推
進
す
る
。

 

２
 
こ
の
事
業
の
事
務
局
は
、
指
定
管
理
者
に
置
く
。

 

（
事
業
内
容
）

 

第
５
条
 
こ
の
事
業
は
、
４
か
月
児
健
康
診
査
の
事
業
の
終
了
後
、
乳
児
及
び
保
護
者
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
読
み
聞
か
せ
を
行
う
と
共
に
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
手
渡
す
こ
と
に
よ
り
実
施
す
る
。

 

（
事
業
分
担
）

 

第
６
条
 
指
定
管
理
者
の
事
業
に
お
け
る
事
業
分
担
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(1
)  

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
の
絵
本
等
の
選
定
、
調
達
及
び
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
送
に
関
す
る
こ
と
。 

(2
)  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

 

(3
) 

４
か
月
児
健
康
診
査
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
派
遣
、
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

 

(4
)  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
金
の
支
払
い
に
関
す
る
こ
と
。

 

(5
) 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加
入
に
関
す
る
こ
と
。

 

(6
)  

そ
の
他
事
業
の
統
括
に
関
す
る
こ
と
。

 

２
 
母
子
保
健
・
感
染
症
課
及
び
各
保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
お
け
る
事
業
分
担
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(1
) 

４
か
月
児
健
康
診
査
事
業
に
お
い
て
本
事
業
の
案
内
を
行
う
こ
と
。

 

(2
)  

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
の
事
業
の
実
施
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
。

 

(3
)  

４
か
月
児
健
康
診
査
未
受
診
者
へ
の
対
応
に
関
す
る
こ
と
。

 

(4
) 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
研
修
の
協
力
に
関
す
る
こ
と
。

 

 

   ３
 
社
会
教
育
課
の
事
業
に
お
け
る
事
業
分
担
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

(1
)  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
に
関
す
る
こ
と
。

 

(2
) 

指
定
管
理
者
と
母
子
保
健
・
感
染
症
課
及
び
各
保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

 

（
協
議
）

 

第
７
条
 
事
業
に
関
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
意
見
等
の
集
約
は
指
定
管
理
者
で
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
意
見
等
の
集
約
は
母
子
保
健
・
感
染
症
課
で
行
い
、
双
方
協
議
の
う
え
で
調
整
す
る
。
た
だ
し
、
軽
微

な
事
項
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

（
細
目
）

 

第
８
条
 
こ
の
事
業
の
実
施
に
関
す
る
細
目
は
、
別
に
定
め
る
。

 

 

附
 
則

 

こ
の
要
綱
は
、
平
成
２
５
年
８
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

附
 
則

 

こ
の
要
綱
は
、
平
成
２
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

附
 
則

 

こ
の
要
綱
は
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 

-
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東
大
阪
市

立
図

書
館
雑
誌
ス
ポ
ン

サ
ー
制
度
実
施
要

綱
 

 1 ．
目
的

 
本
制
度
は
、
株
式
会
社
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。）

に
よ
り
、
東
大
阪
市
立

図
書
館
（
花
園
図
書
館
・
永
和
図
書
館
・
四
条
図
書
館

 、
以
下
「
図
書
館
」
と
い
う
。）

の
雑
誌
の
カ
バ
ー
等
に

ス
ポ
ン
サ
ー
広
告
を
募
集
し
掲
載
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
財
源
を
確
保
し
、
蔵
書
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

 

 
2 ．

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
の
内
容

 
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
（
以
下
「
ス
ポ
ン
サ
ー
」
と
い
う
。）

に
雑
誌
の
購
入
代
金
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
購
入

し
た
雑
誌
を
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
に
配
架
す
る
。
提
供
雑
誌
最
新
号
の
閲
覧
用
カ
バ
ー
表
面
及
び
配
架
台
に
ス
ポ
ン

サ
ー
名
、
同
カ
バ
ー
裏
面
に
ス
ポ
ン
サ
ー
の
広
告
を
表
示
し
、
図
書
館
の
利
用
者
の
閲
覧
に
供
す
る
。

 

 
3．

雑
誌
の
選
定

 
 
ス
ポ
ン
サ
ー
は
、
指
定
管
理
者
が
作
成
し
た
「
雑
誌
リ
ス
ト
」

 か
ら
選
定
す
る
。

 

 4 ．
ス
ポ
ン
サ
ー
お
よ
び
広
告
の
対
象

 
（

1 ）
「
東
大
阪
市
有
料
広
告
掲
載
要
綱
」
に
準
拠
し
、「

東
大
阪
市
有
料
広
告
掲
載
基
準
」
を
適
用
す
る
。

 
（

2 ）
企
業
、
商
店
、
団
体
等
を
対
象
と
す
る
。
個
人
は
対
象
外
と
す
る
。

 

 5 ．
広
告
の
掲
載
期
限

 
 
広
告
の
掲
載
期
限
は
令
和

8
年

3
月

31
日
ま
で
の
期
間
で
掲
載
期
間
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 6 ．
広
告
の
企
画
、
表
示
方
法

 
（

1 ）
ス
ポ
ン
サ
ー
名
及
び
広
告
の
表
示
物
は
ス
ポ
ン
サ
ー
申
込
者
が
必
要
枚
数
作
成
し
提
供
す
る
。

 
（

2）
提
供
雑
誌
の
最
新
号
閲
覧
用
カ
バ
ー
表
面
及
び
配
架
台
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ン
サ
ー
名
等
の
表
示
と
す
る
。
 

表
示
の
大
き
さ
 
 
縦

3
セ
ン
チ
、
横

10
セ
ン
チ
以
内
 
地
色
は
白
色
、
文
字
は
黒

  
貼
付
位
置
 
 
 
 
カ
バ
ー
底
辺
よ
り

4
セ
ン
チ
上
部
中
央
付
近
及
び
配
架
台

 
（

3 ）
提
供
雑
誌
の
最
新
号
閲
覧
用
カ
バ
ー
裏
面
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
広
告
の
表
示
と
す
る
。

 
表
示
の
大
き
さ
 
 
片
面
印
刷
Ａ

4
判
以
下
を
基
本
と
し
、
当
該
雑
誌
カ
バ
ー
に
収
ま
る
サ
イ
ズ

 
（

4 ）
上
記
（

2 ）
（

3 ）
の
余
白
に
「
こ
の
広
告
は
図
書
館
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
に
よ
る
も
の
で
、
本
誌
購
入

経
費
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。」

の
一
文
を
表
示
す
る
。

 
（

5）
雑
誌
の
配
架
位
置
は
指
定
管
理
者
が
決
定
す
る
。

 

 

   7 ．
申
込
み
の
受
付

 
申
込
み
は
、
随
時
受
付
す
る
。

 
受
付
場
所

 
〒

57
7-

08
09

 
東
大
阪
市
永
和

2-
1-

1
東
大
阪
商
工
会
議
所
会
館

1
階

  
 
 
 
 
 
 
東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館

 
 
 
 
 
 
 
電
話

06
-6

73
0-

66
77

 
F

ax
06

-6
72

7-
55

68
 

受
付
日
時

 
永
和
図
書
館
開
館
日
の
午
前

9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で

 

 8．
申
込
み
方
法

 
 
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
申
込
書
（
様
式
第

1
号
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
込
み
を
す
る
。

 
（

1）
申
込
書
は
直
接
持
参
、
ま
た
は
郵
送
で
行
う
。

 
（

2 ）
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

 
・
広
告
図
案

 
・
会
社
概
要
等
（
業
種
等
が
わ
か
る
も
の
）

 
・
役
員
名
簿

 
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
広
告
内
容
を
示
す
も
の

 

 
9 ．

ス
ポ
ン
サ
ー
の
選
定
お
よ
び
広
告
内
容
審
査

 
ス
ポ
ン
サ
ー
が
重
複
す
る
場
合
は
受
付
先
着
順
を
優
先
し
、
指
定

管
理
者

の
審

査
を
経
て
東
大
阪
市
の
承
認

を
得
て
決
定
し
、
指
定
管
理
者
は
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
承
諾
（
不
承
諾
）
決
定
通
知
書
（
様
式
第

2
号
）
を
ス
ポ

ン
サ
ー
に
通
知
す
る
。

 
ス
ポ
ン
サ
ー
は
、
掲
載
し
よ
う
と
す
る
広
告
に
つ
い
て
事
前
に
指
定
管
理
者
と
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

 
ま
た
、
広
告
の
内
容
を
契
約
途
中
で
変
更
す
る
際
も
、
指
定
管
理
者
と
協
議
す
る
。
 

 
10

．
購
入
代
金
の
支
払
い

 
ス
ポ
ン
サ
ー
の
提
供
す
る
雑
誌
代
金
の
支
払
い
は
、
指
定
管
理
者

指
定
の

納
入

業
者
に
ス
ポ
ン
サ
ー
が
直
接

支
払
う
も
の
と
す
る
。

 
（

1 ）
支
払
い
は
ス
ポ
ン
サ
ー
が
納
入
業
者
と
協
議
す
る
。

 
（

2）
振
込
み
手
数
料
等
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
負
担
と
す
る
。

 
（

3）
ス
ポ
ン
サ
ー
が
提
供
す
る
雑
誌
が
休
・
廃
刊
し
た
場
合
は
、
指
定
管
理
者
と
協
議
の
う
え
、
別
の
雑
誌
に

広
告
を
振
り
替
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
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（
4）

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
一
時
的
に
雑
誌
最
新
号
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
ス
ポ
ン
サ
ー
と

納
入
業
者
の
間
で
協
議
を
行
う
。

  

 11
．
契
約

 
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
の
広
告
に
決
定
し
た
場
合
は
、
覚
書
（
様
式
第
３
号
）
を
締
結
す
る
。

 

 12
．
ス
ポ
ン
サ
ー
の
解
約

 
 
ス
ポ
ン
サ
ー
は
解
約
を
申
し
出
る
場
合
は
、

2
カ
月
前
ま
で
に
指
定
管
理
者
に
書
面
を
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。

 

 13
．
ス
ポ
ン
サ
ー
の
責
務

 
ス
ポ
ン
サ
ー
は
、
掲
載
し
た
広
告
の
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る
。

 

 14
．
決
定
の
取
消
し
 

指
定
管
理
者
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
場
合
は
、
決
定
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
(1

) 
申
込
書
の
虚
偽
の
記
載
、
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
ス
ポ
ン
サ
ー
の
決
定
を
受
け
た
場
合
。
 

 
(2

) 
そ
の
他
、
本
要
綱
に
定
め
る
ス
ポ
ン
サ
ー
及
び
広
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
。
 

 
附
則

 
１
 
こ
の
要
綱
は
、
平
成

28
年

8
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
２

 
こ

の
要

綱
の

施
行

の
際

現
に

東
大

阪
市

立
図

書
館

雑
誌

ス
ポ

ン
サ

ー
制

度
実

施
要

綱
を

廃
止

す
る

要
綱

（
平
成

28
年

8
月

1
日
施
行
）
に
よ
る
廃
止
前
の
東
大
阪
市
立
図
書
館
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
実
施
要
綱

（
平
成

27
年

4
月

1
日
施
行
。
以
下
「
旧
要
綱
」
と
い
う
。）

の
規
定
に
よ
る
ス
ポ
ン
サ
ー
の
決
定
を
受
け

て
い
る
者
は
、
こ
の
要
綱
の
規
定
に
よ
る
ス
ポ
ン
サ
ー
の
決
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
旧
要
綱
の
規
定
に
基
づ
い
て
締
結
さ
れ
た
覚
書
は
、
こ
の
要
綱
の
規
定
に
基
づ
い
て
締
結
さ
れ

た
覚
書
と
み
な
す
。

 
３
 
こ
の
要
綱
の
施
行
の
際
現
に
旧
要
綱
の
規
定
に
基
づ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
広
告
は
、
こ
の
要
綱
の
規
定

に
基
づ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
広
告
と
み
な
す
。

 

     

附
則

 
 
 
こ
の
要
綱
は
、
平
成

29
年

7
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
則

 
 
 
こ
の
要
綱
は
、
令
和

2
年

3
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
則

 
 
 
こ
の
要
綱
は
、
令
和

3
年

4
月

1
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
附
則

 
１
 
こ
の
要
綱
は
、
令
和

3
年

7
月

 1
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
２
 
様
式
第

1
号
中
「
 
印
 
」
及
び
様
式
第

2
号
中
「
 
 
 
」
を
削
る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
複
写
サ
ー
ビ
ス
取
扱
要
綱
 

 第
１
項
 
趣
旨
 

東
大
阪
市
立
図
書
館
に
お
い
て
利
用
者
に
対
し
て
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。
 

 第
２
項
 
複
写
機
 

複
写
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
あ
た
っ
て
、
使
用
で
き
る
複
写
機
器
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。
 

(1
)  
花
園
図
書
館
 

①
 
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写
機
 

②
 
２
階
事
務
室
の
カ
ラ
ー
複
写
機
 

(2
) 
永
和
図
書
館
 

①
 
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写
機
 

②
 
事
務
室
内
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
 

③
 
カ
ウ
ン
タ
ー
内
の
プ
リ
ン
タ
ー
 

(3
) 
永
和
図
書
館
大
蓮
分
室
（
以
下
「
大
蓮
分
室
」
と
い
う
。
）
 

カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写
機
 

(4
) 
四
条
図
書
館
 

閲
覧
室
内
の
複
写
機
 

 第
３
項
 
複
写
で
き
る
資
料
等
 

東
大
阪
市
立
図
書
館
所
蔵
の
資
料
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
送
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り

送
信
を
受
け
た
 

資
料
及
び
東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館
に
導
入
し
て
い
る
商
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
 

 第
４
項
 
複
写
機
お
よ
び
プ
リ
ン
タ
ー
使
用
方
法
 

花
園
図
書
館
①
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写
機
、
永
和
図
書
館
①
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写

機
、
大
蓮
分
室
カ
ウ
ン
タ
ー
横
の
複
写
機
及
び
四
条
図
書
館
閲
覧
室
内
の
複
写
機
は
、
利
用

者
自
身
が
操
作
す
る
。
 

花
園
図
書
館
②
２
階
事
務
所
の
カ
ラ
ー
複
写
機
、
永
和
図
書
館
の
②
事
務
室
内
の
プ
リ
ン
タ

ー
及
び
③
カ
ウ
ン
タ
ー
内
の
プ
リ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
図
書
館
員
が

操
作
す
る
。
 

 

   な
お
、
永
和
図
書
館
に
お
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
送
信
さ
れ
た
資
料
を
複
写
す
る
場
合
は
②
事
務
室
内
の
プ
リ
ン
タ
ー
、
ま
た
、
商
用
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
記
事
を
複
写
す
る
場
合
は
③
カ
ウ
ン
タ
ー
内
の
プ
リ
ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用

す
る
。
 

第
５
項
 
複
写
機
使
用
料
金
 

複
写
機
お
よ
び
印
刷
機
使
用
料
金
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

白
黒
複
写
 1
 枚

に
つ
き
 １

０
円
 

カ
ラ
ー
複
写
 1
 枚

に
つ
き
 １

５
０
円
 

（
花
園
図
書
館
②
２
階
事
務
室
の
カ
ラ
ー
複
写
機
）
 

 
 
 
 
 
カ
ラ
ー
複
写
 
１
枚
に
つ
き
 
５
０
円
 

（
永
和
図
書
館
②
事
務
室
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
）
 

第
６
項
 
受
領
料
金
の
納
入
 

受
領
料
金
は
適
切
に
管
理
し
、
指
定
管
理
者
の
収
入
口
座
に
入
金
す
る
。
 

指
定
管
理
者
は
、
複
写
料
金
の
収
入
に
つ
い
て
、
自
主
事
業
収
入
と
し
て
年
度
ご
と
に
市
に

報
告
す
る
。
 

第
７
項
 
著
作
権
法
の
遵
守
 

利
用
者
へ
の
複
写
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
著
作
権
法
等
を
遵
守
す
る
。
 

(1
) 
文
献
複
写
の
た
め
に
利
用
者
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
複
写
機
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
の
管
理
責
任

者
並
び
に
そ
の
運
用
補
助
者
を
館
毎
に
定
め
る
。
 

(2
)  
複
写
機
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
の
管
理
責
任
者
は
司
書
又
は
そ
れ
に
準
じ
た
者
と
す
る
。
 

(3
) 
複
写
機
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
の
稼
動
時
間
を
定
め
て
複
写
機
か
ら
見
え
る
場
所
に
提
示
す
る
。
 

(4
) 
複
写
機
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
の
管
理
責
任
者
又
は
運
用
補
助
者
は
、
管
理
す
る
複
写
機
に
よ
る

文
献
複
写
の
状
況
を
随
時
監
督
で
き
る
場
所
で
執
務
す
る
。
 

(5
)  
複
写
機
及
び
プ
リ
ン
タ
ー
の
稼
動
記
録
を
残
す
。
 

第
８
項
 
複
写
サ
ー
ビ
ス
運
用
手
順
等
 

 
 
 
本
要
綱
に
基
づ
く
具
体
的
な
運
用
手
順
等
は
、
図
書
館
又
は
分
室
毎
に
定
め
る
。
 

 附
則
 

こ
の
要
綱
は
、
平
成
２
９
年
４
月
２
７
日
よ
り
施
行
す
る
。
 

附
則
 

こ
の
要
綱
は
、
令
和
２
年
７
月
１
日
よ
り
施
行
す
る
。
 

 

-
3
5
-



東
大
阪
市
立
図
書
館
資
料
宅
配
サ
ー
ビ
ス
実
施
要
領
 

 １
 
趣
旨
 

 
こ
の
要
領
は
、
身
体
障
が
い
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
東
大
阪
市
立
図
書
館
（
以
下
「
図
書
館
」
と
い
う
。
）

の
利
用
が
困
難
な
市
民
に
対
し
て
、
資
料
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
。
 

 ２
 
対
象
者
 

 
東
大
阪
市
在
住
者
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
本
人
及
び
家
族
が
（
独
居
の
方
、
ま
た
は
同

居
の
家
族
が
介
護
な
ど
の
理
由
で
家
を
離
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
）
来
館
に
よ
る
図
書

館
を
利
用
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。
 

 

(1
)  
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
２
４
年
法
律
第
２
８
３
号
）
第
１
５
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
身
体
障
 

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
 

ア
 
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
２
５
年
厚
労
省
令
第
１
５
号
）
別
表
第
５
号
の
身
体
障
害

者
障
害
程
度
等
級
表
（
以
下
「
等
級
表
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
肢
体
不
自
由
１
級
か
ら
２
級
ま

で
に
該
当
す
る
者
 

イ
 
等
級
表
に
定
め
る
心
臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
又
は
ぼ
う
こ
う
若
し
く
は
直
腸
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
若
し
く
は
肝
臓
の
機
能
の
障
害
の
１
級
か
ら
２
級
ま
で
に
該
当
す
る

者
 

(2
)  
図
書
館
長
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
者
 

 ３
 
利
用
申
請
 

 
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
「
東
大
阪
市
立
図
書
館
宅
配
サ
ー
ビ
ス
申
込
書
（
別
記
様

式
）
」
に
よ
り
図
書
館
長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

た
だ
し
、
身
体
の
障
が
い
に
よ
り
申
込
書
へ
の
記
入
が
困
難
な
場
合
は
、
図
書
館
職
員
へ
の
口
頭
で
の
申
請

に
よ
り
、
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 
図
書
館
長
は
、
前
項
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
図
書
館
の
定
め
に
従
い
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
可
否
を

決
定
し
、
当
該
申
請
者
へ
通
知
す
る
。
 

   

   ４
 
貸
出
要
件
 

 
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
貸
出
要
件
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

(1
)  
貸
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
所
蔵
の
図
書
（
禁
帯
出
資
料
除
く
）
及
び

雑
誌
（
最
新
号
除
く
）
、
Ｃ
Ｄ
と
す
る
。
 

(2
) 
貸
出
冊
数
 

貸
出
冊
数
は
２
０
点
（
う
ち
Ｃ
Ｄ
は
４
点
）
ま
で
 

(3
) 
貸
出
期
間
 

貸
出
期
限
は
１
ヵ
月
以
内
 

 ５
 
サ
ー
ビ
ス
の
停
止
 

図
書
館
長
は
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
前
2項

に
定
め
る
要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
と
き
又
は
偽
り
そ

の
他
不
正
行
為
に
よ
っ
て
宅
配
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に

当
該
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 ６
 
そ
の
他
 

こ
の
要
領
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。
 

  
 
附
則
 

 
 
こ
の
要
領
は
平
成
３
０
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
実
施
要
綱
 

 （
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
要
綱
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
条
例
（
昭
和
４
２
年
東
大
阪
市
条
例
第
７
３
号
）
及
び
東
大

阪
市
立
図
書
館
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
４
２
年
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
規
則
第
２
１
号
。
以
下
「
規
則
」
と

い
う
。
）
に
基
づ
き
、
障
害
等
に
よ
り
図
書
館
の
利
用
が
困
難
な
方
に
対
し
て
、
市
民
生
活
に
必
要
な
情
報

を
得
る
と
と
も
に
、
生
活
の
自
立
と
社
会
参
加
並
び
に
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
市
立
図
書
館
の
利

用
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 （
対
象
者
）
 

第
２
条
 
こ
の
要
綱
に
定
め
る
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
規
則
第
５
条
第
１
項

に
よ
る
利
用
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
障
害
等
の
理
由
に
よ
り
図
書
館
の
利
用
が
困
難
で
あ
る

と
館
長
が
認
め
た
者
と
す
る
。
 

 （
利
用
登
録
）
 

第
３
条
 
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
者
は
、
本
人
又
は
代
理
人
が
東
大
阪
市
立
図
書
館
障
害
者
サ
ー
ビ

ス
利
用
登
録
申
請
書
（
様
式
第
１
）
に
よ
り
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録
申
請
に
つ
い
て
、
止
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
本
人
の
承
諾

の
う
え
、
図
書
館
職
員
が
代
筆
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 
館
長
は
、
前
項
の
利
用
登
録
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
障
害
者
手
帳
等
に
よ
り
前
条
に
定
め
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録
を
行
う
。
 

 （
サ
ー
ビ
ス
内
容
）
 

第
４
条
 
前
条
に
お
い
て
利
用
者
登
録
を
行
っ
た
者
（
以
下
、
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
」
と
い
う
。
）
は
、
以

下
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

１
 
対
面
朗
読
 

２
 
録
音
資
料
の
利
用
 

３
 
点
字
資
料
の
利
用
 

４
 
教
育
委
員
会
が
認
め
た
指
定
管
理
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
対
象
と
し
た
自
主
事
業
 

５
 
そ
の
他
、
図
書
館
の
利
用
に
際
し
て
館
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の
 

  

   （
登
録
内
容
の
変
更
）
 

第
５
条
 
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
利
用
登
録
申
請
時
よ
り
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
館
長
へ
そ
の
旨

を
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 （
登
録
の
取
り
消
し
及
び
貸
出
の
停
止
）
 

第
６
条
 
館
長
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
利
用
登
録
を
取
り
消

し
、
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

一
 
利
用
登
録
申
請
書
に
虚
偽
の
申
請
を
し
た
と
き
 

二
 
借
受
資
料
を
転
借
し
た
と
き
 

三
 
再
度
の
督
促
を
受
け
て
も
、
な
お
借
受
資
料
を
返
却
し
な
い
と
き
 

四
 
著
作
権
を
侵
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
と
き
 

五
 
借
受
資
料
に
損
傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
と
き
 

六
 
そ
の
他
、
こ
の
要
綱
及
び
館
長
の
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
 

 （
守
秘
義
務
）
 

第
７
条
 
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
者
は
、
こ
の
要
綱
に
定
め
る
事
項
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
知
り
得
た

個
人
情
報
を
み
だ
り
に
他
人
に
漏
ら
し
、
又
は
不
当
な
目
的
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

 （
そ
の
他
）
 

第
８
条
 
こ
の
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

  附
則
 

こ
の
要
綱
は
、
平
成
３
１
年
３
月
２
６
日
か
ら
施
行
す
る
。
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東
大
阪
市
立
図
書
館
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
製
作
及
び
利
用
要
領
 

 （
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
要
領
は
、
東
大
阪
市
立
図
書
館
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
実
施
要
綱
（
以
下
、
「
要
綱
」
と
い
う
。
）

に
基
づ
き
、
市
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
、
又
は
、
相
互
貸
借
に
よ
る
資
料
で
、
著
作
権
法
（
昭
和
４
５

年
法
律
第
４
８
号
）
第
３
７
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
視
覚
障
害
者
等
の
た
め
の
複
製
等
及
び
著
作
権
者
に

視
覚
障
害
者
等
の
利
用
を
目
的
に
許
諾
を
得
て
製
作
さ
れ
た
も
の
（
以
下
、
「
視
覚
障
害
者
用
資
料
」
と
い

う
。
）
の
製
作
と
利
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。
 

 （
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
利
用
対
象
者
）
 

第
２
条
 
市
立
図
書
館
に
お
け
る
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
利
用
対
象
者
は
、
要
綱
第
２
条
に
基
づ
き
、
障
害

等
の
理
由
に
よ
り
図
書
館
の
利
用
が
困
難
で
あ
る
と
館
長
が
認
め
た
者
の
う
ち
、
視
覚
障
害
等
の
理
由
に
よ

り
墨
字
に
よ
る
読
書
が
困
難
で
あ
る
と
館
長
が
認
め
る
者
と
す
る
。
 

 （
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
製
作
）
 

第
３
条
 
要
綱
第
３
条
第
１
項
に
定
め
る
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
登
録
を
行
っ
た
者
（
以
下
、
「
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
」
と
い
う
。
）
で
、
前
条
に
よ
る
利
用
対
象
者
は
、
市
立
図
書
館
に
対
し
て
必
要
と
す
る
視
覚

障
害
者
用
資
料
の
利
用
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
市
立
図
書
館
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
て
、
著
作
権
法
に
基
づ
き
、
障
害
者
等
の
利
用
を

目
的
と
す
る
資
料
を
製
作
し
、
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 
市
立
図
書
館
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
全
国
視
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
協
会
が
運
営
す
る
視
覚

障
害
者
情
報
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
音
声
デ
ー
タ
、
点
字
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
り
、

視
覚
障
害
者
用
資
料
を
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
 
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
製
作
は
、
前
項
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
協
力
者
等
に
依
頼
し
、
又
は
、
図
書
館

間
の
相
互
貸
借
に
よ
り
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 
前
項
の
方
法
に
よ
り
視
覚
障
害
者
用
資
料
を
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
提
供
で
き
な
い
場
合
は
、
図
書
館
は

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
関
係
機
関
を
案
内
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 

 （
所
蔵
登
録
）
 

第
４
条
 
市
立
図
書
館
は
、
所
蔵
す
る
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
登
録
を
行
っ
た
の
ち
、
近
畿
視
覚
障
害
者
情

報
サ
ー
ビ
ス
研
究
協
議
会
等
へ
タ
イ
ト
ル
等
の
必
要
な
情
報
を
登
録
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

   （
館
外
利
用
）
 

第
５
条
 
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
貸
出
及
び
返
却
は
、
来
館
又
は
特
定
録
音
物
等
郵
便
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
 

２
 
「
図
書
館
の
相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
書
」
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
貸
出
は
、
市
立
図
書
館

で
所
定
の
手
続
き
を
し
た
の
ち
に
貸
出
す
る
。
 

３
 
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
へ
の
館
外
へ
の
貸
出
冊
数
は
、
１
０
冊
以
内
、
貸
出
期
間
は
４
週
間
以
内
と
す
る
。

但
し
、
指
定
管
理
者
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
冊
数
及
び
期
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

ま
た
、
指
定
管
理
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
館
外
で
利
用
し
て
い
る
資
料
を
利
用
期
間
満
了
後
引
き
続
き

利
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
特
に
支
障
が
な
い
場
合
に
限
り
、
２
週
間
以
内
に
お
い
て
こ
れ
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
 

 （
館
内
利
用
）
 

第
６
条
 
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
館
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、
閲
覧
の
た
め
に
必
要
な
設
備
・
機
器
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 （
図
書
館
の
協
力
貸
出
）
 

第
７
条
 
市
立
図
書
館
は
、
他
の
公
立
図
書
館
等
か
ら
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
「
東
大
阪
市
立
図
書
館
協
力
貸

出
要
領
」
に
基
づ
く
範
囲
で
、
所
蔵
し
て
い
る
視
覚
障
害
者
用
資
料
を
貸
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

 （
そ
の
他
）
 

第
８
条
 
こ
の
要
領
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
視
覚
障
害
者
用
資
料
の
製
作
及
び
利
用
に
つ
い
て
必
要
な
事

項
は
、
教
育
委
員
会
が
定
め
る
。
 

  附
則
 

こ
の
要
領
は
、
平
成
３
１
年
３
月
２
６
日
か
ら
施
行
す
る
。
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